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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章






　二〇××年、某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

　都内某ぼう所しよの喫きつ茶さ店てんにて。

「なんか、今ネット小説が流行はやってるみてーだな」

　パンチパーマにサングラスという、大人が見ても泣き出すルックスの編集者が呟つぶやいた。

　生まれつきの顔は仕方ないにしても、その紫むらさき色いろのシャツとか縦たて縞じまのスラックスとか、どこで売ってるんだよ。

「みたいスね」

　編集者の容よう貌ぼうにはあえてツッコまず、俺は苦いアイスコーヒーを啜すする。

　ＫＡＤＯＫＡＷＡの編集者なんて、彼以外もこんな感じだ。今時、本物のヤクザでもしない格好の連中がうろついている編集部は、常に危険な香かおりがする。

　それもこれも、面白い作品を作るため──多少の〝スレ違ちがい〟は仕方ない、というのが編集部のモットーなのだそうだ。

「えーと、〝小説家になろう〟でしたっけ？　すっげぇ流行ってますよね？」

「オメーも書けよ。今度ウチで〝カクヨム〟って投とう稿こう小説サイト作ったんだよ。どうせヒマなんだから、なんか投稿してみろよ」

「えー」

「えー、じゃねぇだろが。そうやって作家がダラダラ生きてっから俺たちが迷めい惑わくしてんだよ。またこないだみたいにダベって打ち合わせ終わらせるのか？」

「刃は物もので斬きりつけられるのがダベるって言うなら、そうかもしれませんね」

　見ろよ、ナイフをチラつかせてんのに店員が誰だれも驚おどろかないじゃねーか。「ああ、またＫＡＤＯＫＡＷＡね」って顔してるぞ。あの壁かべの弾だん痕こんも先日の打ち合わせで空いたものだろ。

「俺、異世界は苦手なんスよ。取材した事もないし」

「ないなら、なおさらちょうどいいじゃねーか。取材行ってこいよ」

　取材──ファンタジー系の異世界の取材は面めん倒どうな手続きが多いと聞く。

　一昨年もドラゴンに喰くわれた先せん輩ぱい作家の葬そう式しきに顔を出した。あの時は先輩の遺品をめぐって銃じゆう撃げき戦せんが起きたっけ。別の先輩が言うには、ファンタジー異世界での作家の死亡率と失しつ踪そう率は特に高いらしい。

　続きを待ち望んでいるラノベの続編がいつまでも出なかったり、面白かったラノベが突とつ如じよ打ち切られる原因の半分は、それだ。
















「取材費や必要な道具はこっちで用意するぜ？」

「そうッスね……」

　そう言われて、最近の予定を考える。

　今は来週までに短編小説が一本と、月末までに長編小説が一本──あと毎週やってる雑誌のコラムが一本。うーん、短編を早めに書き上げれば、行けなくもないな。

「行くなら早めに言えよ。今、わりと混んでるんだよ」

「そうなんですか。他の作家さんも取材したがってるんですか」

「今、流行ってるって言ったろ？　異世界ものを書こうとしてる奴やつはたくさんいる。最近じゃ、ＫＡＤＯＫＡＷＡの許可なしに自力で取材に行っちまう奴もいる」

「すごいですね。作家の才能ありますよ、そいつ」

　ファンタジー系の異世界は、素人が無む闇やみに手を出したら危険なのだ。日本の法律が通用しないから、命が軽い。訓練を積んだ者が入念に準備をして行く場所──こっちの世界でも危険な国に行く時は、そうするだろう？

「で、どうする？　行くか？」

「行きます」

　実のところ、最初に話を持ちかけられた時から決めていた。

　異世界には、まだ俺が知らないものがたくさんある。その全てを取材して、次の作品に活かそうと思う。

「ちょうど俺も〝なろう〟で書こうと思ってたところなんですよ」

「だから〝カクヨム〟ってサイト作ったって言ってんだろ！　〝カクヨム〟で書けよ！」

　ナイフをテーブルに突つき立てる編集者。

　実際、ネットで有名になった小説もいくつか読んではいる。

　網もう羅らと呼べるほど詳くわしくはないが、ある種のパターンのようなものがある。

　それはファンタジー小説特有の〝お約束〟だ。

　ファンタジーに限らず、どんなジャンルでも〝お約束〟はあるものだが……。

「とりあえず、今求められてるのは〝ハーレム〟と〝無む双そう〟な。これは絶対に押さえとけ」

「ウッス。勉強しときます」

「ハーレムは大だい丈じよう夫ぶか？　異世界は文化が違うからな、全部が全部こっちと同じようにはいかねーぞ。刺さされて死ぬだけならまだマシって場合もある」

「まぁ……なんとかなると思います」

　正直、めっちゃ苦手だけどな。

　どこの世界だろうが、そう簡単にホイホイ堕おちる女なんかいねぇよ。

　ま、これも才能だけどな。俺とは違って、「ハーレム作るまでが取材旅行だ」って言い張る友人もいるし。

「あと、〝無双〟な。敵をバッタバッタと薙なぎ倒す爽そう快かい感かん。お前も実体験としてやってこいよ。冒ぼう険けん者にでもなって、適当なのブッ殺してこい」

「ファンタジー系の異世界だと、やっぱモンスターですかね」

「おう、ドラゴンは当然として、スライムとかゴブリンとか、あとサキュバスとかリリムとかのエロエロモンスターな」

「なんでアンタはそうエロ方面に持って行きたがるんだよ」

「で、いけるのか、〝無双〟？　お前、モンスターと戦える？」

「そりゃ戦えますよ」

　考えるまでもなく、即そく答とうする。




「だって俺、ラノベ作家ですよ？」

「それもそうか」








第１話　まずは目標設定から






　某月某日。

　俺は予定通りに仕事を切り上げ、取材旅行に行った。

　ＫＡＤＯＫＡＷＡのツテを頼たよりに、様々な移動手段を経由すること五時間。

　今、〝ダイアラン大陸〟にある〝クェスティア王国〟、その一番の城下町と言われている〝ハラン城下町〟、その宿屋にいる。

　発音がこれで合ってるかは定かではないが、大外れではないだろう。

　新しい地名は覚えにくいが、地図と照らし合わせれば問題ない。

　しかし──

　たった五時間で異世界に行けてしまうとは、今の交通手段はすごいな。

　沖おき縄なわよりも、いや、下手したら群馬より近いんじゃないだろうか、異世界。

　あと編集部のツテもすごいわ。

　だけど、異世界にいるという実感は、あまりない。

　宿屋の二階から見える景色は、現実の外国とあまり変わりはない。

　ガラス窓の外には、二階建ての瓦かわら葺ぶきの民家が多く見受けられる。その民家のはるか向こうに、石造りの城がある。

　このくらいの町並みなら、〝世界ふしぎ発見〟でも観られる。前に取材した事がある異能系の世界の方がディストピア感が強かった。

　異世界といっても、人間が住んでいるわけだし、生活様式はそれに近くなる。

　世界が違っても、自然と人間が過ごしやすいような町造りになるわけだ。

　だから大気も自然も衣服も、俺たちの世界と似ている。

　それなのに、俺たちの世界と決定的に違う場所。

　面白いじゃねーか。もっと早く来れば良かった。

　それに、俺たちの世界と似ているからこそ、違う部分が目立つものだ。

　窓の外から青い煙けむりが見えるけど……なんだあれ。

　何を燃やしたらあんな毒々しい色の煙が出るんだ？

　それに外を歩いてる連中の中には、鎧よろいを着た男がいる。帯たい剣けんしているぞ。

　革鎧のみすぼらしい剣けん士しもいれば、全身鎧の騎き士しっぽい人もいる。

　少し視線を動かせば、二キロほど先に城のようなものが見え、その城門の前には物々しい門番が槍やりを構えている。

　あの剣とか槍とか、実戦で使った事あるんだろうなぁ。

　何と戦ってるんだろう。モンスターか、人間か……。

　そんな事を考えていると、

「センセー！　買い物してきたヨ！」

　勢いよく客室のドアを開けて入ってきたのは、ガイドのアミューさん。

　現地で必要になりそうなものを買ってきてもらったのだ。異国、いや、異世界人の俺ではボッタくられる可能性もあるし、今の俺では想像も付かないようなアクシデントに遭そう遇ぐうする可能性もある。

　そこでガイドさんの出番だ。俺の取材をサポートしてもらうと同時に、命を守る手伝いをしてもらう。

「今日はアッツイね！」

　そう言うアミューさんは非常に薄うすい布を身につけている。

　胸部と腰よう部ぶ以外から、健康的な小麦色の肌はだがチラチラ見える。

　十代後半くらいの豊満な肉体を惜おしげもなく晒さらしているのは非常にけしからん。

「買い物ありがとうな、アミューさん」

「ううん！　これもガイドの仕事だヨ！」

　彼女、アミューさんのくせっ毛のてっぺんには、動物の耳がある。

　そういう種族なのだ。我々人間とは異なる存在。いわゆる〝獣じゆう人じん〟と呼ばれるもので、この大陸では東の方に住んでいるという。人間よりも体力や敏びん捷しよう性が高く、しかし好戦的で血の気が多いのが特とく徴ちよう──とアミューさん自身が言っていた。

　動物っぽい姿のせいか、アミューさんは少し匂におう。

　ただし動物の匂いではなく、花のように甘い良い香かおりがする。

　長時間嗅かいでいるとクラクラしそうだ。

「はい、おつりだヨ！」

　八重歯を見せて元気に笑うアミューさんは、俺にきっちりと小銭を返してくれた。

　少し驚く。

「どしたノ？」

　こういう時、大たい抵ていのガイドはいくらかチョロまかすと思っていた。まぁ完全に俺の偏へん見けんなのだが、渡わたした金を全て持ち逃にげする可能性もあると覚かく悟ごしていた。ところがアミューさんは全て返してくれた。

　それが非常に嬉うれしい事を伝えると、

「トーゼンだよ！　神サマも見てるからネ！」

　屈くつ託たくのない笑顔で答えられると、俺も笑わざるを得ない。

　どうやら彼女はとても信しん頼らいできるガイドさんのようだ。

　彼女は編集部が厳選した現地ガイドなのだが、やはり信頼できる筋から紹しよう介かいしてもらったという。

　とりわけ「可愛かわいくて巨きよ乳にゆうの女の子」を無理して選んでもらったらしい。

　そこまでしなくても、と最初は思っていた。

　しかし、うん、なんだ。

　ちょっとした事でも揺ゆれるアミューさんの胸部を眺ながめていると、選んでくれた編集さんにはグッジョブと言わざるを得ない。

「センセー、他に必要なモノはある？」

「ああ、そうだ。今、荷物のチェックをしてたんだ」

　俺は大きいリュックサックから、荷物を取り出す。

　ほとんどは着き替がえだ。防水性に優れたもの、熱を遮しや断だんするものなど、様々な状じよう況きように備えて服を用意してある。防ぼう弾だんチョッキや防ぼう刃じんベストはさすがに用意していないが。

「〝異世界〟の人って、ヘンな服だよねー」

　とはアミューさんの感想。

　異国の文化なんてそんなものだ。

　あとはサバイバル用具。これは友人の作家に勧すすめられたものを一通り詰つめてきた。中には新しすぎて使い方の分からないものもあるが、いずれ役に立つだろう。ナイフとメタルマッチと寝ね袋ぶくろだけでも有効すぎる。

　それから電話──スマートフォン。

　これはカメラ機能だったり、筆記用具だったり、実際に電話したり様々だ。さすがにGoogleMapにゃ地図は載のってないか。

　現在は……アンテナ三本立ってるな。

　中ちゆう継けい器きとかあるのか、ここ。

　そして取材をする上で一番欠かせないのが──金だ。

　とりあえず日本円で十万円分の両りよう替がえをしてきた。

　十万円分あれば、一年は遊んで暮らせるらしい。

　ただ取材の仕方によってはもっと使う事になるかもしれない。

　領収書なんて切れないよな……。

　そして最後に、俺の背中のホルスターに収まっている拳けん銃じゆう。

　グロック19という名前の本物だ。これは編集部が貸してくれた。

　こちらでの法律が通用しない異世界に行くのだから、当然ある程度の危険には遭遇する。身を守るためには必要なものだ。

　拳銃の撃うち方は覚えた。手入れの方法なども先せん輩ぱい作家に教えてもらった。

　ライトノベル作家たるもの、銃くらい撃てなければやっていけない。

　これは必要最低限のスキルだ。銃も撃てないのに、銃の描びよう写しやなどできないからだ。

　あの有名なミリタリー作品を書いている某ぼう作家などは、自ら望んで戦乱の世界へ取材旅行に赴おもむくらしい。パラレルワールドで何度も異国の侵しん略りやくから日本を防衛したそうだ。その上で女自衛官や敵国の女軍人と何人も付き合ってハーレムを築いていたというのだから、かなわない。

　それに編集との打ち合わせ等でも銃は必要だ。主に護身用である。

「よし、確認が終わったところでアミューさん。今後の予定を話したいんだけど」

「ウン！　センセーは何を取材したいノ!?」

　そう、問題はそこだ。

　ただ漫まん然ぜんと異世界を旅行するだけではダメだ。

　編集者が言っていた〝無む双そう〟と〝ハーレム〟を勉強するためには、目標を絞しぼって取材をした方がいい。風景や文化などは、歩いているうちに自然と覚えるものだ。

　異世界ならではの要素を取材したい。

　面白いものをこの目と脳に焼き付けるのが第一だ。

「アミューさん、この世界に〝勇者〟っている？」

「いるヨ！」

　あっさり答えられてしまった。

　いるのか、勇者。

　異世界の強さの象しよう徴ちようみたいなものだから、いるなら会ってみたいと思っていた。

　生い立ちから生活、それにトレーニング方法を取材できれば、今後の作品にも生かせると考えている。

　現在は「勇者と魔ま王おうもの」はそこまでウケが良くない。あまりにも数が多いので飽あきられる傾けい向こうにあるのだ。

　しかし他の作品でしか読んだ事がない伝説の存在が実際はどれくらい強いのか、この目で見てみたいじゃないか。流行に関係なく、俺が見てみたいのだ。

「取材したいんだけど、できるかな？」

「んー、できるかどうか分からないけど、会うことくらいはできるんじゃないカナ」

「そんな簡単に会えるのか」

「有名だからネ！」

　それもそうか。

　世界中から〝勇者様〟と呼ばれる人物だ。常に誰だれかが追いかけていても不思議ではない。

　現実だってアイドルのシークレットコンサートとか、どこからともなく嗅ぎつけてやってくるファンとかいるもんな。

「センセー、取材ってそれだけ？」

「いや……他にもあるけど。うーん、これはあわよくば勇者に訊きこうと思っていたんだけど、ダメだった時の事を考えて……うーん」

「ハッキリ言って！」

　肩かたを軽く叩たたかれてしまった。

　アミューさん、回りくどいの嫌きらいなんだな。

　いや、俺も回りくどいのは嫌いだ。だから素直に話そう。

「ハーレムの作り方を勉強しようと思ってな」

「ハーレム？　簡単だヨ。モテる男になればいいんだヨ」

「そんな〝レベルを上げて物理で殴なぐればいい〟みたいな単純な方法でできるなら誰も苦労はしねぇんだよ……」

　なんて残ざん酷こくな事実を突つきつけるんだ、この猫ねこ娘むすめは。

「そっかぁ……センセー、モテないのか……」

「やめてくれ、そんな憐あわれんだ目で見るな！」

「大だい丈じよう夫ぶだヨ。この世界じゃ、種族や部族によって好みとか変わるカラ」

「慰なぐさめられてる気がしないぞ！」

　それって普ふ通つうの人間相手にはどうしようもないって事じゃないのか。

　あれ、だけどアミューさんの部族の基準ではどうなんだろう……？

　まぁいいや。そんな淡あわい期待を抱いだくほど楽観的にはなれない。

「じゃあ、とりあえず〝勇者〟と〝ハーレム〟を取材するんだネ！」

「ああ。よろしく頼たのむ」

「任せテ！　私が絶対になんとかしてみせるヨ！」

　大きな胸を叩いて、自信満々に答えるアミューさん。

　叩くと揺れる胸を、俺は幸せな気持ちで見つめる。

　ああ、やっぱり彼女で良かった。本当に編集部グッジョブ。








第２話　目の前で起きた事の取材を






　とりあえず、だ。

　異世界に来たんだから、〝無双〟と〝ハーレム〟の二つは押さえておきたい。

　とはいえ、それだけじゃダメだ。

　何かそれ以外にも楽しい要素はゴロゴロ落ちているはずだ。それらを片かたっ端ぱしから拾っていきたい。

　そんな事を考えていると、ポケットの中が震ふるえた。

　慌あわててスマホを取り出すと、嫌いやな名前が見える。

「うっす、お疲つかれ様です」

『よう、そっちはどうだ？　いい取材できてっか？』

「さっき宿に着いて荷を降ろしたとこです。これから町を取材しようと思って」

『アミューさん、いいガイドさんだろ』

「そうですね、さすがＫＡＤＯＫＡＷＡの人脈ですね」

『ちげーよ、アミューさんは俺が見つけたガイドさんだ。まず俺を褒ほめろよ』

「ファンタジア文庫ってくらいだからファンタジー世界には詳くわしいんですね」

　そうだ、ちょうどいい機会だから訊いておこう。

　ファンタジーのイロハについてもう一度触ふれておくべきだ。

「アリマさん、ファンタジーって言ったら何を思い浮うかべます？」

『あぁ？　だから〝ハーレム〟と〝無双〟って言っただろ』

「いやそれ以外で。異世界に来て、まずやるべき事ってなんですかね？」

『……そうだな、異世界ファンタジーラノベだと、まず環かん境きようや文化の確認だな。言葉が通じるかどうか、こっちの世界との差異はどこか、とか──』

　それなら今調べているところだ。

　幸い、文化や風ふう俗ぞくについて目立った差異はない。取材的には面白くないかもしれないが、その差が命の危険を招く事もあるのだ。

『あとはアレだ、その世界で生き抜ぬくためのスキル』

「スキル？」

『ステータスに付ふ与よするパッシブスキルとか、魔ま法ほうとかに分類されるアクティブスキルだな。ポイントを割り振ふって強くなるわけだ』

「何それ？　俺そんなスキルなんてないぞ？」

『あぁ？　なんでだよ？　異世界に行ったらスキルポイントがもらえるんじゃねーのか!?』

「もらってねぇよ！　そんな便利なモンあったら最初から取ってるわ！」

　なんだよスキルって。

　いや概がい念ねんは分かるし最近のファンタジーラノベじゃみんな使ってるけどさ。

『まぁいいや、それも含ふくめて取材って事で。ひとつよろしく頼むわ』

　編集者との通話を終えると、俺はひとまずスキルの事は忘れて文化を楽しむ事にする。

　アミューさんの案内によると、〝ハラン城下町〟の中心には市場があり、珍めずらしい食べ物があるという。

　すでに市場から漂ただよう匂においが俺の腹を刺し激げきしている。

　グルメ漫まん画がと同様、グルメラノベも増えている昨今、異世界の食生活というのもきちんと調べておく必要があるな。ちょうど腹も減ったし。

「アミューさんは料理できるの？」

「できるヨ！　ガイドだからネ！　旅先でゴハン作る事もあるし！」

「お、それは頼もしい。いずれお願いすると思うから、よろしくな」

「まっかせて！」

　ニコニコ笑って市場を歩くアミューさん。

　見たところ、並んでいる品はそこまで珍しくない。知らない品種だらけだが、肉と魚と野菜と果実はどこの世界も同じだ。

「食べるとパワーアップする食材とかあるかな」

「栄養満点の食材ならあるけど……食べたら強くなるって、それドーピングだヨ」

「やっぱそうか」

　不正はいかんな、不正は。

　それに食べるだけで簡単に強くなるのは、ストーリー展開的に盛り上がらないだろう。もしも敵側がそれを食べたら、主人公もピンチになるだろうし、味方やモブが食べたらどうするんだ。

「無双するのにも、理由付けが必要だよなぁ、やっぱ」

「ムソーって何？」

　これは基本的な質問だ。

　そうだよな、異世界にはそういう概念なさそうだもんな。

「〝無双〟っていうのは、ゲームのタイトルからつけられた要素なんだよ。たったひとりで数百、数千の敵を叩きのめす強さを意味するんだ」

「そんな事できるノ!?　異世界の人って、すごいネー」

　あ、そうか。アミューさんから見たら、俺たちが〝異世界〟の住人なのか。

　宇宙人から見たら、俺たちが宇宙人みたいなものだ。

「センセーは〝無む双そう〟できるの？」

「うーん、俺が知ってる〝無双〟だと、ちょっと難しい芸当だな」

　そんな話をしながら、俺たちは路地を曲がり、人ひと気けのない場所まで行く。

　食堂の裏口、ちょうど盛せい況きような市場から死角になっている。

　わざわざそんな場所まで歩いていったのには、理由がある。

　先ほどから、ずっと俺たちをつけ回してる奴やつらがいたのだ。

「なんだお前ら？　わざわざやりやすくしてくれたのか？」

「へへっ、諦あきらめたのかなぁ？」

　ドスの利いた声で笑う、見るからに怪あやしい男が三人。

「おい、見ろよあの格好。あの女と似たような素材だ。同じ国の人間か？」

「金目のモン持ってるぜきっと」

　全員ツナギのような作業服を着ている。麻あさでできているせいか、ゴワゴワして硬かたそうだ。そのくらいの服しか着られないチンピラといったところか。

　一番右から黒眼鏡、ロン毛、童顔。

　凶きよう悪あくそうな面構えだが、特とく徴ちようだけ並べていくとＴＨＥ ＡＬＦＥＥみたいな連中だ。

「センセー、どうする？　殺す？」

「殺すとか言うなよ！　物ぶつ騒そうだな！」

　アミューさんに限らず、異世界ってそういうものか。

　日本が異常なだけで、殺さつ伐ばつとしているのが当然なのだ。

「とにかく簡単に殺しちゃダメだ。アミューさんせっかく可愛かわいいんだから」

　俺はアミューさんの髪かみを撫なでる。

　すると彼女は驚おどろいた後、少し顔を赤らめて困こん惑わくした。

「か、可愛い……？　なんで可愛いと殺しちゃダメなノ？」

「可愛い女の子に血ち腥なまぐさいマネさせると、読者が嫌がるんだ。だから、そういうのは男に任せとけ。な？」

「ンー？　なんだかよく分からないヨ……？」

　腕うでを組んで首をかしげているアミューさん。

　彼女の表情はコロコロ変わって楽しいなぁ。ずっと見ていたくなる。

「おいテメェ！　無視してんじゃ──」

　そんな俺の背後から近づくロン毛。

「じゃかぁしぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　俺はロン毛の顔面に渾こん身しんのストレートを叩たたき込む。

「ぶぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　吹ふき飛んで転がって壁かべにぶちあたるロン毛。

　皮ひ膚ふと服のあちこちが破けているが、そんなもの知った事か。

「男が可愛いものを見ている時に邪じや魔まをするんじゃねぇ！」

「え……えぇ!?」

　動どう揺ようする残りの二人。

　俺の魂たましいの言葉も伝わらないとは、なんという野や蛮ばんな人間たちだ。

「何わけの分からねぇ事言ってんだテメェ！」

「わけが分からねーのはテメェらの方だボケェ！」

「え、ええっ……!?」

「お前ら全員、センスがねぇ！　三人で裏路地に誘さそい込んで脅おどすだと……？　そんな前時代的なチンピラ、俺たちの世界でも珍しいくらいだ……！　それで作家の脳みそが刺激されると思ってんのか!?　もっとエキセントリックになって出直してこいっ！」

　作家の怒いかりを込めたパンチを、黒眼鏡の顔面に叩きつける。

　ロン毛と同じようにひっくり返って壁に激げき突とつする黒眼鏡。

「おおー！　センセー強いネ！　これが無双って言うんだネ！」

「これは無双ってほどでもない。本当はもっと大人数を相手にするモンだ」

　後ろで拍はく手しゆするアミューさんに微笑ほほえみかける。

　この程度のチンピラ、殺すまでもない。

「ひ……ひいっ！　なんだコイツ!?　なんでこんなに強いんだ!?」

「当然だろう。作家は生き残るのに必死なんだよ。ナイフが怖こわくて編集と打ち合わせができるかっての」

　俺は童顔のそばにしゃがみ込み、ポケットを漁あさる。

　サイフの中にはクェスティア王国の紙し幣へい、それと名めい刺しらしき紙がいくつか。

　それからナイフに櫛くし、家の鍵かぎしかない。

「チッ、しけてやがる」

「す、すいません！　金持ってなくて！」

「俺が欲しいのは金じゃねぇ、ネタだ。もっといいネタ持ってねーのか」

　反対側のポケットに、薬の包みが。

「おい、この薬はなんだ？」

「それは花か粉ふん症しようの薬で……あっ、麻ま薬やくが欲しければアジトにありますぜ！」

「麻薬なんかにゃ興味はねーんだよ！　もっと竜りゆうの骨を砕くだいた奴とか、錬れん金きん術じゆつで作った不老不死の薬とかねーのかよ！」

「そ、そうだ、それでしたら！　いいのがありますぜ！　奴ど隷れいです！　さっき生きのいい奴隷が手に入ったんですよ！」

「奴隷……？」

　そう言えばコイツ、『あの女と似た格好』とか言ってたな。

「その奴隷はどこにいる」

「は、はいっ！　そこの倉庫に──」

　童顔のチンピラが指し示すのは、小さな民家。あれが倉庫か。

　耳を澄すませてみると、何かが聞こえる。

　──誰だれかが唸うなっている。子供、いや、少女の声。

「カギはかかって……ないのか」

　すぐその倉庫の扉とびらを開けると、縛しばられている女の子がいた。

「んーっ！　んーっ」

　奴隷というものだから、てっきりみすぼらしい服を着た汚きたない人間を想像していた。

　しかし彼らは「さっき手に入った」と言っていた。

　パーカーの中に……学校の制服を着ている？　学校帰りか？

　黒くろ髪かみにアジア人特有の彫ほりの浅い顔。

　……もしかして、日本人か？

「おい、しっかりしろ！　もう大だい丈じよう夫ぶだ！」

「…………！」

　俺はその女の子のロープと猿さる轡ぐつわを解ほどく。

　全ての拘こう束そくを外すと、少女は弾はじかれたように跳とび上がり、俺から距きよ離りを取る。

　あーあ、猫ねこみたいに警けい戒かいしちゃってるよ。仕方ないか。

「お前、日本人だろ？　俺もだよ」

「日本人……アンタ？」

「そうだよ。怪しいモンじゃない。どこにでもいるただのラノベ作家だ」

「本当に……？」

　俺は敵じゃない事を示すために、ポケットからスマホを取り出す。

　俺たちの世界の道具を見せれば信用してもらえると思ったのだ。

「あ……あ、あたし……」

　彼女はこちらに手を伸ばしたかと思うと、俺に抱だきついてきた。緊きん張ちようの糸が切れたのだろう、全身がガクガク震ふるえている。

「こ、怖かったよぉ……！」

「もう大丈夫だ。たまたま俺たちが気づいて良かったよ」

　本当にそう思う。もしもあのチンピラたちが俺たちに絡からまなければ、この子はどこかの変態に売られていただろう。こればかりは偶ぐう然ぜんが呼び込んだものだ。

　まぁ、ラッキーだったのは俺じゃなくて彼女なんだけどな。

「アミューさん、この世界にも警察組織ってあるよな？　悪い奴を取り締しまる機関」

「クェスティアでは騎き士し団の管かん轄かつだネ」

「じゃあ、後は騎士団に任せよう。ついでに騎士の取材もしようぜ」

　アミューさんに通報を頼たのんでいる間、俺は泣いている女の子と倒たおれているチンピラたちの面めん倒どうを見るハメになったのだった。








第３話　旅は道連れ






　アミューさんに調べさせて、彼女に外傷がない事を確認する。

　ずっと監かん禁きんされて疲つかれているだろうという事で、まずは腹ごしらえする事になった。

　案内された市場で、アミューさんのおすすめ食品を買い込んで、近くのテーブルに並べる。周囲には異世界人だらけだが、俺たちが目立つ事もなかった。

　むしろ騎士団に目を付けられたのがマズかった。取材のために色々と質問をしていたらブチキレられてしまったのだ。俺はただ純じゆん粋すいに取材をしたかっただけなのに。

「つーわけで、一名そっちに送り返します」

『おう、そんじゃ迎むかえのモン寄よ越こすからよ。引き渡わたしは例のゲートの場所でな』

　ケータイで編集部に連れん絡らくを取り、日本人の女の子が異世界に来ていた事を報告する。

　最近はそういう事件が増えているものの、異世界トリップは遥か昔から存在する。だから対処も慣れたものである。

『しかし人身売買ねぇ。俺の周りじゃよく聞く話だけど』

「ああ、ＫＡＤＯＫＡＷＡってそういう闇やみの仕事もやってるんですか。薄うす々うすそうじゃないかと思ってたんですけど」

『違ちげぇよ！　ファンタジーものの小説じゃよくある話って意味だよバカ野や郎ろう！』

「へー」

『人身売買されるほど稀き少しような種族、その特とく殊しゆな能力が時には主人公を助け、時にはトラブルを呼び、時にはエロシーンを生むってわけだ』

「エロシーンねぇ……」

　俺は横目で女の子を見る。

　アミューさんに慰なぐさめられている彼女は、至って普ふ通つうの女の子だ。さっぱりした顔立ちは可愛いが、エロシーンを書いて男性読者が喜ぶほどの体型ではない。

　そもそも彼女は稀少な種族でもなければ、特殊能力を持っているわけでもない。

　俺と同じ、ただの人間だ。

「あ、センセー、アリマとお話終わったノ？」

「ああ、じきに編集部から迎えが来るってさ」

「だって！　良かったネ！」

「……うん」

　俺もアミューさんも明るく言うのだが、肝かん心じんの女の子がつまらなそうにしている。

　何か気に障るような事をしたかな。

「まぁ、とりあえず食えよ。うまいぞ」

「……食ってるよ。うまいよ」

　鶏とり肉にくのような味がする、何かの肉を頰ほお張ばる女の子。やはり腹が減っていたらしく、その食べっぷりは見ていて清々しい。

　俺も炭酸のような刺し激げきがある青いドリンクを飲む。ブルーハワイのシロップに炭酸を入れたような味だ。少し甘ったるいが、疲れた身体からだに染みこんでいくのを感じる。

「ありがとね、助けてくれて」

　下を向きながら、彼女はそう呟つぶやく。

「あたし、拉ら致ちなんて初めてだったから、まだ混乱してるみたい。すっごく怖かった」

「誰だってそうだよ。仕方ないって」

「にしてはおっさん、慣れてるね」

「誰がおっさんだコラ」

　これでもまだ若いんだぞ。

　昔ほど傷の治りが早くなかったり、肩かたこりや腰よう痛つうが増えた気がするけど、まだ若いって言いたいんだよ。

「そういうお前こそ、ＪＣのくせに異世界なんぞ来やがって」

「中学生じゃないよ。これでも十六だよ。高校生だよ」

「てことはＪＫかよ。合法ロリだな」

「悪かったな童顔で。たまに小学生にも間ま違ちがわれるよ。あとＪＫでも違い法ほうだよ」

「うーん、若く見られるのが嫌いやってところが、若い証しよう拠こだよな」

　俺なんか高校生に間違われたら、その人に一生ついていくぞ。

　そう考えるあたり、おっさんなのかなぁ……。

「で、ＪＫはなんでここに来たんだ？　迷ったのか？」

「友達に……頼んで」

「てことは自分から来たのかよ」

　ＫＡＤＯＫＡＷＡのツテ以外でここに来たって事は、友人に能力者がいたのか。その友人もとんでもない事をしてくれたものだ。

　そして、それに乗ってホイホイ異世界に来るこのＪＫもバカだ。

　俺が偶然見つけなかったら、今ごろ奴隷にされてたんだぞ。

　そうまでして異世界に来たがる理由なんてあるのか？

「お前、一歩間違えたら死んでたんだぞ？　よく考えて行動しろよ！」

「考えたよ！　考えて、これしかなかったんだよ！」

「考えたってお前、何しに異世界に来たんだよ？」

「……ラノベが、書きたくて」

　ＪＫは恥はずかしそうに俯うつむく。

「前に新人賞に応募した時、二次選考まで行ったんだけど、評価シートに『魔ま法ほうの理論が甘い』って書かれてたの。だから本格的に魔法の勉強がしたくて」

「……なるほどな、取材ってわけか」

　それなら仕方がない。

　書物やネットでいくらでも資料が手に入るこの時代。

　だけどそれだけじゃ足りないんだ。

　リアリティのある作品を書くために、自分の目で一度見たいと思うよな。

「……生意気言ってごめん。でもあたし、どうしても知りたくなって」

「そういう事情なら、話は別だ。俺もラノベ作家のはしくれだ、気持ちは分かる。好こう奇き心しんは誰にも止められないよな」

「そうだ、あんたラノベ作家なんだよね？　なんてペンネームなの？」

「ああ、初めまして、ワタクシこういう者です」

　俺が名めい刺しを渡すと、ＪＫは目を丸くする。

　そして視線を逸そらして、真しん剣けんに考える。

「……ネットで、名前は、見た事がある……かな」

「……いいんだ、その程度の知名度ってのは理解してる」

「……ごめんね」

　チクショー！

　いつか俺も名乗っただけでキャーキャー言われるような作家になってやる！

　そのために異世界まで取材に来たんだからな！

「アミューさん」

「んー？」

　俺たちの会話をよそに、丼どんぶりに入った麵めんをずるずる啜すすっているアミューさん。

「あのさ、〝無む双そう〟と〝ハーレム〟の他に、〝魔法〟の取材もしたくなったんだけど」

「いいヨ！」

「あっさりＯＫしてくれるのな」

「んーとネ、センセー、勇者を取材したいって言ってたよネ？　勇者も、その仲間も魔法が使えるヨ？」

「あ、そうか。勇者が魔法使ってるところを見せてもらえばいいのか」

　それなら自分で学ぶ以上にド迫はく力りよくの魔法シーンが見られる。

　実戦での使い方を見れば、描びよう写しやもしやすいだろう。

「ねぇ、えっと、それって……」

　もじもじしながらこちらを見るＪＫ。

「どうだＪＫ？　一いつ緒しよに来るか？」

「……いいの？」

「だってラノベ書きたいんだろ？」

「……うん」

　静かに、だが強く頷うなずくＪＫ。

「あ、あのっ……えっと、あたし、その……」

　彼女は顔を真っ赤にしながら、泣きそうな顔で言葉を探す。ただ嬉うれしいという感情以外にも、遠えん慮りよやら罪悪感やら、他にも様々な感情が顔に出ているのが分かる。

　やがてＪＫは潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見ると、

「えへへっ……ありがと」

　そう言って笑った。
















「じゃあさ、さっそく取材していい？　この料理！」

「おっ、そうだな。食え食え。珍めずらしいモンがいっぱいだ」

「食べヨ！　お金はセンセー持ちだよ！」

「いただきまーす！」

　両手を合わせて、ＪＫは嬉しそうに食事を再開する。

　さっきと違ちがって、生き生きとした表情になっている。拉致の恐きよう怖ふもいつの間にかどこかへ消え去ったようだ。

　俺も並んだ料理を片かたっ端ぱしから食べてみるが、どれも美味うまい。肉も魚もこっちの世界とそれほど変わらない。ただ、香こう辛しん料りようが違うのか、少し独特の臭くさみがある。

「アミューさん、この世界でも小麦ってあるのか？」

「あるヨ。そっちの世界と共通する穀物や野菜は多いヨ！」

「やっぱり、そういうもんか」

　違う世界なのに、同じ穀物が生まれるのには理由がある。

　特殊な人間が世界を移動できるように、植物もまた移動するのだ。

　昔から〝神かみ隠かくし〟のように異世界へ飛ばされる人は少なからずいる。その時、衣服に付着した種だったり、連れて歩いていた家か畜ちくだったりが同時に飛ばされるケースがある。

　逆に異世界から飛ばされてきたものもあるという。

　昆こん虫ちゆうなんかは、大昔に異世界からやってきた種族という説もあるくらいだ。

「虫の姿も、あまり変わらないんだな」

「そうだね。でも、大きさが違うよ。グロい」

　ＪＫが見ているのは、屋台に並んでいる虫の姿焼き。

　カブトムシを大きくしたような感じで、あれを買って食べている人もいる。

　うん、俺もグロいと思う。

「でも、おいしーヨ？　ジュースとか」

「え？　アミューさん、虫の話してるのに、なんでジュース？」

　アミューさんが見ているのは、ちょうど俺とＪＫが飲んでいる炭酸水。

　ブルーハワイのようで美味いと思っていたが──

「そのジュース、あの虫の体液だヨ？」

「ブフォッ！」

　二人同時に吹ふき出してしまった。

　真っ青な液体がテーブルにかかり、不気味な食しよく卓たくに早変わりする。

　この世界の虫、なんでこんなにジューシィなんだよ！

「残り……あげるよ」

　困こん惑わくする俺の前に、ＪＫがコップを差し出す。

「いやお前も全部飲めよ！　取材だぞこれも！」

「いやいや、あたしもう充じゆう分ぶん取材したから。それにＪＫの間接キッスだよ？」

「虫で間接キッスとかしたくねぇよ！」

　いや待て、だがＪＫの間接キッスだぞ？

　それに比べたら虫くらい……いや、しかし……。

「飲まないノ？　ならもらうヨ！」

　などと考えている間に、アミューさんがジュースを奪うばって飲んでしまった。

　異世界にも〝ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ〟の精神があって、本当に良かったと思う。








第４話　ようやく踏ふみ出す第一歩






　当面の目標が決まったところで、さっそく現地へ移動する事にした。

　編集から出されたオーダーである〝無双〟と〝ハーレム〟、そしてＪＫの望みである〝魔法〟を取材するのに最適な〝勇者〟という存在がいる。

〝魔法〟とか身体からだを動かすものは、実際に自分の手でやってみた方が経験値は溜たまる。

　しかし〝無双〟や〝ハーレム〟なんてしちめんどくさいものは、実際にそれをやっている奴やつを取材した方が手っ取り早いじゃないか。

「アミューさん、〝勇者〟がいるって事は、〝魔ま王おう〟もいるわけ？」

「いるヨ！」

　町の門を抜ぬけ、広い街道を歩きながら俺たちは西を目指す。

　なぜ西なのかというと、単純にこちらの方が広かったからだ。

「西の大陸を支配しててね、こっちの大陸まで魔ま物ものを飛ばしてるノ」

「なんでまたそんな事？　戦争して土地が欲しいのか？」

「分からないヨ。取材してみれば？」

「それもアリだな。勇者の次は魔王にインタビューしてみるか」

　ゲームやアニメや小説の魔王という存在は、作品ごとに世界を滅ほろぼす理由が異なる。

　さて、この世界の魔王は何を考えているのやら。

　そもそも話が通じる相手だといいのだけれど。

「せんせー、これから何を取材するの？」

　ＪＫもメモを片手に質問する。

　彼女は勉強熱心で、目に見える風景をスマホのカメラに収めたり、現実と違う文化を見つけたらすぐにメモを取っている。

　俺も珍しい事こと柄がらはメモくらいするが、ＪＫほど一いつ生しよう懸けん命めいじゃない。

　俺の情熱が涸かれたのではなく、彼女の情熱が人一倍あるのだ。

　彼女にとっては取材旅行でもあるが、一度死にかけた異世界なのだ。慣れていない世界では、目に映るもの全てが輝かがやいて見えるのだろう。

　俺にもそんな時期があったなぁ……。

　いや、過去を懐なつかしむほど老けてないけどな。ホントだぞ。

「景色は充分に見たからな、次は生物を調べてみようぜ。動物や植物にアイデアのヒントがあるかもしれねぇ」

「パッと見、あたしたちの世界と変わんないけどね。やっぱり魔物とかいるのかな？」

「いるヨ！」

　即そく答とうするアミューさん。

「ダイアラン大陸の魔物はどれもおっかないカラ、二人とも気をつけてネ。襲おそわれたら私ひとりじゃ守れないカモ」

「アミューさんでもそう思えるほど強いのか……」

　さっきのチンピラなら三人まとめて殺せそうなほど強いアミューさん。そんな彼女が躊ちゆう躇ちよするレベルの魔物がゴロゴロいるって事か。

　だんだんファンタジーっぽくなってきたじゃねーか。

「せんせーも強かったじゃん。それでも魔物は倒たおせない？」

「あのなＪＫ、〝せんせー〟はやめろ。俺はお前の先生じゃねーんだ」

「でも作家って〝先生〟って呼ばれるんでしょ？　作家先生様なんでしょ？」

「デビュー以来、ＫＡＤＯＫＡＷＡでそう呼ばれた事は一度たりともねーな。俺の担当は〝おい〟とか〝お前〟とか呼ぶ時もあるしな」

「なんか熟年夫婦みたいで、それはそれでいいな……」

　そう呟つぶやいたＪＫ、ふと気づいてアミューさんを見る。

「そうだよ、アミューさんだって〝センセー〟って呼んでるじゃん！」

「トーゼンだヨ！　お客さんはそう呼べって、ガイド組合で決まってるんだヨ！　ショーセツカもマンガカもイラストレーターも、全部〝センセー〟だヨ！」

「ああ、スナックの〝シャチョサン〟みたいな……」

　変な納得の仕方をするＪＫ。

　個人的にはどう呼んでくれても構わない。〝先生〟という呼こ称しようだって、中国語じゃ誰だれにでも使える〝～さん〟と同義語だ。

「あっ、これ見てよせんせー！　地球にはない草だ！」

　そんな話をしつつ、結局呼び方は変えないＪＫ。

　彼女が熱心にスマホで撮さつ影えいしているのは、真っ青な果実がなっている草。

　魚ぎよ介かい類るいを思わせるぬめりとテカリが印象的な草で、道ばたに並んで生えている。

「アミューさん、あの果実は食べられるのか？」

「食べられない事はないけど……魔物のエサになる事がほとんどダヨ」

「へー、草食動物の魔物もいるのか」

　魔物にも生態系があるのか。

　詳くわしく調べてみたい気もするが、今は複雑な生態系よりも単純な第一印象だ。

　まずはこの目で見て、身体で感じないと取材にならない。

　などと考えている俺の視界の隅すみで、何かが動いた。

　敵か？　それとも編集者か？

　それは街道の端はし、道ばたにぽつんと佇たたずんでいた。

　緑色をしたゲル状の生き物。

　大きさは──幅はばも高さも一メートルくらいか。

　ちょうど人をダメにするクッションのデカい奴と同じくらいだ。

「あ、スライム」

　ＪＫでも知っているくらいポピュラーな魔物。

　およそほとんどのファンタジー世界では最弱と呼ばれるモンスター。中には最弱ではない世界もあるのだが……。

「アミューさん、あれは危険か？」

「危険だヨ」

　即答された。

「スライムは雑食だヨ。食べる草がない時ハ、動物を殺して身体の中で消化するヨ。旅の途と中ちゆうで倒れた人間も食べるヨ」

「カラスみたいだな……倒せるかどうか」

「倒さなくても、近づかなければ大だい丈じよう夫ぶだヨ」

「いーや、俺は戦ってみるぞ」

　俺は拳こぶしを握にぎってスライムの前に立つ。

　近づくにつれ、予想外の大きさに少しだけたじろぐ。

　一立方メートルほどの、ぷるぷると震ふるえているゲル状の物体。

　けっこう迫はく力りよくあるぜ。

　だが、いくら魔物といっても最弱だ。最悪でも死にはしないだろう。

　それにいざとなったら銃じゆうがある。撃うち方は先せん輩ぱいに教わった。

　さあ、どっからでも──

「オゴッ！」

　とか言ってる間に、鳩尾みぞおちに重い衝しよう撃げきが来た。

「お、おおおおおぉぉぉぉ……！」

　ヘビー級ボクサーのパンチを鳩尾に食らったような衝撃。

　スライムって低空タックルしてくるのかよ……！

　なんだろう、ガッチガチのゴムの塊かたまりを至近距きよ離りで投げつけられたような痛み。

　これがスライムの一いち撃げき……！

　肺の空気が全部抜かれて、意識が飛びそうになる。

　いかん、やばいぞこれ。

　スライムに殺されるかもしれない。

　さっきの一撃、鳩尾じゃなくて金的だったら一個か二個くらい潰つぶれてたぞ。

　よく考えてみたら、アミューさん言ってたじゃねーか。スライムは他の動物を食う事もあるって。つまりそこらへんの野生動物より強いんだよ。

　だからこそ〝魔物〟とか〝モンスター〟って呼ばれてるんじゃねーか。

　無害だったらそんな風に呼ばれるはずがないんだよ。

「せ、せんせー!?」

「センセー大丈夫!?」

　背後から聞こえる黄色い声せい援えん。

　本当に無様な話だが、ここで気絶したら彼女たちが危険だ。

　それに俺から売ったケンカは、俺自身がカタをつけなければ。

「大丈夫！　楽勝だ！　うおりゃあああああああっ！」

　ゆっくりとこちらに近づいてくるスライムめがけて、俺は渾こん身しんのパンチを繰くり出す。

　痛い！

　やっぱり硬かたいゴムを殴なぐったような痛みだ。

　だが、殴って殺せない生物なんていない。

「こ、この野や郎ろう……！　スライムごときに……俺が……負けて……！」

　異世界ものでは個人のステータスが表示されるものだが、俺にはそんなものない。

　仮にＨＰが最大で10だったとしても、６～７発殴られれば死ぬ計算になる。

　うん、すごく分かる。

　あのヘビー級の体当たりは、数回喰らったら死ぬわ。

「てことは俺も数回殴ればコイツを殺せるってわけだ……！」

〝血が出るなら殺せる〟という名言がある。

　幸い、動物の形をしていないので良心の呵か責しやくはまったく起きない。

　あとはどちらかが倒れるまで殴り合うのみ！

「うおおおおおおおおおっ！　俺の知識の糧かてになりやがれっ！」

　それから小一時間ほどスライムと殴り合いを続け、ようやく俺は勝利した。

　どうやらスライムにも見えない内臓のようなものがあるらしく、最終的にそれらをぶちまけて絶命した。ナマコのような生物なのだろう。
















「セ、センセー！　全然大丈夫じゃないヨ！」

　道の端はしで座って見ていたアミューさんとＪＫ。

　彼女やＪＫだけでなく、通りすがりの馬車のおっちゃんにも応おう援えんされてしまった。

　端はたから見たら、俺は道ばたで生き物と戦う変な男にしか見られないのだろう。

「こ、これで、モンスターの生態が少し分かったぞ……！」

　大いなる一歩じゃないか。

　少なくとも今日、スライムの事が分かった。

　こんなん一いつ般ぱん人が倒せるわけがない。

　ましてやこういった生物相手に〝無む双そう〟できる勇者って、どれだけ強いんだ。








第５話　二歩目は慎しん重ちように






　俺がバカだった。

　モンスターという存在は人類を脅おびやかすものなのだ。

　そんな相手に〝無双〟できる存在がいたら、そりゃチヤホヤされるわ。

　誰でも倒せるような生き物を何なん匹びき倒しても、誰も驚おどろかないわな。

「実際に戦ってみてわかった。やっぱ勇者ってすげーわ。あんなスライムよりもっと強いモンスターを何千匹も相手にできるんだから」

　ガタガタと揺ゆれる馬車の荷台。

　俺たちは改めて勇者に会いに行くべく、乗合馬車を使って移動する事にした。

　このバスとタクシーを合わせたような乗り物は、金さえ払はらえば一定の区間を進んでくれるという。

「ていうかせんせー、最後まで素手でスライムと戦ってたよね。ラノベやゲームでも言われてるじゃん。『武器や防具は装備しないと意味ない』って。せんせー銃持ってるんでしょ？　撃っちゃえば良かったのに」

「そうは言うがなＪＫ、最初から武器使って戦ったらスライムの本当の強さが分からないだろ。調味料をつける前に、まずは素材本来の味を確認するもんだ」

「それで死にかけたら本ほん末まつ転てん倒とうだよ……」

　呆あきれた顔のＪＫ。

　彼女の意見は半分正しい。実際、死にかけた。

　今でも腹にスライムのタックルの痕あとが残っている。あんなパンチ、そのへんのボクサーでも打てっこない。

「だから言ったんだヨ！」

　呆れるＪＫとは対照的に、アミューさんはぷりぷりと怒おこっている。

　乗合馬車に乗る直前まで、俺はアミューさんの説教を正座しながら聞かされていた。

　こんなに激げき怒どした彼女は初めてで、その理由もよく分かっているから反論せずにおとなしく叱しかられていたのである。

「作家のセンセーはみんなそうやって危ないことするんだカラ！　なんで危ない方にわざわざ行くノ!?　死にたいノ!?　大丈夫じゃないなら大丈夫って言わないデ！」

「はい、すいません」

　怒られながら、俺はアミューさんの治ち療りようを受けている。

　傷薬を頰ほおに塗ぬってくれるアミューさんの顔は、怒りながらも悲しそうだった。

　そんなアミューさんにかける言葉を探していると、いきなり抱だきしめられた。

「センセーは面白い人だカラ、死ぬところなんて見たくないよ……」

　優しく頭を撫なでてくれるアミューさん。

　彼女の大きな胸の谷間に視線が行きそうになるが、それよりも俺は見えない彼女の表情が気になっていた。

　ガイドなのに、こんなに心配してくれる人は初めてだ。

　もっとドライな人だと思っていたが──

「ごめんなアミューさん」

「分かればいいヨ。これからは危ない事する時は、私に言ってネ」

「ああ、何かあったらアミューさんに協力してもらう。頼たよりにしてる」

「うん！」

　アミューさんは俺の手を握り、ニッコリと微笑ほほえむ。

　その屈くつ託たくのない笑顔にほだされて、なぜか目を逸そらしてしまった。

「…………」

　そしてなぜか後ろからＪＫに蹴けられた。

「いてっ！　なんだよオイ!?」

「べつにー」

　何かＪＫを怒らせる真似まねをしただろうか……？

　最近の若者の感情の変化はラノベよりも描びよう写しやしにくい。

「あの、アミューさん。勇者がいる所って、どれくらいかかるんですか？」

　電子書しよ籍せきのラノベを読みつつ、ＪＫが尋たずねる。

「勇者ファンクラブの会報だと、〝アシェラード〟って町に寄るみたいだヨ。ここから三日ほどかかる町だネ」

「あれ、でも勇者って大陸の西の方で戦ってるって」

「勇者は魔ま法ほうで世界中飛び回れるからネ！　アシェラードの町で開かれるパーティに出席するんだっテ！　チャンスだヨ！」

「じゃあ、ラッキーじゃないですか！」

　むしろ勇者のスケジュールを知っているファンクラブの方がすごいぞ。

　現実のアイドルファンもそうだけど、どっから情報手に入れてるんだ。

「ね、せんせー！　勇者に会ったら何訊きけばいいかな？」

「んー、そうだなー」

　昨日誘ゆう拐かいされていたというのに、ＪＫの頭はすっかり取材モードになっている。

　彼女の順応力は非常に高い。

　生意気な口はそのままだが、少なくともこの世界を楽しむ余よ裕ゆうが生まれている。ラノベ作家になるなら、一番必要な資質だ。

「俺は月並みだけど強さの秘ひ訣けつ、それから周りの人間の評判だな」

「周りの人間？」

「勇者もひとりじゃないだろ？　仲間だったりパトロンだったり……そういう人に勇者の評判を訊きたい。本人の言葉と合わせて参考にしたいんだ」

「あー、そうだよね。俺ツエー系のラノベって、主人公より周りのキャラのリアクションの方が大事だもんね」

「それもあるけど、やっぱり本人の意見だけだと、話盛られる可能性があるしな」

　まさか勇者と呼ばれる人物がそんな事はしないだろうが、世間的に持て囃はやされている人物に話を聞く時は、用心しているのだ。

「あんたがた、勇者様に会いに行こうとしてるのかい？」

　俺たちの話を聞いていた、乗合馬車の乗客の老人が声をかける。

「難しいぞ。やめといた方がいい」

「何が難しいんです？」

「そりゃ会うこと自体が難しいんだよ。勇者様なんて世界的に有名なお方に会おうとしてる人なんて、ごまんといるぞ」

　そりゃそうだよな。こっちの世界じゃ勇者なんて誰だれでも知ってるよな。

　アメリカ大統領が来日するからって、ホイホイ会えるわけないもんな。取材なんて簡単にさせてくれるわけない、か。

「アポとか取れないですかね？」

「そりゃあんたがそれなりの地位の人間ならできるかもしれないがのぅ」

　残念だが俺はただのラノベ作家だ。

　こっちの世界はおろか、現実世界だって知名度が高いわけじゃない。

「どーするのせんせー、諦あきらめる？」

「んなわけないだろ」

　じいさんに言われたくらいで取材を諦めるくらいなら、はなから異世界なんかに来ていない。知りたい事があればどんな手段を使ってでも知るのが、取材というものだ。

　それにアミューさんや老人の話が本当なら、そのアシェラードという町は現在大変な騒さわぎになっているはずだ。ジャニーズアイドルが田舎町に来るなんて情報が事前に流れたらどうなるか、誰でも想像がつくだろう。

「ところでＪＫ、お前好きな芸能人っているのか？」

「藤ふじ岡おか弘ひろし、かなぁ……」

「渋しぶいな……今時のＪＫってみんなそうなの……？」

「友達に言うと驚かれるんだよね。藤岡さんだってイケメンだって力説するけど、みんな複雑な顔すんだよねー……」

　確かにあの人をブサイクだと思う人は少ないだろうが、今時のイケメンとはまた違ちがうんじゃないだろうか。

　そんな会話を続けながら、乗合馬車に揺られていると──

「ん……？」

　なんだろう、急に眠ねむくなった。

　隣となりを見ると、ＪＫはすでに寝ね息いきを立てている。

　アミューさんもあくびをしているが、老夫婦は平気なようだ。

「まだ明るいよな……？」

　幌ほろから顔を出して外を見るが、快晴だ。むしろいい陽気すぎて眠くなるほど。

　だが、昨日の夜は充じゆう分ぶんに休息をとった。まだ寝ねる時間じゃない。

「おやおや、どうなされましたか？」

　差し伸のべられる老人の手。

「いや、なんだか急に眠くなって……」

「そうですか。馬車が次の町に着くには、まだ時間がかかります。どうぞ横になってはいかがですかな？」

「ええ、そうですね……」

「さぁさぁ、どうぞどうぞ」

　親切に俺の身体からだを抱だき止め、寝かせようとしてくれる老人。妻であろう老ろう婆ばもそれを手伝ってくれる。なんていい老夫婦なんだ。

　──胡う散さん臭くさすぎるんだよ。

　しかし薬を嗅かがされた形けい跡せきはない。老人たちから変な食べ物をもらった覚えもない。

　だというのに、眠ねむ気けに逆らおうとしようものなら頭をハンマーで叩たたかれたような痛みが走る。身体はすでに感覚がなくなりかけているほどだるい。

　眠い事は眠いが、理由が分からないのは妙みようだ。

　そう考えて目を閉じていると、老婆が呟つぶやくのだった。

「そろそろ魔法が効いてきた頃ころかねぇ」

「うむ。異国の人から盗ぬすむのは気が引けるが、命令には従わないと」

　その言葉を聞いて、俺の目がバッチリと開いた。

「魔法!?」

「今、魔法って言った!?」

　俺とＪＫはガバッと起き上がり、老夫婦に詰つめ寄った。

　魔法！　なんて素敵な響ひびきだ！

「ばあちゃん、今のどうやったんだ!?　俺でも使えるのか!?」

「おじいちゃんも魔法使えるの!?　ねぇ、簡単なのでいいからもう一回やってみて！」

「ひぃぃぃ！　な、なんで魔法が効かないの!?」

「し、知らない！　ワシらは何も知らない！」

「いや、今ばあちゃん魔法って言ったろ!?」

　俺たちが騒いでいるのを聞きつけたのか、急に馬車が停まる。

「おい！　何やってる!?　しくじったのか!?」

　叫さけぶ御ぎよ者しやと、それとは別の足音。

　おそらく付近で待ち伏ぶせていたのだろう、複数の人間が幌の中を覗のぞき込む。

「おいジジイども！　てめぇしくじったな!?」

「まぁ世の中には効きにくい人間もいるみてーだが……ま、運が悪かったな」

　状じよう況きようが摑つかめてきたぞ。

「つまりアレか、魔法で眠らせて金品を盗もうっていう犯罪か！」

「なるほど、ある意味平和的な強ごう盗とうだよね」

　俺もＪＫも手を叩いて頷うなずく。

「あ、あんたら！　逃にげなさい！」

　老人が促うながすが、もう遅おそい。とっくに取り囲まれている。

　それに、だ。

　さっきから俺たちを見ている連中の中に、ひとりだけ目立つ奴やつがいる。

「ねぇ、せんせー。あそこにいるフード被かぶって杖つえ持ってる奴……」

「ああ、あれ、魔法使いだよな」

　俺とＪＫは顔を見合わせて、ニヤリと笑った。

　ちなみにアミューさんはこの騒ぎでも目覚めず、眠りこけていた。








第６話　銃じゆうと魔ま法ほうの世界






「う、うわああああ！　こいつ、魔法使えるじゃねぇか！」

「気をつけろ！　見えない矢だ！」

　血を流して倒れ伏す男を見下ろす俺。

　老夫婦やＪＫを傷つけずに相手の戦意を喪そう失しつさせるには、これしかなかった。

　──硝しよう煙えんを上げる銃。

　撃うち方は先せん輩ぱいに教わった。銃を持つ少女が世界を旅するラノベを書く先輩だ。

　弾だん丸がんは肩かたの骨を貫かん通つうしている。

　狙ねらった所に当たってくれて良かった。死にゃしないはずだ。骨や神経の損傷については、知ったこっちゃないけどな。

「て、てめぇ！」

　あとはいつも通りだ。刃は物ものを持って向かってくる男を叩きのめし、ついでに盾たてにする。ローブを着た男まで走り、何かアクションを起こされる前に素手で昏こん倒とうさせる。

「ちょっとせんせー！　魔法使うところ見せてよ！」

「無茶言うなよお前！　即そく死し技だったらどうすんだ！」

　幌の中からヤジを飛ばすＪＫに怒ど鳴なり返す。

　敵の出方が分からない以上、ビビってる間に全ぜん滅めつさせるのが一番効率がいいんだよ。

「さーて、と。残りは何人だ？」

　ローブの男が持っていた杖を奪うばう。お、これ樫かしの杖だ。ファンタジーものだと魔法の杖に使われてるけど、殴なぐってもめちゃくちゃ痛いんだこれ。

　これなら銃を使わずとも、安全に叩きのめせる。

「う、うわあああああっ！　なんだコイツ！」

「勇者みてーに強いぞ！　逃げろっ！」

　そう思ってにこやかな表情をした瞬しゆん間かん、俺を取り囲んでいた連中が全員逃げた。

　なんだよ、これからだってのに。

　結局、倒したのは三人か。

　で、ひとりは肩を撃たれて重傷。出血は多いが、すでに血止めは済んでいる。

「あ、あの……」

　幌から出てくる老夫婦。

「あ、ちょうど良かった。さっき魔法使ってたの、ばあちゃん？　もしかして、治ち癒ゆ魔法とかそういうの、使えたりしない？」

「す、少しなら……薬草があればより効果的なんですけど」

「薬草ならアミューさんが何種類か持ってたな。ちょっと待っててくれ」

　魔法が使える人がいて助かった。

　まぁ、実際に助かったのは俺じゃなくてこの男なんだけど。

　それから銃じゆう声せいでも起きなかったアミューさんを叩き起こして、薬草をもらう。老婆にそれを渡わたすと、ひどく驚おどろいていた。なんでも非常に貴重な薬草なのだという。

　それをポンと出してくれるアミューさんは、ニコニコしながら「いいヨいいヨ」と気前良く譲ゆずってくれた。本当にこのガイドさん、何者なんだ。

「せんせー、あたしアミューさんとおばあちゃん手伝ってくるね」

「おう、邪じや魔まはするなよ」

　ＪＫたちがケガ人の治ち療りようをしている間、俺は残った連中を縛しばり上げる。

　特にローブの男は念入りに縛り上げ、気付け薬で目覚めさせた。

「お、おい……アンタ、俺をどうするつもりだ？」

「ちょっと取材に協力してもらう」

　拳けん銃じゆうを頭に突つきつけながら、俺は優しく問いかける。

「まずお前ら何者だ？　あのじいちゃんたちとはどういう関係だ？」

「お、俺たちは、この近くに住んでる山さん賊ぞくだ。あのジジイたちは最近やってきた仲間だ」

「仲間？」

「本当だ、噓うそじゃねぇ。食うに困って山賊になる奴に歳としは関係ねぇよ」

「どんだけ治安悪いんだよ、このへん」

　俺たちの世界でも、老人が山賊になるほど食うに困る国はそうそうないぞ。

　ただ、日本ほど裕ゆう福ふくではないのは確かだ。貧困問題はどこの国でもあるだろうが……。

「あいつらは大陸の西側に住んでたんだけど、魔ま王おうに村を滅ほろぼされたんだ」

「魔王……」

　勇者がいるなら、魔王もいる。

〝無む双そう〟を取材するために勇者を捜さがしているが、正直、魔王の方も気になる。どんな理由でどうやって人間と敵対しているのか、詳くわしい事が知りたい。

「それで流る浪ろうの生活をしてたところで、俺たちが雇やとった。魔法が使えるからな」

「魔法ならお前も使えるんじゃないのか？」

「いや俺、魔ま導どう士しじゃないけど」

「……じゃあなんだよそのローブ」

「ローブ着ちゃダメなのか？　あったかいだろ」

「……普ふ通つう、そういうのって魔法使いが着るんじゃないのか。あと杖だって」

「刃物はあまり使わないんだ。金と服が汚よごれる」

　鈍どん器き扱あつかいかよ。紛まぎらわしいマネしやがって。

「それに魔法なんてそう簡単に使えるわけないだろーが」

「やっぱり習得には時間がかかるのか？　どれくらいかかる？　学校で学んだり、免めん許きよとかが必要になるのか？」

「時間もかかるけど、才能だよ。ダメな奴は一生かかっても覚えられねぇ」

「才能がある奴はどれくらいで覚えられる？」

「知らねぇよ、俺ぁ魔導士じゃねぇって言ってんだろ！」

　自分で使えれば、参考になると思ったんだがな。

　中国拳けん法ぽうの使い手の先輩が、浸しん透とう勁けいという〝気〟を利用した技を見せてくれたけど、あれも習熟に数年かかったって言ってたな。

　こりゃＪＫも覚えられるかどうか──

「おおおお！　ＪＫすごいね！　一発だヨ！」

「えっえっ、これでいいの？　あたし、これ、魔法使ってるの？」

「な、なんという事じゃ……見ただけで魔法を覚えるとは……！」

　老ろう婆ばと同じように、山賊の銃じゆう創そうに手を当てているＪＫが光っていた。

　彼女の手から流れるオーラのようなものが、みるみるうちに傷を塞ふさいでいるではないか。

「……おい」

「いや待ってくださいよ！　俺だってあんなの初めて見ますよ！　なんなんですかあのガキ!?　あんたたち、何者なんです!?」

「ただのラノベ作家と、ラノベ作家志望だよ」

　作家には、何かひとつでも武器があるといい。

　もちろん複数あるに越こしたことはないんだが──

　これからＪＫもその魔法を武器に、新しい小説が書ける事だろう。未知の体験は、未知の物語の扉とびらを開いてくれるはずだ。

　先輩として、喜ばしい事である。

　後でやり方教えてもらおう。

　くそっ、絶対にあいつより早く使いこなしてやる！








第７話　人気者はつらいよ






　山賊は騎き士し団に引き渡した。

　可哀かわい想そうだが、老夫婦も自首する事になった。

　いや、可哀想と思うのは間違っている。実際、あの老夫婦も山賊に荷担して、何人もの旅人を襲おそっていたのだから。

　ただ、俺たちを助けようとしてくれた事は理解している。その事を騎士団に伝えるだけ伝えた。この国に情状酌しやく量りようの制度があるかどうかは分からないが、やるだけの事はやった。

　別れる時、ＪＫは泣きそうになっていたが、俺は何も言えなかった。

　しかし騎士を伴ともなって目的地へと辿たどり着くと、重い気分も消え去った。

　アシェラードの町はとんでもない騒さわぎになっていたからだ。

　もう、町の中に入っただけで分かる。あちこちに旅行者っぽい人間がいる。帯たい剣けんしている冒ぼう険けん者っぽい人は少なく、軽装の女性ばかりだ。

　世界中から勇者に会いに来たんだなぁ……。

「あそこが会場だネ！」

　アミューさんが指さすのは、小高い丘おかの上にある豪ごう邸てい。

　山の上にあるデカい家は、ＴＶとかで見た事があるぞ。大物演歌歌手の家とか、ああいう感じだった。だけどこっちの家は規模が違ちがう。ちょっとしたホテルくらいの大きさだ。

「アミューさん、あれ誰だれの家なの？」

「メルブロッシ伯はく爵しやくの家だネ！　このアシェラードの町の領主だヨ！」

「領主かー。伯爵って事は貴族だろうし、やっぱり金持ってそうだねぇ」

　月並みな発言をするＪＫだが、俺も似たような感想しかない。

　今は伯爵様には興味がない。そこを訪れる勇者と仲間たちに会いたいのだ。

「今日の宿しゆく泊はくもどうするかな……宿屋はもう一いつ杯ぱいだろうな」

「だね。ファンだらけだよ」

　後でアミューさんに調べてもらったところ、馬小屋まで満まん杯ぱいだったらしい。

　かといって町の外に野宿してまで時間を延ばすのも、面白くない。

「よし、それなら今日中に勇者に会うか」

「センセー、会えるの？」

「さぁな。でも、とりあえず伯爵の家に行ってみようぜ。もしかしたら勇者がそのへんうろついてるかもしれない」

　楽観的な未来を思い浮うかべつつ、俺たちは丘の上の豪邸まで歩く。

　坂と階段を上り、伯爵の家まで近づくにつれ、ちょっと見通しが甘すぎた事を痛感した。

　そうだよ、伯爵のパーティっていうからホームパーティみたいなのを想像してたけど、そんなもんじゃない。もはやこれはイベントみたいなものだ。

「お願いします！　中に入れてください！」

「勇者様に！」

「伯爵様！　どうか、一目だけでも！」

　伯爵邸の周囲を、ぐるりと人が取り囲んでいた。

　若い女性から腰こしの曲がった老婆まで、あらゆる女性が屋や敷しきに向かって叫さけんでいる。会えない事が強いストレスなのか、物を投げる下品な女性までいる。

　何人くらいだろう。少なくとも百人はいるぞ。

「うわ……」

　もはや無法地帯だ。

　伯爵が悪い事をしたわけではないだろうが、ここまで野放しにする事もないだろう。

　整理券のないイベントのようなものだ。

「どうすんのコレ。取材どころじゃないよ」

「なら裏に回ろう。裏口なら、少しは人ひと気けもないはずだ」

　広い敷しき地ち＆大量の人間のせいで、裏手に回るだけでもたっぷり一時間ほどかかった。

　人ひと垣がきは途と切ぎれる事もなく、裏口まで続いている。

　ところが一部だけ、人が寄りつかない場所があった。

　まさに裏口と呼ぶに相応ふさわしい、小さな扉。

　その周囲に、鎧よろいを着たゴツい男が二名。

　帯剣どころか抜ばつ刀とうしている。

「なんだ貴様は？」

　門番はこちらに気づくと、あからさまに威い嚇かくしてくる。

「すみません、ここに勇者様が滞たい在ざいしていると伺うかがったのですが」

「部外者は入れられない。帰れ」

　テンプレ通りの応対だが、仕事だから仕方ない。

「これ、勇者様へ差し入れなんですけど」

「差し入れの類たぐいも受け付けていない。毒物や危険物を考こう慮りよしている」

「まぁ、そう言わず。気に入らなかったら、箱を見るだけでもいいんです」

「箱……？」

　俺は手土産を門番に渡わたした。

「毒や呪のろいの類かあるかどうか、勇者様に確認してもらってください。それでも箱を開けるのが怖こわいなら、突き返してもいいですし、その場で燃やしてもいいです。勇者様なら、この意味が分かるはずです」

「……？」

　門番二名が、俺が渡した箱を凝ぎよう視しする。

　お互たがいに顔を見合わせて、何か相談している。

「ちょっと上と相談してくる」

　箱を持ったまま、門番が屋敷の中に入っていく。

　そのまま、待つ事一〇分ほど。

「待たせたな。勇者様がお会いになるそうだ」

「おっ、本当に!?」

　開いた扉の奥で、門番が手招きしている。

　俺たちは礼を言って、屋敷の中に入った。

　背中に女性たちの罵ば倒とうが飛んでくるが、大事にならないうちに避ひ難なんする。

「せんせー、すごいね。あの人たちにどんな賄わい賂ろあげたの？」

　中庭を歩きながら、ＪＫが質問する。

「銘めい菓か〝東京ばな奈〟」

「なんだよそのセンス……」

「東京土産っつったら、コレしかないだろ！」

　異世界ラノベの定番として、主人公が現代の料理を振ふる舞まって大だい活かつ躍やくという展開がある。

　だけど俺は料理なんてできないし、人に披ひ露ろうする知識もない。

　だったら既き製せい品ひんをプレゼントした方が確実じゃないか。

　それに包装だって凝こってるし、何より手軽に買える。

　そんな会話をしながら、俺たちは伯はく爵しやく邸ていに入る。

　掃そう除じが行き届いている洋館の中を歩く俺たち。

　屋敷そのものは特筆すべき点はない。俺たちの世界の洋館と同じだ。

　警備の魔ま法ほう人形やら珍ちん妙みような格好のエロメイドやらを期待していたのだが、そういうものはなかった。ただ、廊ろう下かの壁かべに飾かざられている剝はく製せいの中に、見覚えのない生き物を数体見つけた。

　あとで何の動物か尋たずねようと心にメモっている間に、目的の部屋に辿り着いた。

「どうぞ、ごゆっくり」

　年老いた執しつ事じに通されると、俺たちはその部屋の中を見回した。

　なんの事はない、ここも普ふ通つうの客間だ。テーブルとイス、それからサイドボードと観葉植物。壁には絵や剝製が飾られている。なんの変へん哲てつもない部屋。

　イスに二人腰こし掛かけていた。どちらも若い男だ。

「どうも勇者さん、と、伯爵さんですね」

　俺はそれぞれに挨あい拶さつする。

「おお、あなたが異世界人か。お初にお目にかかる」

　立ち上がり、慇いん懃ぎんに挨拶する三〇代くらいの男。

　精せい悍かんな顔立ちだが、服装は礼服のような動きづらいもの。

　おそらく彼が伯爵なのだろう。

　となると、もう片方の彼が勇者──

「……ふん」

　イスに腰掛けたまま、こちらを見ようともしない若者。

　一〇代後半──ちょうどＪＫと同い年くらいなんじゃないだろうか。

　無礼なのはいい。若者の特権だ。

　しかし俺はこの男から目が離はなせない。

　黒い髪かみに黒い瞳ひとみ──これはまだ普通だ。

　黒いコート。

　黒いブーツ。黒い手て袋ぶくろ。

　そして黒い剣けんの鞘さやが左右の腰にひとつずつ。

「……なんだ。じろじろ見るな」

「お、おお、悪い」

　見るな、と言われても見てしまう。

　これが勇者──

「なぁＪＫ。こういうのが今時の流行なのか？」

「え、違うの？」

　い、今時……なのか？

　そうなのか？　ちょっと古くないか？

　大だい丈じよう夫ぶなのか勇者？








第８話　たたかうおしごと






「私は勇者様のパトロンをしているメルブロッシ伯はくだ。私も異世界人には興味があってね。こうして話す機会をくれて感謝しているよ」

「こちらこそ、受けてもらってありがとうございます」

　改めて伯はく爵しやくと握あく手しゆをする俺。

　こちらは高級そうなスーツを着た、紳しん士し的な笑顔だ。こちらの世界のブランドは分からないが、おそらくこの部屋の家具よりも高価な服だろう。

「で、こっちで不ふ機き嫌げんそうな顔をしているのが、勇者ミュータス・ランダーだ」

「……別に不機嫌じゃねぇよ」

　黒ずくめの若者が不機嫌そうに答える。

「ただ、正直飽あきてんだよ。また異世界の取材かよ」

「また？」

「これで八回目だぜ。同じ事を何度も喋しやべらされるのなんて、誰だれだって嫌いやだろ？」

「俺の他にも取材に来た奴やつがいるのか！」

　驚おどろいてはみたが、なるほど、納得できるかもしれない。

　この勇者を取材したラノベ作家やマンガ家は確実にいる。それは世に出ている著作を見れば明らかだ。どう考えてもコイツをモデルにしたキャラが活躍している。大ヒットを飛ばしたあの名作の主人公も、この勇者を参考にしたのかもしれない。

「へー、わりとイケメンじゃん」

　そう呟つぶやいたのはＪＫ。

「な、なんだよお前……！」

　言われた勇者ミュータスは、驚いた事に顔を真っ赤にしているではないか。

　なんだコイツ、普ふ段だんからモテモテのくせに。

「まぁそう言うなミュータス。君はともかく、私は異世界人と接せつ触しよくするのは初めてなんだ。訊ききたい事は山ほどある。というわけでお客人。我々にあなた方の事を教えてくれ」

　伯爵の言葉に頷うなずき、俺は語り出す。

「俺はライトノベル作家です。ライトノベルっていうのは、冒ぼう険けん活劇、歴史群像、恋れん愛あい、エログロ、なんでもアリの娯ご楽らく小説です」

「なるほど、娯楽小説！　それで彼の事を主役にしようと思ったわけだ！」

「主役にするかどうかは分かりません。ただ、勇者の強さが参考になればと思いまして。その強さの一部だけでも描びよう写しやできればと」

　それから俺は、熱い紅茶をおそるおそる舐なめているＪＫを一いち瞥べつし、付け足す。

「あと〝魔法〟ですね。魔法という概がい念ねんがこちらの世界にはないので、使い方などを教えて欲しいと思っています」

「ふぅむ、なるほど……異世界の方が取材に来る理由が分かった気がする。魔法がないのなら、私たちの世界はさぞや新しん鮮せんに見える事だろう」

「ご理解いただけましたか？　では俺の方からも質問していいですか？」

「どうぞ。答えられる範はん囲いなら」

「まず、〝勇者〟ってなんです？」

「えっ……」

　その質問にミュータスが頭を抱かかえて考える。

　伯爵に目で訴うつたえるが、彼もどう答えていいか分からない。

　予備知識のない異世界人にどう説明するべきか悩なやんでいるのだ。

「まず〝勇者〟っていうのは、もともと童話の中にいた存在だ。ドラゴンや悪あく魔まを倒たおした伝説の人物──で、俺がいつの間にかそう呼ばれるようになった」

「ああ、ウチの世界で言うところの〝ヒーロー〟に近いな」

　リアルに現れたヒーロー、と表現すべきか。

　勇者ってのも呼び方のひとつだろう。他の地方に行けばまた別の名で呼ばれる事もあるかもしれない。

「で、なんで勇者になったんだ？」

「……俺だってなりたくてなったわけじゃない。こいつらに気に入られたせいだ」

　勇者が軽く手で叩たたくのは、両りよう腰こしの剣。

　鞘から抜ぬいていないから判別できないが、勇者の持ち物が弱いはずがない。

　さらに──

「どうやら俺は剣の精せい霊れいに認められたらしい。そこから問題が山のように降ってきて、全部適当にあしらっていたら、気がつけばこんな立場さ」

　フッ──と苦笑する勇者。

　キザなポーズだが、その表情には数々の受難を乗り越こえた経験が見える。

　月並みな言い方だが、若いのに苦労してんぞこの勇者。

「てことは、その剣がなかったら勇者じゃないのか？」

「ま、そうなるな。魔法だけじゃモンスターは倒せないさ」

　なるほど強さの秘ひ訣けつは装備か。

　修行によって身についた筋肉と技術だけでは、勇者にはなれないのか。異世界にも人間の限界ってやつがあるんだな。

　魔ま法ほうか、それを上回る超ちよう常じよう現象の力を借りるのが自然だな。最近の仮面ライダーもそういう傾けい向こうが多くなってきてるしな。

　少なくとも俺はそれで納得できる。

　さて、それをラノベに落とし込んだとき、読者が納得できるだろうか。

「なぁ勇者、その剣ちょっと貸してもらっていいか？」

「オッサン、話聞いてたのか？　これ勇者として大事なモンだっつったろ？　初対面の相手にそんなもん貸すわけねーだろ！」

　腰に手をあてて警けい戒かいする勇者。

　刀は侍さむらいの魂たましいみたいな概念が、この世界でもあるのか。

「あ、それあたしも見たい！　ねぇ勇者くん、見せてくれない？」

　ところがＪＫが同じ頼たのみ事をすると、

「……少しだけだぞ」

　あっさりと剣を抜くミュータス。なんだよその差は！

「ありがとね、勇者くん！」

「お、おう……気にすんな」

　けど目を逸そらしたまま前まえ髪がみをいじるミュータスを見ていると、なんだかツッコミを入れづらくなる。まるで男子校のノリじゃないか。

「どれどれ──」

　テーブルの上に置かれたそれに、俺はそっと触ふれてみる。

　金属──って事くらいしか分からん。魔ま力りよくとかそういうパワーは感じられない。

「せんせー、あたしも触さわっていい？」

「気をつけろよ」

　ＪＫと一いつ緒しよに持ってみるが、軽い。

　段ボールで作った剣のようだが、鋭するどい。

　試しに東京ばな奈を切ってみるが、そっと触れただけで包み紙と中身が綺き麗れいに切れた上に、刀身にはクリームの汚よごれすらついていない。こんなのステンレスでも不可能だ。

「おい何やってんだオッサン！　俺の剣だっつってんだろ！」

　ミュータスが慌あわてて剣を取り戻もどす。

「ごめんね、ウチのバカせんせーが……」

　なぜかＪＫが謝っている。
















「い、いや、別にいい……っていうか、お前は誰なんだ？　お前もライトノベル作家っていう奴なのか？」

「あたしはプロじゃないよ。でも、面白いライトノベルを書こうとしてる」

「作家志望なのか……多くの人が憧あこがれるものなんだな。ライトノベル作家ってのは、そんなに儲もうかる職業なのか？」

「いや、全然」

　俺は笑って答える。

「ライトノベル作家なんて、まったく儲からないよ。売れる作家は全体の一％以下。それ以外はゴミ扱あつかいされても文句は言えない」

「商売敵が多い職業なのか」

「死のリスクを伴ともなう取材をして、長い時間をかけて執しつ筆ぴつして、時には編集やイラストレーターのトラブルに巻き込まれ、それらを乗り越えてようやく出版しても、読者から厳しい評価を受ける事なんて普ふ通つうだ」

「……それなのに、どうして作家を続けるんだ？」

　そんなもの、決まっている。




「書きたいからだよ」




　勇者の目を見て、俺は堂々と告げた。

　この男が世界最強だとしても、俺のラノベに賭かける情熱には勝てないだろう。

　たとえこいつにどんなに優れた詩才があったとしても、俺は怯ひるまないだろう。

「ただ面白い話を書く──それがライトノベル作家の生き様だ。そのためなら異世界にも行くし、勇者にだって会う。本で得られる知識じゃなくて、脳にビビッと来るナマの体験が欲しいんだ。筆を執とらずにはいられないほどの」

「ナマの体験……」

「格かく闘とうシーンが書きたくなったら戦うし、竜りゆうを殺すシーンが書きたくなったら竜を殺す。その体験が作品に生きるんだよ」

「……じゃあ、もしも世界の崩ほう壊かいを書きたくなったらどうするんだ？」




「世界を滅ほろぼす」




　俺にはそのつもりがある。

　俺じゃないが、実際にそうした作家もいる。

　理想のライトノベルのためなら殺人どころか、全てを破は壊かいする事も辞さない。

　面白い作品を書くためなら、なんでもする。

　それがライトノベル作家という生き方だ。

「俺と戦う事になってもか」

「そうなりゃ、勇者と戦ったという経験を得られる。正義の味方と戦うシーンに役立つだろうな」

「そこまでして作品を書いて……オッサンに何が残る？」

「達成感。それから、俺の小説を楽しんでくれた人の笑顔、かな」

「それだけか？」

「それだけだ」

　メルブロッシ伯はくはドン引いている。

　アミューさんはさっきから東京ばな奈を美味おいしそうに食べている。

　ＪＫは神しん妙みような顔をしている。

　ただ、ミュータスだけは俺の目を見て頷いてくれた。

「オッサン」

「なんだ勇者」

「少しだけ……あんたの気持ちが分かる。俺は迷ったり窮きゆう地ちに立たされた時もあったが、その時に頼たよりになったのは自分の欲よく望ぼう──本能みたいなものだった。自分がやりたい事をやるってのは、一番大事な事だ」

「邪じや魔ま者ものは全て排はい除じよする──俺もそうして生きてきた」

　やっぱりいい奴やつじゃねーか、勇者。

　ラノベ作家と勇者の共通点を見つけた日だった。








第９話　おねがい勇者様






　軽食をつまみながら、俺たちと勇者たちの会談は続く。

　といってもほとんどが雑談で、話し相手になってくれるのは伯はく爵しやくだ。

　それでもお互たがい知らない異世界の話は、普ふ段だんの生活に関する事でも珍めずらしく、楽しい。

　しかも勇者の生活は一いつ般ぱん人のそれを遥かに超こえている。

「それじゃ勇者は子供の頃ころからあなたの世話になってるんですか？」

「いや、私だけではない。各地の揉もめ事を解決してもらった恩があるからな、どこに行ってもミュータスを助けてくれる者はいる」

「やっぱりいい人なんですね」

　俺がミュータスを見ると、彼はまた不ふ機き嫌げんそうなツラでこっちを睨にらむ。

「……ただ降りかかる火の粉を払はらっただけだ。助けるつもりなんてなかった」

「またまた謙けん遜そんしちゃって。誰だれかを助ける事は胸を張って自じ慢まんしていいんだぜ」

「偶ぐう然ぜん俺にその力があっただけだ。こんな力、欲しいと願った事なんかなかった」

「そのおかげで誰かを助けられたんだからいいじゃねーか」

「代わりに俺の自由は奪うばわれた。毎日コレなんだぞ？」

　ミュータスが親指で示すのは、窓の外。

　今も屋や敷しきの周りでは集まったファンたちが徘はい徊かいしている。時折大きな声が聞こえるのは、塀へいを乗り越こえようとして兵士に取り押さえられている女性だ。

「こりゃ彼女も作れねーな」

「恋れん愛あいどころか、女性に話しかける事すらできねーよ。下手したら男とだって迂う闊かつに話せない状じよう況きようだ」

　肩かたを落とすミュータス。

　これには同情もする。世界的に有名なアイドルはいつもそういう環かん境きようだ。

　変装でもできればいいのだが……そういう魔法はないのだろうか。

「人気者って大変だねー」

「ネー」

　ＪＫとアミューさんが頷うなずき合っていると、ミュータスは彼女たちを恐おそる恐る見る。

　というかあからさまにＪＫを見ている。アミューさんの方が可愛かわいいだろうが、とも思うが、世代が近い方が親近感が湧わくのかもしれない。

「どうだミュータス、久しぶりに女の子と会話できて嬉うれしいだろう」

「な、何言ってるんだ伯爵！」

　メルブロッシ伯に小こ突づかれて、顔を赤くするミュータス。

「まぁ……でも、うん、同世代の女の子と対等に話をしたのは久々だった」

　勇者──というか主人公としてはそれが正しいのかもしれない。

　モブの女からキャーキャー言われるほどモテるのに、実は純情、そして一いち途ず。

　最近の主人公に必要なモテ要素だ。

　逆に全ての女性を攻こう略りやくしてハーレム状態にする主人公もアリだが、ミュータスにそれができるとは思えない。

「そうか……勇者、お前本当にいい奴なんだな」

「なんで今の会話で俺をいい奴扱あつかいしてんだよ」

「いや、その……うん、一途なのはいい事だぞ」

　今さら「アンタの性生活を勉強しに来ました」とは言いづらい。

　性生活どころか俺の同志だ。傷つけるようなマネはできない。

「センセーは、ミュータスがハーレム作ってる事に期待してたんだヨ！」

「ちょっ、アミューさんヤメテ！」

　ミュータスが絶望的な顔になってるじゃないか。

「見りゃわかるだろ……ハーレムなんて魔ま王おう討とう伐ばつより難しいんだぞ……それどころか女の子と付き合う事すら……」

「いやそんな事はない！　俺にも気持ちは良く分かる！　そのへんをほじくり返される痛みは誰よりもよく分かってるつもりだよ！」

　俺はミュータスの肩を叩たたき、慰なぐさめる。

「女の子と付き合ったことがないと、痛いノ？」

　アミューさんは首をかしげている。

　なんて残ざん酷こくな事をするんだ、このガイドは……！

「でもセンセー、そしたら〝ハーレム〟はどこで取材しよっか？」

「うう、確かにそうだな……」

　けっこうアテにしてたんだよ、勇者のハーレム。

　強い男に惹ひかれる女の気持ちってのも訊きいてみたかったし。

「あ、あの、ちょっといいかな？」

　それまで大人しくしていたＪＫが手を挙げた。ていうかお前、ミュータスの視線に気づいてないだろ。勇者をこんな風にしたのが自分だって自覚ないだろ。

「勇者くんって、魔ま法ほうは使えるの？」

　あ、そうだ、彼女は魔法の使い方を勉強するためにここに来たんだ。

　といっても、ここに来る途と中ちゆうで見せた回復魔法は、使い手のばあちゃんも驚おどろくほどだったよな。あれから俺も使い方を教えてもらったけど、全然できなかったぞ。

「……ああ、多少なら。お前たちの世界にはない概がい念ねんだったな」

「あたし、魔法使えるんだけど……」

「えっ？」

　この発言には勇者も伯爵も身を乗り出して驚いた。

「おばあさんが使ってるのを見たら、なんとなく、だけれど……」

　ＪＫは両手を合わせる。すると手の周りに淡あわい光が集まってくる。

　極小の蛍ほたるが集まっているみたいだ。

「……確かに、集気術だ。魔法の一種だな。大気に含ふくまれる魔力を集めて力にする技術で、それ自体は魔法の中でも簡単なものだ。そのまま患かん部ぶに当てれば回復魔法にもなるし、変へん換かんして攻撃魔法にもできる」

　ＪＫの光を見た伯爵がすぐに答えてくれた。

「まぁ、ラノベ書くんだったら、このくらいの事はできて当然ですよ」

　俺はＪＫの肩を叩いて笑う。

　そうとも、ラノベ作家なら魔法くらい使えて当然だ。

　俺はまだ使えないけど！　チクショウ！

「使えるのはいいんだけど……あたし、使えるだけで理論はまったく分からないんです。むしろ知りたいのはそっちの方なんだけど」

　ラノベのために魔法を習いたいＪＫにしてみれば、現物だけポンと渡わたされても意味がない。自分の血肉にして、文章に生かすには理論が必要なのだ。

「でも、集気術ができるのなら、才能はある。それは間ま違ちがいない。あとは鍛たん錬れんを続けて、自分だけのやり方を見つければいい」

「え……自分だけの？　教えてくれないんですか？」

　残念そうなＪＫ。

「教えられるのであれば教えたいし、君がそれを求めるのも分かる。だが教えるのは難しい。なにしろ剣けんなどとは違ちがい、姿勢や型でどうにかなるものではないから」

「勇者くんでも無理なの？」

「すまない、俺にも──というか、誰でも難しい事だ。魔法の修行には長い時間がかかるものなんだ。つきっきりで教えるには時間が足りない」

「そうだよね……技術なんてパッと教えられるようなものじゃないもんね」

　納得するＪＫ。

　お前が敬愛する藤ふじ岡おか弘ひろし、にアクションを教えてください、と頼たのみ込んでも、彼にそんな時間がない事は理解できるだろう。勇者も同じ事だ。

「ごめんね、ずうずうしい事言っちゃった」

「いや、むしろ俺に対してずうずうしい事を言える人間の方が少なくてな。本当に協力してやりたいんだが、魔法だけはちょっとな……」

　ミュータスも申し訳なさそうに謝る。

　俺とＪＫとの態度がまるっきり違うじゃねーか。

　そんな彼らを横目に、伯爵がこんな提案をした。

「本格的に学びたいと思うのなら、魔法学校に入学するという手もある」

「魔法学校!?」

「このタイアラン大陸の北方にある学園都市が有名だな。学ぶのは厳しいが、卒業生は各国の宮きゆう廷てい魔ま導どう士しになれる」

　魔法学校。

　なんてファンタジーな響ひびき。

　きっと全ぜん寮りよう制せいで、そこでは日夜バトルとラブとエロが入り乱れるパラダイス。

　風ふ呂ろや着き替がえを覗のぞいたり、ラッキースケベに出くわしたり。

　ラノベの舞ぶ台たいそのものじゃないか！

「私もミュータスもそこに顔が利くから、良かったら紹しよう介かい状を書くが──」

「ぜひお願いします！」

「なんでせんせーの方が興味持ってんの……でも、お願いします！」

「そのくらいならお安い御ご用ようだ。異世界人なら向こうにとっても研究対象になるので、持ちつ持たれつの関係だな。少し待っていてくれ」

　腰こしを上げて部屋を出ていくメルブロッシ伯爵。この町の領主をこんな風に使っていいものだろうか。これも異世界人としての特権と思っておこう。珍しいのはいい事だ。

　ともあれ、これで〝魔法〟の取材ができるぞ。

〝ハーレム〟がダメになったから、どうしようかと思っていたところだ。

　残すは〝無む双そう〟だが──

「おいミュータス！　大変だ！」

　便びん箋せんを取りに行ったはずの伯爵がすぐに戻もどってきた。

「西の城じよう塞さいにベルゲルの軍勢が来た！　すぐに向かってくれ！」

「……やれやれ、またか」

　その言葉を受けて立ち上がるミュータス。

　今までの優しい表情とはうってかわって、真しん剣けんな顔つきになる。慈じ悲ひの心は鎧よろいの奥底にしまい込み、羅ら刹せつのような目に変わっている。

　ああ、この顔、見た事がある。

　初めて取材旅行から帰ってきた後こう輩はい作家にそっくりだ。

　死線をくぐり抜ぬけた男の顔だ。

　この危険な香かおりに惹かれる女ってのは、いる。だけど少数派だ。

　勇者にハーレムができないってのは、案外そういう理由なのかもしれないな。

「アミューさん、城塞ってのはここからどれくらいかかる？」

「エット、馬で半日くらいかな？」

「意外と近いな。ベルゲルってのは？」

「魔ま王おうの配下だヨ。勇者を殺すために、たまにこっちの大陸に来るノ」

「魔王!?」

　俺とＪＫの耳がピンと立つ。

「も、もしかして軍勢って、モンスター……？」

「そうだヨ！」

　モンスター……勇者……。

　と来れば、もう次に待っているのは決まっている。

「センセとＪＫ、なんで二人ともニヤニヤしてるノ……キモいよ」

「キモいとか言うなよ！」

「妄もう想そうしてる時は誰だれだってキモいんだよ！」

「な、なんかゴメン！」

　俺とＪＫが怒ど鳴なる。

　何事にも動じずに笑っているアミューさんがドン引いていた。

　つまりそれほどキモく笑っていたのか、俺たち。








第10話　そして輝かがやく






　伯はく爵しやくが言っていたナントカっていう城塞は、本当に馬で半日くらいの距きよ離りだった。

　舗ほ装そうされた道を邪じや魔まされずに走れば、の話だ。

　一番邪魔だったのは、勇者のおっかけ。

　伯爵邸ていから出た瞬しゆん間かん、俺たちは大勢のファンに取り囲まれ、「勇者様はどこ」「勇者様に会いたいの」「早く会わせろや」「てめぇブッ殺すぞ」などと見み目め麗うるわしいご婦人の方々からありがたいお言葉を頂ちよう戴だいした。

　そんなファンを押しのけつつ、伯爵に馬を二頭借りて出発するだけで一時間以上かかってしまった。

　だけど俺たちが時間を稼かせいでいる間、勇者ミュータスは裏口からこっそり脱だつ出しゆつできたわけだ。祭りの主役を遅おくれさせちゃいけないよな。

　馬の乗り方は、以前書いた学園もので覚えた。

　乗馬が趣しゆ味みのお嬢じよう様さまの休日のシーンでどうしても書きたかったので、わざわざ那な須すまで行って習ってきた。

　これでタンデムでも平気だぜ──と思っていたが、ＪＫはアミューさんと一いつ緒しよの馬に乗ってきた。もちろん、俺なんかと比ひ較かくするのもおこがましいほどアミューさんの乗馬テクニックは凄すごかった。

　そして現在、俺たちは小高い丘おかの上から双そう眼がん鏡きようで前方を見ている。

　城というか、ありゃ砦とりでだな。

　海を見下ろせる場所にある城の周囲が、黒く染まっていた。

　海岸から次々に何かが上陸しており、それが城を取り囲んでいる。黒く見えるのは海かい藻そうと水、それから異形の姿そのもの。

「あー、あの海からモンスターがやってくるわけか」

「そうだヨ！　あっちから先は、魔王の大陸ネ！　ディルアラン大陸って呼ばれてて、全部が魔王の領地！」

「じゃあ、あの砦は前線基地みたいなもんか」

「ウン！　海岸線には、いっぱい城があるんだヨ！」

　やっぱり城じゃなくて、監かん視し哨しようみたいなものか。

　俺が兵士なら、絶対にあそこで働きたくないわ。

　いくら海を挟はさんでいるとはいえ、こうしてモンスターに囲まれる日々は地じ獄ごくだろう。

　それでも国を守りたいという勇気ある若者がたくさんいるんだろうな。

　そんな彼らには悪いが、今はモンスターだ。

　双眼鏡のレンズ越ごしに見える、異形の数々。

　それは人型だったり、獣けもの型だったり。不定形や自然物のようなモンスターまで。

　俺が戦ったスライムなんて、まだ可愛かわいい方だった。

　はっきり言うが、遊園地のアトラクションより地味だ。人間の手で作った動く恐きよう竜りゆうの人形の方がよっぽど迫はく力りよくがある。

　だけど実際に地面の上を歩き、何か言葉を話し、武器を持ち、体液を流しているあの獣たちの方がリアリティがある。

　これは双そう眼がん鏡きよう越しじゃダメだ。生で見てみたい。

　あわよくば触さわったり舐なめたりしたい。

　サンプルとか持ち帰れないだろうか……。

「センセ、今近づこうとしたでショ？」

　俺の肩かたを叩たたくアミューさん。

「もうこれ以上危ないのはダメ！　センセー死んだら、困るヨ！」

「そ、そうだよな。俺はいいけど、アミューさんの仕事に傷がつくよな」

「それだけじゃないヨ……私も心配だヨ」

「あ、そっか……なんか、ごめん」

　しゅんとするアミューさんを見ると、本当に申し訳ない気がした。可愛い子を困らせたくはないよな。

「あ、せんせー、勇者さん来たよ」

　ＪＫが前方を指さすと、高い丘の上に勇者が立っていた。

「……やれやれ」

　遠くなのに声が聞こえる。

　魔ま法ほうの類たぐいだろうか。

「俺はのんびり暮らしていたいだけなのに、お前らはいつも邪魔をする……。そんなに死にたいなら、俺が相手をしてやる。この二ふた振ふりの精せい霊れいと共にな」

　そう言い放ったミュータスが、腕うでをクロスさせて両りよう腰こしの剣けんを抜く。

　日本刀によく似た刀身だ。

　ただし片方は赤く、もう片方が青い。

「緋ひと蒼あおの化身よ──今ここに目覚めよ。ミュータス・ランダーの守護者として、目の前の愚ぐ劣れつなるものを駆く逐ちくせよ」

　小さく呪じゆ文もんのような言葉を唱えた瞬間、二振りの剣が光った。

　強い光が収まると、赤い剣からは炎ほのおが、青い剣からは冷気が立ち上っている。

　どちらも小さく光り続けており、ミュータスを左右から照らしている。

「おおおお……！」

　か……。

　かっこいい！

　なんだあれ、俺のハートにズキュンと来たぞ！

　ライブ感なのか。いや、人気の舞台でもこんなに心を揺ゆさぶられた事はない。

　台詞せりふだって、俺が言えば失笑どころか大だい爆ばく笑しようされるような内容だ。

　なのに、どうしてこんなに響ひびくんだ。

「はー……何アレ。まるで舞台役者みたいだねー」

「カッコイイネ～」

　ＪＫとアミューさんも顔を赤らめている。

　これか。これが主人公力とでもいうのか。

　叫さけんだだけで女性をメロメロにする、不思議な魅み力りよくってやつなのか。

　ハーレムものの一いつ端たんを見た気がするぞ。

「一流の主人公は、声と立ち振る舞まいから違ちがう……と」

　とりあえずメモしておく。

　もうこれだけで充じゆう分ぶんだ。立派な特とく殊しゆ能力だ。

「だけど、マイク使ってるわけでもないのに、なんであんなに声デカいんだ？　腹式呼吸だけじゃ説明できないぞ？」

「あれも精霊の加護って奴やつなのかな？」

「ちょっと分からないネ。あんなに声が大きい人、初めてだヨ」

　誰かに自分のワガママを通す能力というのは、実は古今東西の主人公に必要不可欠な要素である。

　それは武力だったり言葉だったり様々だが、他者に主張を分からせるというのは意外と難しい。

　どんな小さな声でも聞こえるというのは、主人公としての武器なのだ。

　考えてみれば、他のマンガやラノベでも、巨きよ人じんみたいな大魔王と普ふ通つうに会話したりするもんな。声が大きかったり、テレパシーのような感応能力が必要条件なのか。

「さあ、出てこいベルゲル！　俺はここだぁっ！」

　精霊の剣を構えるミュータス。

　それを開戦の合図と受け取ったのか、モンスターが勇者に群がった。四方八方から飛びかかってくる。

　格かく闘とう技ぎの経験がなくても分かるだろうが、全方位から襲おそわれたら、普通勝てない。

　真後ろから武器で攻こう撃げきされ、横から腕を取られ、上下から同時に飛びかかられたら、人間の身体からだでは対処できない。

　そう、ただの人間なら。

「……行くぜ、バケモノども！」

　勇者ミュータスの炎と氷の剣が、周囲の魔ま物ものを一いつ閃せんする。

　フィギュアスケーターのように回転しながら剣を振ふるだけで、数十体のモンスターが両断され、光の粒つぶになって消しよう滅めつした。

　遠くから見ていると、布にハサミを入れているようだ。真っ黒に染まったモンスターの軍勢が、勇者というハサミによって断ち切られていく。黒い領域が、波が引くように分断されているのだ。

「アミューさん……見てるか？」

「ウ、ウン」

「あれが本当の〝無む双そう〟ってヤツだ」

　あれこそが、俺が学びたかった〝無双〟そのものだ。

　俺があれだけ苦労したスライムよりずっと強いモンスターを、何百、何千人と薙なぎ倒す爽そう快かい感かん。

　まさに一いつ騎き当とう千せんという強さ。

　ここまで強い奴、なかなかお目にかかれないぞ。

　今まで取材で別の世界に行った事はあるが、上位に入る。

　強さだけならそのくらいだが、ここにカッコ良さというパラメータが入ると文句なしの一位だ。ミュータスは、今まで見た中で一番強くてカッコいい人間である。

　あの声に魅み了りようされたせいで補正入ってるのかもしれないが、それでも強い事は確かだ。

「うー……もっと近くで見たいな」

　ＪＫがウズウズしている。

　俺も飛び出して、勇者のそばであの剣けん戟げきを見たい。

　だけどアミューさんに迷めい惑わくがかかるしなぁ。

「そうだアミューさん。あのモンスターの死体、調べてもいいか？」

「今？　でも近くで勇者戦ってるヨ？　危ないヨ！」

「死体なら誰だれも見向きもしないだろ。現にモンスターはみんな勇者の方に行ってる」

「ん～……」

　無茶苦茶な願いだってのは分かってる。

　死体を調べたければ、戦いが終わってからでもいいんだ。

　でも、少しでもあの戦場に近づきたい。

　近づいて、面白いものを発見したいんだ。

「しょーがないナー……」

　そんな俺たちの顔を見たのか、アミューさんがため息をひとつ。

「絶対に危ない事はダメだヨ！」

「はい！」

「じゃ、レッツゴー！」

「よっしゃあああああああっ！」

　俺たちは喜び勇んで戦場に飛び込む。

　その向こうでは、発光する青年が数百体のモンスターを切り刻んでいた。

「……うおおおおおっ！　俺は生きて帰る！」

　面白いラノベのために、俺たちも行くぞぉっ！








第11話　迷惑という名の取材






　最初に勇者が殺したモンスターの死体を調べる──

　そういう名目で戦場に飛び出していったものの、意外と死体の数が少ない。

　なぜかというと、勇者が殺したモンスターのほとんどが光の粒りゆう子しになって消滅してしまったからだ。血も皮ひ膚ふも残さず、まるで最初から存在しなかったかのように。

「うー、血の匂におい……」

　鼻をつまんでいるＪＫを尻しり目めに、俺は新しん鮮せんな死体を探す。

　あるにはある──時々、両断された獣の死体が転がっているんだ。

「アミューさん、なんでモンスターの死体が残ったり残らなかったりするんだ？」

「魔ま王おうが作ったモンスターは消えるヨ！　それと、魔王が改造したモンスターも！」

「じゃあ残ってるのは？」

「もともと野生の動物だったんだネ。魔王軍が飼い慣らしたのカモ」

　てことは、モンスターは自然に生まれた生き物じゃないのか。

　あくまで魔王の創造物というカテゴリなんだな。

　スライムも野生動物のカテゴリになるのか……あれも死体残ってたな。

　だが野生の動物でも参考になる。

　先ほどから異い臭しゆうを放っている動物の死体だが、なんと脚あしが八本ある。確か北ほく欧おう神話の主神オーディンの愛馬スレイプニルが六本脚だったか。

　それに隣となりの動物──というか、これは魚か。エラ呼吸する牛とでもいおうか、魚なのに歩けるようだ。両生類といっていいのかこれは。どんな生態系なんだろう。

　このあたりの理由を分ぶん析せきできれば、世界設定を作るのに役立ちそうだ。

　さらにデキる作家なら、この奇き妙みような生物を利用してもっと楽しい事をしそうだ。変な生き物の楽園を作ったり、体組織を利用して道具や薬を作ったり。

「せんせー、これ持って帰らないの？」

「検けん疫えきがなー……未知のウィルス持ってるかもしれないだろ」

「それあたしたちもヤバくない？」

「不正な手段で入ってきたお前と違って、俺はちゃんと予防接種とか呪のろい除よけとか受けてきてるんだよ」

「そんなのあるの!?　あ、あたし大だい丈じよう夫ぶだよ……ね？」

　自分の身体をベタベタと触さわるＪＫ。

　ない胸をいくら触っても、もう手て遅おくれだ。

「何かオカシくなったら言ってネ？」

「ああ、アミューさん、ありがとう。薬とかくれるの？」

「疫えき病びようにかかったら、苦しまないようにしてアゲルから！」

「おおおぉ……そういう世界なのね」

　肩かたを落とすＪＫだが、今のところ平気そうだ。

　死んで間もないモンスターからはウィルスも繁はん殖しよくしないようだ。

　できる限り情報を得たいので、とりあえずスマホで写真を撮とる。誰かにスマホを見られたらドン引きどころか縁えんを切られても仕方のないグロ写真が増えていく。

　さて、次のモンスターは──お、いたいた。

　今度は鎧よろいを着た二足歩行のカニみたいなモンスターだ。

　なぜ二足歩行だと分かったかと言うと、実際に歩いているからだ。

　甲こう殻かくに包まれた脚を動かして、こちらに歩いてくる。あの鎧っぽい甲殻の中身はどうなってるんだろう。カニミソ詰つまってるのかなぁ。

　ん？　歩いて？

「ちょっ、せんせー！　近づいてる！　生きてるヤツ！」

「おおおおおおっ!?」

　なんでこんな所に生きてるモンスターがいるんだよ！

　お前、ほれ、勇者はあっちで戦ってるだろ！　そっち行けよ！

　カニっぽいモンスターは、その風ふう貌ぼうに相応ふさわしい巨きよ大だいなハサミを持っている。

　あれで人間をチョキチョキと切り刻むのだろう。

「ちっ！　しゃあねぇな！」

　悪いが、戦場に来ている以上、覚かく悟ごはしている。

　ラノベ作家が面白そうなものに出会った時、逃にげるという選せん択たく肢しは存在しない。

　あのカニをブッ倒して、バトル描びよう写しやの糧かてにしてやる。

　俺はホルスターから拳けん銃じゆうを取り出すと、躊ちゆう躇ちよせずに発はつ砲ぽうする。

　弾だん丸がんはカニの胸部装そう甲こうに当たり──

　カン、と音を立ててどこかへ飛んでいった。

「……あれ？」

「効いてないじゃんピストル！」

「やっべぇっ、逃げるぞ！」

　俺はＪＫの手を引き、アミューさんに逃げるよう促うながす。

　ダッシュで逃げようと走り出した瞬しゆん間かん、カニの身体が光った。

　レーザーのような光の棒がカニの背中に吸い込まれ、そして溜ため込まれた光がチカチカと点てん滅めつしている。まるで何かを警告しているように。

　次の瞬間、カニの身体が爆ばく発はつした。

　爆発といっても、その身体の全てが光になって消滅していくので、破片はない。

「大丈夫か!?」

　ミュータスだった。

　この勇者、さっきまで二キロほど離はなれた場所でモンスター斬きりまくってただろ。

　なんで俺たちの出現に気づけるんだ？

「何やってんだお前ら！　誰がどう見ても危ない場所に近づくんじゃねーよ！　俺の追っかけだって、戦場まで来たら助けねーぞ！」

「は、はい、すいません……」

「ごめんなさい……」

　俺もＪＫも深々と頭を下げた。

　拳銃が効かない敵をところてんのように斬りまくれる勇者なら、俺たちが何をやっても邪じや魔まだろう。本当に申し訳ない事をした。

　しかし、普ふ段だんはクールぶって何事にも興味がないフリをしておいて、いざ戦いになると熱血になるんだな。これもカッコいい主人公の秘ひ訣けつか。

「センセー、帰るよ！　これ以上は危ないヨ！」

　アミューさんはさっさと帰ろうとしている。

　彼女にも迷惑をかけてしまった。

「そうだな。仕方ない、行こうぜＪＫ」

「行くって、どこへ？」

「ミュータスの邪魔しちゃ悪いだろう」

「うん」

「だから邪魔にならずに取材できる場所を探そう」

　ラノベ作家に逃げるという選択肢は存在しないんだよ。








第12話　君はいつだって隣に






　やはり勇者の活かつ躍やくは凄すごい、というかおかしい。

　剣けんを振ふるだけでモンスターが消えていく現象には目を瞑つぶるとして、全方位から迫せまるモンスターを息切れせずに倒し続ける技量と体力。

　それなのに少しも泥どろ臭くさくない。

　主人公ってのは、こうでなくちゃな。

「アミューさん、〝無む双そう〟を見た感想はどうだ？　ただ強いだけじゃできないだろう」

「これは確かに小説に書いたらカッコいいかもしれないネ！」

　話している俺の隣では、ＪＫが無言で撮さつ影えいしている。そろそろスマホの容量も足りなくなるんじゃないか。

　言葉は発しないが、ＪＫの興奮している表情はすぐに見て取れる。

　おそらく世間の女性がミュータスに対して抱いだく感情とは別の、しかしそれ以上に強きよう烈れつな想いが向けられているのが分かる。

　と思いきや、

「せんせ！　あの戦い、言語化できる!?」

「いや、そりゃしないとダメだろ」

「どうしよう、あたし自信ないや……あんな凄い戦い見ちゃったら、あたしなんかの文章力で表現できるのかな」

「大丈夫だ」

　俺はＪＫの頭に手を置く。

「言葉ってのは自然に出てくるもんだ。今の興奮を思い出しながら書けば、気がつけば原げん稿こうが埋うまってるさ」

「そっか。そういうもんか」

「ラノベってのは、正しい文章よりも心を打つ文章が大事だからな。がんばれよ」

「うん」

　頷うなずくＪＫ。

　ことラノベに関しては素直でいい子だ。

　俺も先せん輩ぱいから様々なものを盗ぬすんだ。技術、知ち恵え、アイデア──何を盗んでも先輩は笑って許すものだ。ただし、とある先輩の本ほん棚だなからエロマンガを盗んだ後こう輩はいは全治四ヶ月の重じゆう傷しようを負ったが。

「早く帰ってラノベ書きたくなっちゃった」

「俺もだ」

　少なくとも、これで目的のひとつである〝無双〟は勉強できた。

　結論としては、魔ま法ほうなどの超ちよう常じよう的なパワーに助けられれば理り屈くつが通るし、演出も派手になるし、何よりカッコいい。

　あと〝声〟も重要なんだと感じた。

　誰だれかに聞かせる声ってのは、無視してはいけない要素だ。

「おっと、失礼」

　隣の人にぶつかってしまった。申し訳ない。

「……あの、キミらは何者なのだ？　何をやってるんだ？」

　先客に睨にらまれてしまった。

　彼はさっきからこの場所から勇者の戦いを眺ながめていた人だ。

　やはり安全な場所を探すとなると、みんな同じような場所に辿たどり着くらしい。

「あ、すいません、うるさかったですか？」

「いや、うるさいとかそういう問題じゃなくてな。キミらは勇者の仲間か？」

「仲間じゃないです。ただ取材に来ただけで。あ、俺こういう者です」

　名めい刺しを差し出すと、先客は渋しぶ々しぶそれを受け取った。

「ライトノベル作家……ああ、異世界の作家か」

「ご存じなんですか？」

「うむ。そちらが身分を明かすなら、こちらも礼を尽つくそう。私はダーケスティア国、東方侵しん攻こう部隊第二師団長ベルゲルと申す者」

　ベルゲル。どっかで聞いた名前だな。

「この人、魔ま王おう軍だ！」

　俺より先にＪＫが気づいた。

　しかし、魔王軍のボスってわりには──普ふ通つうの人間に見えるぞ。

　三〇代くらいの紳しん士しだ。口ひげと貴族っぽい服のダンディな男である。

「あの、モンスター……とかじゃないんですか？」

「モンスターは我が国の魔王様が生み出した兵器。人は人である」

　あ、そうか。アミューさんが言うには、モンスターは魔王軍が作り出したものだから、死体が残らないんだよな。

　冷静に考えれば、作り出した生物だけで暮らしている国なんてないよな。ロボットの王国じゃないんだから、そこに住む住民がいるわけだ。

　なんだか一気に疑問が湧わいてきたぞ。

　ディルアラン大陸っつったっけ。魔王軍の領地。

　てことは、そこにも人が住んでるわけだ。

　勇者やダイアラン大陸と敵対しながら。

「ベルゲルさん、でしたね？　少しお話、聞かせてもらっていいですか？」

　俺はリュックから必殺のアイテムを取り出す。

「また〝東京ばな奈〟？」

「いや、今度は〝東京カンパネラ〟だ」

「何それ知らない。でも美味おいしそう……！」

　青い箱に入ったチョコレートクッキーだ。東京駅構内で売っている。

「うむ、キミの目的と熱意は伝わった。何も知らない異世界人に、この世界の事を教えてやっても良い」

　青い菓か子し折おりを受け取ったベルゲル。

「しかしね、今どういう状じよう況きようか分かってるかね？」

　ベルゲルが指さしているのは、カンティオ城じよう塞さいの方角。

　先ほどからずっと勇者が戦っている。

　しかし先ほどよりも興奮しないのは、何故なぜだ。

「……まぁいい。データは取れた。試験用のモンスターもそろそろ全ぜん滅めつだ。潮時だな」

　ベルゲルは手から魔ま力りよくの光を出し、勇者と戦っているモンスターに指示を出す。するとまだ二割ほど残っているモンスターが全て海の中に飛び込んでいった。

「逃にげんのかベルゲル！　てめぇから呼んでおいて、姿も見せねぇのかよ！」

　ここまで聞こえる勇者の声。

　魔法のせいか、身体からだの芯しんまで響ひびくようだ。

「さて異世界の作家よ。知りたい事を教えてやろう」

「その前に、ひとつだけいいですか？」

「何かね」

「あなたのボス──魔王様って、〝ハーレム〟築いてたりします？」

「ハーレム？　ああ、後宮ならあるぞ」

　イエス！

　つい初対面の相手の前でガッツポーズを取ってしまった。








第13話　隣となりの芝しばは青い






　ベルゲルが「早く菓か子しが食べたい」というので、落ち着ける場所を探す。

　しかし先ほどまで戦場だった場所で落ち着く事などできるわけがない。

　そこで俺たちは、ベルゲルに案内されてゆっくりできる場所に移動した。

　テラスのような場所で、白いテーブルとイスが置かれている。そこに腰こし掛かけて、土産を広げる。ベルゲルが用意した紅茶の香かおりが漂ただよう中、取材が始まった。

「そこのお前、ディルアラン出身だな」

「そうだヨ！」

　ベルゲルの問いに、アミューさんはあっさり答える。

「五〇年ほど前までは、彼女のような獣じゆう人じん族ですら迫はく害がいされていた。だからダイアランには立ち入る事すらできず、仮に入れたとしても卑いやしい仕事しかもらえなかったものだ」

「移民問題……とは違ちがうか。普通に人種差別だなこれは」

　淡たん々たんと語るベルゲルに、俺は少し後こう悔かいする。

　なんだか重い話になってきたな。

「今では獣人族はどちらの大陸でも珍めずらしくない。しかし彼女の言葉の訛なまりはディルアランのものだ」

「私は世界中を旅してきたからネ！　だから色んな国の言葉も覚えたシ、ガイドとしてもいろんな場所を案内できるヨ！」

「だったら彼女にディルアランの事を聞けば良かったのではないか？」

「そうだよセンセー！　私、なんでも答えられるヨ！」

　大きな胸を叩たたいてアピールするアミューさん。

「じゃあアミューさん。ダイアラン大陸とディルアラン大陸の戦いの原因って知ってるのか？」

「うーん……えっと……」

　首をかしげて考え込むアミューさん。

　やっぱり知らないんじゃないか！

「ち、違うヨ！　歴史に関しては詳くわしくないだけデ、珍しい観光スポットとかは知ってるんだヨ！」

「観光スポットだって、その土地にまつわる歴史を調べないとガイドできないだろ」

「あうう……」

　なんでもできると思ってたけど、もしかして知識に関してはダメなのかこの人。

　意外──でもない弱点だな。

　いや、今まで何度も助けられたからいいんだけどさ。

「というわけでベルゲルさん。ウチのダメなガイドに代わって歴史を教えてください」

「仕方ないな。そこの獣人族もきちんと聞くのだぞ」

「ハイ！」

　ベルゲルに言われて、居住まいを正すアミューさん。

「そもそも二つの大陸は、昔からあまり仲が良くなかった。というのも文化が違うからだ。ダイアランの人間にとって、ディルアランの風習は野や蛮ばんで醜みにくいものらしい。それは視点を逆にしても言える事だ」

「まぁ、そういう事は良くあるわな」

「私としても、ダイアランの風習は良く分からぬ事が多い。それで戦争が起きた」

「いきなり話が飛んだな」

「つまり互たがいの風習は、戦争を起こすほど醜く見えたという事だよ」

　そこまでの文化の違いなのか。

「ディルアランの人は、基本的に夜行性なんだヨ。ダイアランの人が特に嫌きらってるのは、動物の姿形と内臓崇すう拝はいだネー」

「動物はいいとして、アミューさん、その内臓崇拝ってのは？」

「ディルアランの人、健康祈き願がんのために臓物を神様に捧ささげるノ。人間や動物の死体カラ。それがダイアランの人にとっては邪じや教きように見えるんだっテ」

　あー、それは分からないでもない。

　夜行性の人が夜中に神様に臓物を捧げる儀ぎ式しきとか、俺たちの常識では通報案件だ。

「例えば、これを見てくれ」

　彼が懐ふところから取り出したのは、一枚の絵。

　そこにはベルゲルと、おそらく彼の家族であろう妻と子供。

　それから一家にまとわりついている触しよく手しゆだらけのゲル状の生き物。

　彼らの背景には血に染まった旗と、臓物で彩いろどられた壁かべ。

　デスメタルのジャケットと言われても信じるぞ。

「この後ろのコレ、なんです？　モンスター？」

「モンスターは我らが創造した兵器だ。これは天然物のローパーだ」

「天然物のローパー……」

「キミたちの感性でも、やはりキモいと思うか？」

「すいません、ちょっと今時のトレンドじゃないですね」

　これを邪じや悪あくと称しようして討とう伐ばつしに行く気持ちも、ちょっと分かる。

　現代のように「話せば分かる」「異文化への理解」という言葉があまり浸しん透とうしていない文化圏けんなのだ。俺たちの世界だって、百年前まではそうやって発展してきた。

「じゃあベルゲルさんは、こういう生き物はどうです？」

　俺はスマホのアルバムに入っていた子こ猫ねこの写真を見せる。

「……こないだ読んだ怪かい奇き小説の化け物に似てるな」

「やっぱり、そういう感性なんですね」

「正直、キミがこの化け物に襲おそわれているように見える」

「あ……そういう事か」

　戦争の原因、なんとなく分かった。

　どちらも正義感によるものなのだ。

「なるほど──どちらも互いの大陸の人間を救おうとしていたのか。化け物に虐しいたげられている人間、化け物や邪教をありがたがっている人間から解放しようと」

「それがいつの間にか、憎にくしみに変わっていったのだ」

「ベルゲルさん、あなたわりと冷静に分ぶん析せきできるんですね」

「私は今でもダイアランの人間が劣れつ悪あくな環かん境きように置かれていると思っている。それを救うために戦っているし、勇者と呼ばれる存在は醜い化け物の親玉だ」

　異文化による戦争か。

　これは根が深いし、取り除こうと思っても取り除けない。

　それができる者こそ、本物の〝勇者〟なのだろうが。

「……私はどちらの文化も好きなんだけどナ」

　悲しそうに呟つぶやくアミューさん。

　そういう人もいるだろうが、きっと少数派なんだろうな。

　俺もどちらかと言えばダイアラン派だ。

　ただ、ディルアランの文化を否定するつもりはない。

「まぁ、ここで私が言っても仕方がない。実際に見てみたほうがいいだろう。異世界の取材というならば、その方が身になるだろう？」

「そうですね。ありがとうございます」

　ベルゲルは遠くを見る。

　どこまでも続く空。

　俺の視界の端はしっこには、手すりに摑つかまってしゃがみ込んでいるＪＫが。

「おい、平気かＪＫ？」

「へーきなわけないじゃん……！」

　目の前には、大空。

　おそらく手すりの下にも、大空。

　俺たちは現在、空を飛ぶ巨きよ大だいなモンスターの背中に乗っている。

　二〇平方メートルほどの巨大なエイの背中に、人間が乗るための空間がある。ランドセルのように背中に設置されたそれは一〇畳じようくらいのスペースのテラス。

　魔ま王おう軍の将軍クラスなら、馬よりも乗り慣れているモンスターだそうだ。

「あっ！　見えてきたヨ！」

　アミューさんの指さす先には、黒い大地が。

　あそこがディルアラン大陸──

　魔ま物ものと臓物の土地。

〝ハーレム〟を嗜たしなむ魔王が住んでいる場所だ。








第14話　一方その頃ころ






　東京某ぼう所しよ、ＫＡＤＯＫＡＷＡ第一三ビル。

　タバコのヤニと血で汚よごれた壁に、ひとりの作家が叩きつけられる。

　背中を打ってくずおれる彼の腹に、編集者の容よう赦しやのない蹴けりが叩き込まれた。

「おい、兄ちゃんよ。勘かん違ちがいしてねぇか？」

　編集者はサングラスを取り、作家の前にしゃがみ込む。

　鳩尾みぞおちを蹴られて息もできない作家の胸ぐらを摑むと、顔を近づけてこう言った。

「誰だれがお前の好きな話だけを書いていいって言った？」

「で、でも……僕はこれが書きたいんです」

　なんとか声を絞しぼり出す若い作家。

　そんな彼に、編集者はこう続ける。

「お前が書きたいモンなんざ知ったこっちゃねぇんだよ。オメーは編集の言われた通りに書いていればいいんだよ」

「で、でも……！」

「この業界はなぁ！　金が正義なんだよ！　儲もうけられないラノベに意味はねぇんだ！」

　ドスの利いた声に、若手作家が萎い縮しゆくする。

「待ちな」

　編集部の床ゆかを叩く、靴くつの音。

　現れたのは、キセルをくゆらせる和装の女性。

　このゴロツキどもの集団の中で、彼女だけが異い彩さいを放っている。そもそもオフィスで和服を着ている事自体が異常である。

「こ、これは……編集長」

　先ほどまで作家を恫どう喝かつしていた編集者が萎縮して、脇わきへ退く。

　編集長はキセルの煙けむりを若手作家に吹ふきかけると、小さく笑った。

「まだ若いのにいい度胸だね。『僕はこれが書きたいんです』ときたか」

「は、はい！　僕には書きたい話があるんです！」

「アンタが書きたい話ってのは、ケンタウロス少女が主人公のラノベだったね。プロットは読ませてもらったよ」

「はい！　絶対に面白い自信があります！」

　熱意に燃える若手作家。

　しかし編集長は冷たく告げた。

「面白いかどうかは問題じゃない。そいつは売れないよ。そりゃ作品であっても商品じゃない」

「な……そんな」

「特とく殊しゆな性せい癖へきを売りにしたラノベは、特殊な性癖の読者にしか売れないのは分かるね？　アタシたちが相手にしているのは、ノーマルな趣しゆ味みの、誰もが好きになるヒロインを好む、大多数の読者なんだ」

「で、でも、マイナーなジャンルだって、読んでくれる人が」

「いるよ。絶対に読んでくれる人はいる。絶賛してくれる人もいるさ。だけどね、それは少数なんだよ」

　編集長は近くのソファに腰こしを落ち着けると、再びキセルをくわえ、煙を吐はく。

　たったそれだけの短い時間で、若手作家も、周囲の編集者たちも黙だまってしまう。

「好きなものを書くのは大事だ。作家にとって基本中の基本だよ。だけど『売る』となると話は別だ。売れない本ばかり出したら出版社が倒とう産さんしちまう。だからアタシたちは多くの読者がより好む話を売ろうとする」

「……はい」

「どうしてラノベ業界は金が正義なのか教えてやろうか。金ってのは出版社にとっての力だからさ。力がなけりゃアンタも、他の作家も助けられない。だけど、もっと困るのは作家自身じゃないのかい？　さらに言えばアンタの作品を待ってる読者もだ」

「…………」

「プロ作家ってのは、文章を書いてお金をもらう人種の事だ。お客さんの気持ちを考えないとプロとは呼べないよ」

　すると先ほどまで作家を痛めつけていたヤクザのような編集者が、若手作家の肩かたを叩たたく。

「なぁ、おめぇよぅ、今度結けつ婚こんすんだろ？　ヨメさんも食わしてかなきゃいけないんだろ？　趣味に走ってる場合じゃねぇだろ？」

「でも……俺……書きたくて……」

「書きたい気持ちを否定してるんじゃねぇ。プロのラノベ作家としてどうあるべきか、もう一度考えろってこった」

「うっ……うっ……」

「本物のプロはな。自分の書きたい事と、売れる話を両立させるんだ。オメーの欲よく望ぼうを、商品に変えるんだよ」

「はい……！」

「編集だって作品がコケりゃエンコ詰つめる覚かく悟ごでやってんだ。崖がけっぷちなのはオメーだけじゃねーんだぜ」

　泣なき崩れる若手作家を優しく撫なでる編集者。

　そんなメロドラマのような光景に苦笑しつつ、編集長は何かを思い出したように顔を上げた。

「そうだ。おいアリマ。今、ファンタジーの異世界に取材に行ってるアイツはどうしたんだい。あの欲望の権化のようなクズ野や郎ろうは」

「姐あねさん、アンタいくらなんでも作家をクズ呼ばわりは」

「勘違いすんじゃないよ。アイツはクズ野郎だけど、クズ作家じゃない。肉も果物も、腐くさりかけが一番美味うまいってね。それで、様子はどうなんだい？」

「定時連れん絡らくはしてますが……今、連絡取りますか？」

　別の編集者がケータイを取り出す。

　編集長がアゴで促うながすと、ゴロツキのような編集者はすぐに電話をかけた。




　　　　＊




「もしもし」

『おう、俺だ。連絡が滞とどこおって悪かったな』

「いや、こっちとしちゃ気が楽でいいっす。また原げん稿こう取るのに追われてたんですか？」

『そうなんだよ、ガサイさんがまた勝手に仕事増やしやがってよぉ。あっちも銃じゆうの使い方に慣れてっから、いくら脅おどしても書きやがらねぇ。こうなりゃアイツが経営してる遊園地に火でも──って、そんなことはどうでもいいんだよ』

「アンタが勝手にべらべら喋しやべったんだろうが」

『どうなんだ異世界の取材は？　ちゃんとしたプロット書けそうか？』

「まぁ、順調ってとこです」

『今、どこで何やってんだ？』

「あー……」

　俺は周囲を確認する。

　将軍ベルゲルに案内されて連れてこられた〝ディルアラン大陸〟、そこの〝ダーケスティア国〟という場所に着いた俺たちがまず案内されたのが、そこの首都とも呼べる大都市。

〝デスアダー〟というその町で手厚い歓かん迎げいを受けていた。

「さぁ食べてください。腕うでによりをかけました」

　ベルゲルの奧さんは美人だった。

　ただ、彼女が用意してくれた料理がグロかった。

　マグロの目玉のようなものがゴロゴロと並んでいる。隣となりの皿には血液のように真っ赤なスープ。その隣には何かの動物の内臓が山盛り。

　これがディルアラン大陸では一いつ般ぱん的な食事らしい。

『おい、聞いてんのか？』

「はい、えっと今、現地で知り合った人妻の目玉を齧かじってます」

『……おいどうした。疲つかれてんのか？』

　食べないのは失礼なので、とりあえず目玉を口に入れている。

　血の味とソースの味が合わさって……。

「あれ、美味い。人妻の目玉、マジで美味いっすよ」

『オイ大だい丈じよう夫ぶか!?　一度こっち戻もどってこいよ！』

「いや、この血とか内臓もいけますって！」

『何やってんだオイ！　お前、異世界での殺しはヤバいぞ！　血の味に飢うえて、こっちの世界でも殺さつ人じん鬼きになったラノベ作家知ってるだろ!?』

「いやー、血の味に病み付きになる気持ち、分かります」

『はぁ!?　おい、しっかりしろ！　新作書くまでは正気で──』

　それだけ話すと、俺は通話を切った。

　食事中に通話はマナー違い反はんだ。緊きん急きゆうかと思って出てみたが、たいした用事じゃなさそうだ。それなら今は食事に集中したい。

「美味おいしい……これ、すごく美味しい」

　ダイアランで虫のジュースを嫌いやがっていたＪＫも頰ほおに手をあてて嬉うれしそうな顔。

　この表情はお世辞では出せないだろう。

「ほう、異世界人もこの食事はいけるのかね」

　喜んでいるのはベルゲルや奧さんも同じだ。

　振ふる舞まった料理を美味しそうに食べてもらえば、誰だって嬉しいはずだ。

「見た目はダイアランの人と同じように、キモいと思います。でも味付けはダイアランと変わらないですよ」

「中身は同じ人間だからな。味覚も同じなのだろう」

「美的感覚だけ違ちがうんですね」

　俺はベルゲル邸ていのリビングを見る。

　かなり名のある将軍らしいが、家は普ふ通つうだ。一家三人で暮らしているらしく、〝デスアダー〟の町の住宅街にぽつんと建っている一いつ軒けん家や。

　リビングには防ぼう腐ふ処理された臓物をあしらったインテリアや、食虫植物のような観葉植物、それと全体的に赤く塗ぬられた壁かべ。

　悪あく魔まが住む家、と言われたら、納得するだろう。

　さらに魔ま王おうが住む町で、クェスティアにいた時のように窓から城が見える。あの城に魔王が住んでいるらしい。

　こちらは黒いレンガで作られた巨きよ大だいな城で、コウモリのような鳥が周囲を飛び回っており、禍まが々まがしいオーラが見える。完全に魔王城といった趣おもむき。

　なのに、この町に住んでいる人からはポジティブな雰ふん囲い気きを感じる。

　それもそうか。

　戦争をしている魔王の国っつっても、住民は人間なんだ。仮にも王様が支配している国なんだから、常に荒こう廃はいしてるヒャッハーな世界なわけがない。

　ここも魔王がきちんと統治して、まともな政治をしている国なんだ。

「ひ、ひぃぃぃ、ヤ、ヤメテ！　耳は、耳は弱いノ！」

「あははは！　すごーい、頭の上に耳だー！」

「ああん……ダメなノォ……！」

　リビングの隅すみっこでは、アミューさんがベルゲルの子供と遊んでいる。三歳から四歳くらいの女の子だ。獣じゆう人じんのアミューさんが珍めずらしいらしく、あちこちに触ふれている。

　耳や尻尾しつぽが弱いらしく、触れられる度に顔を赤くして喘あえぐアミューさん。

　ベルゲル将軍、あなたの娘むすめさんはさぞ立派な人物に成長すると思います。

「あなた、そろそろ……」

「ああ、そうだな。そろそろ時間だ」

　ベルゲル夫妻が何かを話している。

「異世界の作家よ。そろそろ別のお客さんが来る。キミの話をしたら、ぜひ会いたいとの事でな」

「誰だれが来るんですか？」

　目玉のコリコリとした感かん触しよくを楽しんでいる俺に、ベルゲルはこう告げる。

「魔王様だ」








第15話　魔王降臨






　魔王。

　ゲームのラスボスの定番。

　なぜ定番なのかというと、敵の親玉──つまり王国を持てるほど強大な軍勢のボスだからだ。名前は違えど、ある程度の大きな集団を束ねる存在は〝魔王〟と呼んでいいだろう。

　最近は魔王が主役のラノベやマンガが増えてきた。

　例えば、魔王が近所に住んでいたり、部下とほのぼの過ごしたり。

　それは崇すう高こうで凶きよう悪あくな存在を身近に落とし込む事によるギャップを楽しむものだ。

　とはいえ、思い出してみると、そう珍しい事ではない。

　シューベルト作曲の〝魔王〟など、魔王が自ら親子連れの馬まで赴おもむき、言葉巧たくみに子供の魂たましいを抜ぬき取ろうとしていたのだから。全て自分自身、ＤＩＹで抜き取るほど魔王という存在はマメなのだ。

　これからベルゲル家を訪れるという魔王も、その類たぐいなのか。

「普通、魔王って城に住んでるんじゃないんですか？」

「もちろんだ。それがわざわざ私の家に来る事の意味、分かるだろう？」

「お忍しのびって事ですか。隠かくれて俺と接せつ触しよくする理由があるんですね」

　俺の問いに、ベルゲルは真ま面じ目めな顔で頷うなずく。

「内密な話があるそうだ」

「なんで内ない緒しよにするんだろ……？」

　首をかしげるＪＫ。

　俺も彼女とまったく同じ感想を抱いだいた。

　だって俺、ただの旅人だぞ？

　しかもついさっきディルアラン大陸に着いたばかりだ。

「異世界人のキミにどうしても頼たのみたい事があるらしい。魔王様には魔王様のお考えがあるのだろう」

「ま、会ってみないと分からないって事か」

「それとは別に、私からもキミに個人的な頼みがある」

「なんです？」

　するとベルゲルは周囲を見回し、誰も聞いていない事を確認すると、俺に小さな声でこう言った。

「……キミの力で、この戦争を終わらせる事はできないだろうか」

「へ？」

「異世界人はこの世界にはない様々な超ちよう常じよう能力を持つと聞く。その力で二つの大陸の戦争を終わらせる事はできないのか？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。なんで俺に？　さっき会ったばっかだろ！」

　なんだよ。

　仮にも魔王軍の将軍がこんな事言っていいのかよ。

　いや──逆だ。将軍だからこそ、この戦いが早く終わればいいと思っている。

「強いて言うなら、価値観の違いだ。異世界独自の価値観を持ったキミなら、新しい視点で平和をもたらす事ができるのではないかと思った」

「価値観の違いで戦争が終わるなら、誰も苦労はしないでしょ」

「キミならできると思ったのだが……」

「いやいや、さすがに買いかぶりすぎです」

　俺が首を横に振ると、ＪＫが俺の袖そでを摑つかんだ。

「せんせー、できないの？」

「なんでお前まで同調してるんだ」

「だって戦争なんて終わった方がいいじゃん。私たちにもお手伝いできないのかな」

「そりゃ平和な方がいいに決まってるけど、俺たちが何かする義理も権利もない」

「権利……？」

「俺がここに来たのは〝取材〟のためだ。けっして世界平和のためじゃない」

　もともと〝無む双そう〟と〝ハーレム〟を取材して作品に生かすための取材旅行だ。あわよくばアミューさんとイチャイチャしながら、楽しい旅ができればと思っていたんだよ。

　なんで世界平和のために戦わなくちゃいけないんだ。

　俺は作家であって勇者じゃないんだ。

「自分の事に置き換かえてみろよ。俺たちの世界に異世界人がやってきて、俺たちの想像も付かない変な手段で平和にするって言われたらどうする？」

「……うーん、不気味だね」

「だろ？　いくら戦争状態でも、異世界人が関わっちゃダメだ」

「そっか……」

　肩かたを落とすＪＫ。

　そんな顔するなよ。俺だって平和な方が好きだ。

　だけど異世界人の俺たちがホイホイ関わったら、世界が変わってしまう。

　勇者の前では「その気になれば世界を滅ほろぼす」とタンカきったものの、「取材のために世界を変えますサーセン」と簡単に言い放っていいレベルの話じゃない。

　あくまで〝取材〟に来たって事を忘れちゃダメだ。

「そういうわけですベルゲルさん。申し訳ありませんが」

「いや、私も無理を言った。すまない。もはやどこの国もこの戦いを平和的に終わらせる手段を知らぬのでな。せめて異世界における別視点からのアプローチが欲しかったのだ」

　苦笑するベルゲル。

　冷静な将軍で助かった。きっと〝知将〟とか呼ばれてるんだろうな。

　ダイアラン大陸側に彼がいたなら、勇者の良きアドバイザーになっていたかもしれない。

　しかし、戦争ねぇ。

　これが絶対悪の魔王と、絶対正義の勇者の戦いなら分かりやすいんだが。

　読者も勇者の方に感情移入しやすいだろうし。

　だけど両方が正義だと、書くのが難しいんだよな。

「いっそあんたらが完全に悪者だったら助かったんだけどな。滅ぼしても心が痛まないくらいに」

「ひどい事言うね、せんせー」

　ＪＫに白い目で見られつつ、しばらくベルゲルにこの大陸の話を聞く。

　聞けば聞くほど興味をそそられる場所だ。

　魔王と会ったら、今度はこの大陸を旅するのも悪くないと思い始めた頃ころ──

「まぁ、いらっしゃいませ魔王様」

「ああ、邪じや魔まするよ」

　玄げん関かんの方でベルゲルの奧さんの声が。

　それと若い男の声。

　ほどなくして現れたのは、二〇代後半くらいの男性。

　黒くろ髪かみで日本人の好みに合いそうなイケメン。

　背も高く、身体からだもよく鍛きたえられている。

　服装はこの大陸の流行なのだろう、黒いシャツをフード付きの黒いマントで覆おおっている。これは顔を隠す意味もあるようだ。

　しかし、普通のイケメンだ。まったく人間離ばなれしていない。

「どうもお客さん。ダーケスティア国の魔王です。初めまして」

　優しく手を差し出す魔王。

　俺はその手を強く握にぎりしめる。

「どうも初めまして。今日はお会いできて光栄です」

「そちらのお嬢じようさんも初めまして」

　歯を見せて笑う魔ま王おう。

「は、初めまして。あの、でも──」

「何か？」

「今、ダーケスティアの魔王って……他の国にも魔王っているんですか？」

「ああ……そうか、キミたちは魔王様がひとりだと思っていたのか」

　思い出したように手を叩たたくベルゲル。

「〝魔王〟とは、国を治める人物の総そう称しようだ。このディルアラン大陸にある一〇の国それぞれに魔王がおられる」

　そうだったのか。てっきり魔王はこの大陸の全てを支配している唯ゆい一いつ無二の存在かと。

「なんで『王』の前に『魔』なんてつけるんですか？」

「我々にとって『魔』とは偉い大だいな言葉なのだ」

「あ、なるほど。ダイアラン側だと『聖王』とか呼ばれるわけですね」

　ＪＫの説明が分かりやすい。

　なるほど、こちらの言葉で「偉大なる王」だから「魔王」なのか。

「ベルゲル。この人たちをもてなしてくれて、本当にありがとう」

「とんでもない。魔王様のご命令とあらば」

「じゃあ悪いが、少し外してくれるか。私は彼と大事な話がある」

「かしこまりました。何かありましたらお呼びください」

　恭うやうやしく一礼して、リビングから出ていくベルゲル。

　俺との態度の違ちがいから見ても、やはり彼は魔王なのだろう。

　しかし──

　ベルゲルが退室した瞬しゆん間かん、彼は豹ひよう変へんする。




「先せん輩ぱい！　お久しぶりですっ！」




　両手を広げて抱きついてくる魔王。

　その身体を引き剝はがすと、俺はそいつの胸ぐらを摑む。

「お久しぶりですじゃねぇよ！　お前こんなところで何やってんだよっ！」

「ちょ、先輩、苦しい！　やめて！　おぅっふ……！」

　俺の肩をタップする魔王。

　この野や郎ろう、まったく悪びれる様子もない。

「ねぇ、せんせ。この人……？」

「おうＪＫ、お前は素顔は見た事がないよな」

　服から手を離すと、情けなくよろめく魔王。

　なんだかドッと疲つかれが出た。

　俺は親指で示しながら、ＪＫに簡単に説明する。

「こいつはキノシタ。後こう輩はいのラノベ作家だ」








第16話　その魔王、後輩につき






「キノシタ……って、もしかして、あのキノシタさん!?　『フーリッシュ・ハイスクール』の!?　超ちよう有名ラノベ作家じゃん！」

　俺の袖を摑んで、ぶんぶん揺ゆするＪＫ。

　おい、俺の時は名めい刺し渡しても思い出せなかったくせに、コイツの時は一発かよ。

「あたし『フリスク』読んでました！　アニメも観ました！　すごく面白かったです！」

「ハハハ、ありがとう。嬉うれしいよ」

　ＪＫと握あく手しゆするキノシタ。

　別に嫉しつ妬とはしない。彼はそのくらい有名なラノベ作家だ。

　五年前に俺と同じレーベルからデビューしたキノシタは、新人賞応おう募ぼ作にしてデビュー作の「フリスク」で一いち躍やく大ヒットを飛ばした。

　一巻の売り上げは五〇万部以上、アニメのＤＶＤも三万枚近くの売り上げ。書しよ籍せきもアニメも数ヶ国語に翻ほん訳やくされており、違い法ほうダウンロード数も目を覆うほど。

　シリーズが終しゆう了りようした今でも、読者はその名前を記き憶おくしているだろう。

　俺が言うのもなんだが、本当にすごい作家なのだ。

「お前失しつ踪そうしたと思ったらこんな所にいたのか」

「いやぁ、すみません」

　そう、コイツは二年前に急に姿を消した。

　たまにＬＩＮＥなどで連れん絡らくを取っていたが、居場所だけは教えてくれなかったのだ。誰だれかひとりにでもバレると、編集部にチクられると思ったのだろう。

「編集部がずっと捜してたぞ。ほれ」

　俺はスマホの画面を見せる。

　ＫＡＤＯＫＡＷＡが主しゆ催さいしている賞金首のサイトだ。

　逃にげ出した作家やマンガ家やイラストレーターを捕つかまえた者には賞金が出るのだ。

「うわ、僕の懸けん賞しよう金、二〇〇万円ですか。しかも『ＤＥＡＤorＡＬＩＶＥ』って」

「え……どういう事？　死体で持ち帰ってもいいの？　とうとうラノベ作家って死者蘇そ生せいもできるようになったの？」

「さすがに死者蘇生は無理だけど、ＫＡＤＯＫＡＷＡならゾンビ化や吸きゆう血けつ鬼き化させても書かせるだろ」

「怖こわっ……！」
















　震ふるえるＪＫとキノシタ。

　まぁどっちが悪いかといえば、失踪する作家が悪いわけだが。

　異世界に取材に行くのはハイリスクだ。当然、失踪や死の危険性が伴ともなう。編集部もそれを理解して行かせているのだから、事故にも慣れている。

　現地での死亡だけなら、確認しやすいからマシだ。編集部は死体回収班を向かわせるだけで済む。

　しかし自分の意志で失踪されたらお手上げだ。専門の捜し屋を使って、長い時間をかけて捜そう索さくする必要がある。

「他の作家からも『生きてる』って言われてたから心配はしてなかったけど、そうか、こっちの世界にいたのか」

「本当にご迷めい惑わくおかけしました」

「で、何でこの世界にいるんだ？　お前もファンタジー書くのか？」

「あはは……」

　笑って言葉を濁にごすキノシタ。

　言わなくても、なんとなく察する事はできる。

　彼は「フリスク」のシリーズが終了してから、新作を書いていない。

　そのための取材旅行のつもりだったのだろう。

「取材旅行のつもりがズルズルと長居しちまう──よくある話だ」

「楽しいんですよね、この世界」

　キノシタはそう言って、申し訳なさそうに笑った。

「新作が書けないっていうか、書きたいものが見つからなかったんです。そこで新しい体験をすれば何か見つかるかもしれないと思って、この世界に来ました」

「で、何がお前をこの世界に留とどめたんだ？」

「強いて言うなら、この大陸ですかね。ここの価値観は楽しいです。みんないい人なのに、グロに溢あふれてる。ラブコメばかり書いてた僕にとっては何もかも新しん鮮せんでした」

「まぁ、いい人たちってのは分かる」

「だから、ダイアランとの戦争のお手伝いをしたんです」

「…………お前……！」

　さっき、俺はＪＫに言った。

　この世界を変えるほどの行こう為いは厳禁だと。

「何やってんだキノシタ……お前、取材なのに」

「そうですね。取材をするなら、世界に干かん渉しようするのは良くない。正しい観察ができなくなってしまいますから。だけど僕はその時、もう取材旅行のつもりじゃなかったんです」

「この世界に骨を埋うずめる覚かく悟ごだったのか」

「ええ。もうあっちの世界に帰りたくなくて。だからこの世界に干渉しました。ダイアランと戦い、多くの人を救い、気がつけば魔王と呼ばれるようになった──」

　なんてヤツだ。

　取材でもなんでもなく、ただの〝逃とう避ひ〟で魔王になっちまいやがった。

　それだけの実力があるんだ、キノシタって男には。

　なのに、異世界に留まって新作を書かない。

「帰りたくない……書きたくないんですか？」

　寂さびしそうに尋たずねるＪＫ。

「……ごめんね。僕の新作、待っててくれてるんだ」

「あたしだけじゃないです。友達も、他の読者も待ってると思います」

「だよね、うん、分かってる」

「それに、あんなにすごいラノベを書けるのに、もう書きたくないって……何があったんですか？　編集さんとケンカしたとか？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

　プレッシャーのせいだ。

　デビュー作が大成功しちまったんだから、無理もない。

　読者は次回作に期待する。「フリスク」より面白い作品を待っている。

　それも一人や二人じゃない。新作刊行予定表にキノシタの名前が出るのを、何十万人もの読者が今か今かと待っているのだ。

　そんなキノシタに対して、俺が言える事は──何もない。

　俺がいくら焚たきつけても、こいつの胸の奥に再び情熱の炎ほのおが灯らない限り、どうしようもない。

　キノシタの作品はキノシタのものだから。

「それ以上言ってやるなＪＫ。コイツにはコイツの事情がある」

「だって、おかしいよ。ラノベ作家なのにラノベ書きたくないって」

　ＪＫは時々本当に鋭するどい指し摘てきをする。

　実際、俺は今ラノベを書きたくて仕方がない。この新しい体験をもとに、とんでもなく面白いラノベを一日でも早く読者に届けたいと思っている。

　しかし、そんな俺でも何もかも嫌いやになる時はある。

「そーいうもんだ。ラブラブカップルだって、ケンカして顔も見たくない時だってあるだろ？　それと同じだ。キノシタは今、ラノベとちょっとすれ違ちがってるだけなんだ」

「先せん輩ぱい、うまいこと言いますね。彼女いないくせに」

「うるせぇよ！」

　あ、それで思い出した。

「ところでキノシタ。ベルゲルさんからの情報によると、お前ハーレム築いてんだってな」

「ええ。王は後宮を作る事が認められてます」

「俺さ、〝ハーレム〟の勉強がしたくてこの世界に来たんだ」

「あー！　なるほど！　先輩モテないですもんね！」

「えーっと、ファミ通文庫編集部のアドレスは……と」

「待って！　待ってください！」

　俺がスマホを取り出すと、キノシタは慌あわてて止める。

「〝ハーレム〟の勉強ですね！　分かりました、ご案内しますから！」

「ありがとう。いい後輩を持って幸せだ」

「こちらこそ、口の固い先輩を持って幸せです」

　俺たちの友情はいつまでも変わる事はないのである。








第17話　全てを許される存在






　世話になったベルゲル将軍に何度も礼を言って、俺たちは彼の家を後にした。

　ベルゲルの子供がアミューさんとの別れを惜おしんで泣いていたが、すまないお嬢じようちゃん、彼女はウチのガイドなのだ。

　この仕事が終わったら、また会う機会もあるさ。

　しんみりした別れの後、キノシタの城へと向かう。

　馬車──いや、なんだか良く分からない、触しよく手しゆの生えたジャガイモの化け物みたいな生物が引いている車に乗って移動する事になった。

　このジャガイモみたいな化け物はディルアランではわりとよく見る家か畜ちくで、これの善し悪しで持ち主の格が分かるらしい。道中、こちらを見ている人が何人かいたが、きっと高級車を見るような感覚なのだろう。

　そんなジャガイモの背中から見るダーケスティア国の風景は、よくあるディストピアだ。

　家の前にはガイコツが並び、木から死体がぶらさげられ、道ばたで家畜を解体し、その血を道路にぶちまけている。

「なぁキノシタ。宗教的なものはともかく、衛生面は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫です。死体から発せられるウィルス類や、それを分解するバクテリアがあっちの世界とは違うんですよ」

「ほーん」

　そんな俺の心配をよそに、予防接種を受けていないＪＫはスマホで周囲の写真を撮とりまくっている。俺はともかく、女の子のスマホに入ってたらマズいだろ……。

「さ、着きましたよ先輩」

　触手ジャガイモが運んでくれたのは、ダーケスティアの中心である魔ま王おう城。

　素材的に当然なのだが、石で造られている。さすがに人骨や魔ま界かい植物で造られている事はないか。中に人間が住んでるんだもんな。

　外観もダイアランと変わらない……というか中世ヨーロッパの建築方式だ。

　改めて思うのが、機能性を重視すればダイアランもディルアランも変わらないデザインになるようだ。食べ物や乗り物、そしてこの建築物もそうだ。

　やはりどちらも、同じ人間が造ればそうなるんだな。

　よくファンタジーものに「文化が違う！　現実世界と同じようになるわけがない！」とケチをつける輩やからがいるが、人間が同じなら文化が似るのは仕方ないのかもしれない。

　多分、ライトノベルを書かせても同じだろう。

　趣しゆ味みの違いはあれど、起承転結のはっきりした、人間にとって読みやすい物語が生まれるはずだ。いや、すでに異世界人ラノベ作家がデビューしていても不思議ではない。

「ワー……本当に私も入っていいノ？」

「どうぞどうぞ。先輩のご友人はみんな招待しますよ」

「ワーイ！」

　嬉うれしそうに城に入っていくアミューさん。

　そうか、俺たちにとっては珍めずらしくない城でも、この世界に住んでいる人にとっては非常に価値がある場所なのだ。

　アミューさんの立場でいうなら、外国の首相官かん邸ていみたいなものだよな。ガイドの仕事をしているなら、案内の糧かてにもなるはずだ。

「センセーのガイドしてて良かったヨ！　ありがとネ！」

「そりゃこっちの台詞せりふだよ。アミューさんには迷惑かけっぱなしだからな」

　言ってみれば、後こう輩はいの家に連れていっただけだ。

　それだけでこんなに喜んでくれるなら、こちらとしても申し訳ないくらいだ。

　さて、その後輩はというと──

「お帰りなさい、魔王様！」

　城門をくぐった時点で、三人の女性が駆かけ寄ってきた。

　そして一番背の高い、金きん髪ぱつの女性がキノシタをタックルするように抱だきしめる。

　彼女に続いて、黒くろ髪かみの女性、赤あか髪がみの女性が次々にキノシタにタックルした。

　全員、二〇代に届くか届かないか──とにかく美人だ。

　そして巨きよ乳にゆうだ。

　Ｆ……いや、Ｇか。

　合計六つの巨乳に挟はさまれながら、キノシタは女性を抱きしめ返す。

「…………」

「なに、せんせー」

「いや、なんでもない」

　ＪＫから目を逸そらす。

　比べるのはいくらなんでも酷こくだ。

「ただいま。今日はお客さんを連れてきたよ」

「あら、そうなの？」

　そこで初めて彼女たちは俺たちを見る。

「どうも初めまして。私たち、魔王様の妻です」

「ど、どうも……」

　金髪に握あく手しゆを求められ、俺は優しく握にぎり返す。

　おお……近づいただけでイイ匂においがする。どんな香こう水すい使ってるんだ。

　ベルゲルの奧さんも美人だったけど、この三人は別格だ。ダイアランにもこんな美人はいなかったぞ。

　いやアミューさんも美人だし、ＪＫも小さくて可愛かわいいと思う。だけど本当にレベルが違う。まるでＣＧのように整っているんだ。

　初めてアミューさんを見た時には、それは感動したものだ。

　こんなに可愛い異世界人と出会えて良かったと心から思った。

　だがそれは現実感のある喜び。

　キノシタの奥方たちは、〝こんな美人が存在するわけがない〟と思ってしまうほどに現実感がないんだ。

　まさに異世界の存在と呼べる。

「先輩、とりあえず中に入りましょう。ここじゃ話もしにくいでしょう」

「ああ、そうだな」

「今日は泊とまってってください。城ですから、部屋はいくつもありますし」

「マジか。魔王城に宿しゆく泊はくなんて、楽しそうじゃねーか」

「何年も暮らしてると慣れますけどね、さ、君たちも行こうか」

　キノシタが妻たちを城内へ促うながす。

　大げさに手を振ふり、中へ案内しようとすると──

「きゃっ」

　キノシタの手が金髪の胸にあたる。

　ぽよん、という擬ぎ音おんがふさわしいくらい大きく揺ゆれていた。

「んもう、魔王様ったら」

「ハハハ、ごめんごめん。さあ行こう」

　金髪の肩かたを抱いて歩き出すキノシタ。

「おい、ちょっと待てキノシタ」

「どうしました先輩？」

「なんでお前、オッパイに触さわってんのに許されてるんだ？」

「えっ？」

「だってオッパイに触るって、もの凄すごく失礼な行こう為いだろ？　なんで許されてるんだよ」

「いや、それは……だって、僕の妻ですよ？」

　言っている意味が分からない。

　それになんだアイツ。他の妻ともやけに距きよ離りが近くないか。

　日本人のパーソナルスペース（心理的縄なわ張ばり）って、五〇センチから一二〇センチくらいが平均だったはずだが。

「おいＪＫ。アイツの言ってる事が分かるか？」

「分かるけど……」

　それにちょっと手を伸のばしたくらいで胸に触ふれるって、どんだけ巨乳なんだよ。

　ＪＫを見ろ。このように、今のキノシタと同じように手を伸ばしても、服の前を手が通り抜ぬけるだけじゃないか。

「何やってんだよアンタ……！」

「おお、すまん、ちょっとハーレムについての勉強と考察をしていた」

「小さくて悪かったな……！」

「待てＪＫ。これはハーレムを形成する女性たちの身体的特とく徴ちようを比べただけで、別にお前がハーレムに向いているとかそういう意味じゃ」

「そんなに触りたかったら、触ればいいだろっ！」

　ＪＫが俺の手を摑つかみ、強引に移動させる。

　その行き先は、アミューさんの胸。

　柔やわらかい感かん触しよく。

　昔、高速道路で窓の外に手を伸ばした時と同じだ。

「アッハッハッハ、ダメだヨセンセー！　エッチなのは料金に入ってないヨ！」

　視界が回転した。

　地面に引き倒たおされ、ダイアラン大陸に伝わる古流格かく闘とう術の関節技を極きめられる。

「ア、アミュさ、アミューさん、なにこれ、痛、すみません、痛いっす！　お願いしま、手、手だけは勘かん弁べんしてください！　すみません、手だけは！」

　な、フツーはこうなるんだよ。

　なんでキノシタは関節技かけられねぇんだよ。

　アミューさんすいません、本当に許してください。

















第18話　魔王城にて






　夜は魔王城でごちそうを食べた。

　ディルアランでもダイアランでもない、俺たちの故郷、日本の料理を振る舞まった。幸いキノシタの城には冷れい凍とう食しよく品ひんやインスタント食品がいくつかあったので、俺でも作れた。

　ラーメン、チャーハン、カレー、パスタ──

　日本の料理じゃない？　そんな事はない、我らのソウルフードじゃないか。

　わざわざ異世界に来てまで日本食を食べる。これ以上の贅ぜい沢たくがあるだろうか。

　アミューさんはすぐに美味おいしいと言ってくれたが、キノシタの三人の妻はおっかなびっくり食べていた。しかし味覚は同じ人間なので、次第に慣れてくれた。

　そして腹も膨ふくれたところで酒に移る。

　俺たちは遅おそくまで杯さかずきを酌くみ交わし、こちらとあちらの世界の事を話した。

　ディルアランの人は夜行性なので、キノシタの妻たちが寝る頃ころは正午近かった。それでも城の中にはあまり光が入ってこないので、燭しよく台だいの光に頼たよらないといけないが。

「だいたいですね、先せん輩ぱいは〝ハーレム〟を誤解してますよ」

　テーブルを挟んで、赤ら顔で俺を見るキノシタ。

「はぁ？　なんだよ誤解って」

「あなた〝ハーレム〟を後宮の事だと思ってるでしょ？　僕の妻たちみたいな」

「だってそうだろ？」

「ラノベにおける〝ハーレム〟は意味が違ちがうんです！　だって実際に後宮を持ってるラノベ主人公がどれだけいると思ってんですか！」

　言われてみればそうだな。

　ラノベで言うところの〝ハーレム〟は、主人公の周りに女子がたくさんいて、その全員が主人公に好意を持つ〝状態〟を指している。

「〝無む双そう〟もそうじゃないですか。最初に『真しん・三さん國ごく無む双そう』ってゲームがあって、大量の敵を薙なぎ倒すアクションの要素がウケたんでしょ？　で、いつしか〝無双〟って言葉がひとり歩きしたわけで」

「そっか。〝ハーレム〟もその類たぐいか。なるほどなー」

「先輩……いくらモテないからって、ハーレムを拒きよ絶ぜつしないでください」

「拒絶してねぇよ！　女の方が俺を拒絶するんだよ！」

「ラノベの女の子は拒絶しませんよ。だからいいんじゃないですか」

「ケッ、イケメンのリアルハーレム男に言われても説得力がねーよ」

「人の事言えないでしょあなたは」

　キノシタがグラスで指すのは、俺の隣となりで飲んでいるアミューさん。

「俺が？」

「ん？　私？」

「自分だってそんな綺き麗れいなガイドさんと、弟子の女の子連れて。ヒロインが二人もいれば立派なハーレムですよ」

「んなわけあるか」

　俺は笑って否定する。

「アミューさんはガイドだ。俺の仕事のパートナーだ。恋れん愛あいになんて発展するか」

「そうだヨ！　ガイドはお客さんとラブラブになっちゃいけないんだヨ！　規則で決められてるからネ！」

　ニコニコ笑って頷うなずくアミューさん。

　彼女は優しくて気さくだが、職業意識はしっかりしている。

「俺にとってアミューさんは、編集やイラストレーターと同じだ。尊敬すべき仕事の仲間だよ。ここじゃ名前を出せない超ちよう大おお御ご所しよのＡさんだって、『仕事で知り合った女とは絶対に関係を持たない』って誓ちかってるだろ」

「あの人いまだに守ってるんですかねぇ、誓い」

「さーな」

「なんで名前出せないノ？　誰だれもいないヨ？」

「あの人の人脈は恐おそろしいですからね。どこで聞かれてるか分からないから、怖こわくて迂う闊かつな事が言えないんですよ」

「とにかくだ。アミューさんはハーレムの対象にはならねーよ」

「でも私、センセーは好きだヨ！」

「うん、俺もアミューさんは大好きだ」

　酔よった勢いか、そんな事を口走ってしまう。

　だけど、その「好き」は仕事として、友人としての「好き」。

　これから先も、ずっとガイドして欲しいと思っている。背中を預けられる、信しん頼らいの証あかしである。

　そんな俺たちを見て、キノシタはため息をつく。

「だから売れないんですよ、あなたは」

「んだとこの野や郎ろう」

「そこでなんでアミューさんとイチャつかないんですか！　もっとエロい事しなさいよ！　読者はそういうの望んでるんですから！」

「お前さっきの関節技見ただろ！　客観的に見ても痛そうだったろ！　実際は想像以上に痛いんだからな！」

「関節技がなんですか！　そういう事しないから先輩のラノベはいつまで経っても売れないんですよ！　僕はやったから売れたんです！」

「分かってるよ！　俺はそもそも売れるラノベを書くために取材旅行に来てんだからさぁ！」

「いいや分かってない。先輩ちょっとそこ座りなさい」

「最初から座ってるんだけど……」

「僕が〝萌もえ〟について一から十まで手取り足取り教えてあげます。さあ、酒はまだありますよ」

　目が据すわっているキノシタに付き合わされ、結局俺はその後も一時間ほど飲んだ。

　別に一いつ緒しよにいる必要はないんだけど、なぜかアミューさんはそんな俺たちを見てゲラゲラ笑っていた。

　楽しいのか、こんな会話が。




　　　　＊




　んが。

　……寝てた。

「んー……飲み過ぎた」

　目を擦こすって、湯で顔を洗う。ここはどこだ──

　って、風ふ呂ろだ。キノシタの城の大浴場で寝ていたんだ。

　そうだ思い出してきた。ひとしきり飲んで遊んだはいいが、酒をひっくり返して全身ワインまみれになったんだっけ。それを洗い流そうと風呂を借りたのだ。

　さすが魔ま王おう。風呂まで豪ごう華かだ。

　そこらへんのホテルの大浴場よりもずっと広い。神しん殿でんのような柱がいくつも立ち並び、その中心にある湯船からは薬草のいい匂においがする。

　考えてみれば異世界に来てからこっち、ゆっくり湯船に浸つかるヒマもなかったな。元の世界でも温泉なんて久しく行っていなかった。

　ラノベならこういう場合、ヒロインと鉢はち合あわせするんだよな。

　やはり俺としては、アミューさんの褐かつ色しよくでムチムチな肌はだをこの場で見てみたいな。

　だがラノベのもうひとつのお約束として、俺の命が危険に晒さらされる。

「あれ、センセー！」

　……いるし。

　しかもフツーに手振ふってるし。

「な、ななななな、なー！」

　それにＪＫもいるし。

「そっかー、ワイン洗ってから、まだ出てなかったんだネ！」

　そう言いつつも、アミューさんは身体からだを隠かくそうとしない。

　普ふ段だんから軽装だから身体のラインがハッキリ見えるアミューさん。普段から見えているライン通りの肉付きだが、布一枚剝はいだだけでまったく別のものに見える。

　乳ち房ぶさから零こぼれる水すい滴てきが、腰こしから下に垂れる。

　その様子を無言で見つめていた俺は、生なま唾つばを飲み込む事くらいしかできない。

「ちょっ、すまん！　本当に不ふ可か抗こう力りよくで！」

「いいから出てけーっ！　何やってんだよっ！」

　手元に何もないので、水をかける事くらいしかできないＪＫ。

　アミューさんと比べると何もかもがコンパクトだが、状じよう況きようが状況なので三割増しくらいで可愛かわいく見える。表情は怖いが、それでも恥はじらいのせいで微笑ほほえましいとすら思える。

「センセー、これも取材なノ？」

「いや、それは、その……」

　確かに取材したいと思いました。それは事実です。

　だけどアミューさんの無む邪じや気きな笑顔を見ていると、罪悪感が湧わいてくる。

　いや、本気で怒おこっているＪＫの剣けん幕まくもそうなんだけど。

「そ、その、なんだ、二人とも取材対象になりそうなイイお身体をしていらっしゃって」

「フォローになってないっ！」

「ヤだなー、そんなキレーじゃないヨー」

　冷静にツッコミを入れるＪＫと、なぜか照れるアミューさん。

　どっちにどういう対応をしたらいいのか分からず、ますます混乱してくる。

　こういう時、キノシタならサラリとかわしそうだが──

「……ん？」

　あれ、でもちょっと待て。

「なぁ、アミューさんとＪＫはこの風呂の場所をどうやって知ったんだ？」

「キノシタに教えてもらったヨ？」

「あいつ、俺が風呂入ってるって言わなかったか？」

「だ、だってキノシタさん、誰もいないって言ってたよ！」

「……やっぱりそーゆー事かあの野郎！」

　俺は立ち上がると、風呂から飛び出す。

「ちょっとキノシタをとっちめてくる！」

「いいから前を隠せーっ！」








第19話　ライトノベルができるまで






　キノシタをぶん殴なぐって女性陣じんにひたすら謝り倒たおしてから、もう一度入浴した。

　その後、城の廊ろう下かを歩いていると、ふと、灯りのついている部屋を見つけた。

　中を覗のぞいてみると、書しよ斎さいだった。

　部屋の壁かべには一面、本ほん棚だな。それと中央に机とノートパソコン。

　その机で、ＪＫが一心不乱に何かを書いていた。

「寝ねないのかＪＫ」

「わぁっ！」

　俺の入室にも気づかなかったようで、慌あわててペンと紙を隠す。

　ノックは何度もしたんだけどな。

「な、なにせんせー、寝てたんじゃないの？　もう許したって言ったじゃん」

「寝るつもりだったけど、ここの灯りがついてたから。なんだお前、何か書いてたのか」

「ん。プロット」

　プロットは大事だ。

　言ってみれば企き画かく書しよのようなものだ。本来は編集に「私はこれからこういうものを書きますから出版してください」という要望書に近いが、自分で物語をまとめるのにも使う。

　企画書にして設計図。これがないと書けない人もいるし、なくても書ける人もいる。

「今日まで旅してたら、なんか書きたくなっちゃって」

「そうだな。俺もネタはスマホのメモにまとめてるよ」

　適当なイスを探して書斎を歩くと、本棚に並んだラインナップが目についた。

　電でん撃げき文庫、富士見ファンタジア文庫、角川スニーカー文庫、ＭＦ文庫Ｊ、ファミ通文庫、ＧＡ文庫、ヒーロー文庫、アルファポリス──

　ここ数年に出版されたラノベが並んでいる。

　なんだよ、俺の本もあるじゃねーか。

「ねぇ、せんせ」

　机に置いてあった水差しを取り、グラスに注いで飲む。

　ようやく酔いが治まってきた。

「ありがとね。せんせーのおかげで、面白い話が書けそうだよ」

　ＪＫが微笑む。

　素直にしてれば可愛いんだよ、この娘こも。

　それにプロットに向き合っている時もそうだったが、本当に一いつ生しよう懸けん命めいなのだ。

　まるで若い頃ころの俺やキノシタを見ているようで──

「なぁＪＫ。お前、なんでラノベを書きたいと思ったんだ？」

「え……そりゃ、楽しいから」

「今の理由はそれだとしても、きっかけってあるだろ？　最初にラノベを書きたくなった理由ってなんだ？」

　するとＪＫはさっき俺が見ていたラノベの棚たなを見る。

　少し言い淀よどんだ後、彼女はこう答えた。

「具体的な名前は出さないけど、さ──すっごいつまんないラノベを読んだの。キャラも設定もありきたりだし、なんでこれが出版されてんのってレベルで」

「うん、まぁ、そういう作品もあるわな」

「それで……思ったの。こんなつまらないラノベがあるなら、あたしの方が上手うまく書けるだろ、って」

「それがきっかけか」

「ごめんね。プロの前でこんな事言うなんて。あたしまだ作家志望ってだけなのに」

「何言ってんだ。恥ずかしがることじゃねーよ」

　俺は自分の胸に手をあてて、はっきりとこう言ってやった。




「俺の方が上手く書ける──ラノベを書く原動力としては充じゆう分ぶんだ」




　誰だれかと自分を比べるのは当然だ。

　それがどういう感情から来るものであっても、目の前に何か作品があったら自分の中の創作魂だましいに触ふれさせたくなるものなのだ。

「少なくとも、そのクソつまんねーラノベは、お前がラノベ作家になるために一番大事な事をやってくれた」

「大事な事って？」

「まずは心に火をつける、そして行動する──『ライトノベルができるまで』の、最初の段階だ」

　面白いラノベでも、つまらないラノベでも、ラノベ以外でも、「ここをこうすればもっと面白くなるのに」という気持ちは絶対に残る。

　その気持ちを自分のラノベに生かす。

　魂の薪まきにするのだ。

「ライトノベルができるまで……」

「まずはやる気のスイッチを入れる。その次は、行動する。プロットや文章力とか、萌もえとかアクションなんて、そのずっと後の段階だよ。大たい抵ていの奴やつらが、ここでつまずくからな」

　まず火をつけられない奴。火がついても動けない奴。

　そんな奴ばかりの今の業界で、異世界まで自力で来るのがどれほどのものか。

「俺の方が上手く書ける。そう思って書いてれば、いつか本当に上手く書けるさ」

「せんせーにそう言われると、もっとやる気が出てきたよ。あたし、面白い話がいっぱい書きたい」

「ああ、その意気だ。だけどそろそろ寝ろよ。明日、キノシタがモンスター製造工場に連れてってくれるらしいから」

「なにそれ、見たい！」

「寝ね不ぶ足そくだと遅ち刻こくするかもしれないぜ。今日はそろそろ寝ろ」

「うん！」

　嬉うれしそうに頷うなずくＪＫ。

　将来、こいつが必ず書き上げるであろう小説が今から楽しみだ。

　なんとなく彼女の頭を撫なでたくなったので、ワシワシと撫でる。

「ちょっと、やめてよせんせー」

　微笑むＪＫを見ていると、安心してきた。

　俺もそろそろ寝ようか──と、思った矢先だった。

「きゃあああああああっ！」

　けたたましい悲鳴と、爆ばく発はつに似た音。それから何かが崩くずれる音。

　大きな事故があったのは間ま違ちがいない。それとも事件か？

「ＪＫ、何か危険な事が起きたらしい。だから──」

「取材に行くんでしょ？」

「よく分かってるじゃねーか」

　ニヤリと笑って書斎を飛び出す俺たち。

　廊下から分かるのは、先ほどキノシタと飲んでいた宴えん会かい場から煙けむりがたち上っていることだ。あそこで何かあったようだ。

「近くに行ってみよう、せんせー！」

　ＪＫが言うよりも早く、俺は駆かけ出していた。

　先ほどの宴会場に戻もどると、そこで巨きよ大だいなバケモノが暴れているのが見えた。そして、それから逃にげ惑まどっているキノシタの奧さんたち。

　巨大な悪あく魔ま──ゲームで見た事がある、グレーターデーモンのような姿。

「召喚サモン」

　聞き覚えのある声と共に、火の鳥が召しよう喚かんされる。

　キノシタだ。

　あいつの召喚魔ま法ほうで呼び出された火の鳥が、グレーターデーモンにまとわりつく。

　どうなってんだ。さっきまで飲んでたのに、なんでこんな事に。

「おいキノシタ！　何があった!?」

「先せん輩ぱい？　寝たんじゃないんですか!?」

「いいから答えろ！　何だあのバケモンは!?」

「あれは……失敗作です。勇者を倒すために製造していたモンスターなんですが」

　そういえばアミューさんが言ってたっけ。モンスターの大部分は魔王が作ったものだと。

　なるほど、キノシタの召喚能力──それを使ってモンスターを作っていたんだな。

　などと話している間に、グレーターデーモンはこちらを向く。

「始末するなら加勢するぜ」

「先輩でも厳しいですよ？」

「やってみなきゃわからねーだろっ！」

　確実に仕留めるために、銃じゆうは必ず二発撃うてと先輩に教わった。ただしそれは人間相手の話だが──

　俺は走りながら照準を合わせ、先輩に教わった通りのやり方で発はつ砲ぽうする。肩かたに強い衝しよう撃げきが伝わるが、続けざまにもう一発。

　弾だん丸がんはグレーターデーモンの顔と目に命中した。

　目から血が噴ふき出る。

　よし──カニのモンスターと違ちがって、粘ねん膜まくなら銃が効く！

「オオオオオオオオオオン！」

　グレーターデーモンが俺に向かって走る。

　その一いち撃げきを避よけてから、至近距きよ離りで銃じゆう弾だんを──

　あ、やばい、これ、殴られる間合いだ。

　あの速さで殴られたら、死──

「召喚サモン！」

　遠くから聞こえるＪＫの声。

　続いて燃える竜りゆうがグレーターデーモンの顔面にまとわりついた。
















「オオオオオオオオオオ！」

　顔を押さえてのたうち回るデーモン。

　しかし火の勢いは衰おとろえず、デーモンの顔を焦こがし続ける。

　あれはさっき見たサラマンダー。異世界から召喚したモンスターだ。

　召喚したのは──

「あ、あたし……できた」

　ＪＫだ。

　なんであいつ、一回見ただけで──回復魔ま法ほうだけじゃないのかよ。

「うそ……なんで？　一度見ただけなのに……」

「あ、あなた、何者？」

　遠くに避ひ難なんしていた赤あか髪がみの奧さんたちも驚おどろいている。

　これは山さん賊ぞくのばあちゃんと同じ反応だ。

　魔法学校で長い間修行しないと会得できないはずの魔法を、異世界人のＪＫが習得しているのは、よほどの事らしい。

「召喚サモン」

　続いて聞こえるキノシタの声。

　あいつの魔ま法ほうに呼び寄せられて、空中に魔法陣じんが浮うかび上がる。その円から無数の剣けんが飛び出し、倒たおれたグレーターデーモンに突つき刺ささった。

　やがて絶命したデーモンは光になって消しよう滅めつする。

「先輩、みなさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ、ありがとう。やっぱりキノシタの召喚魔法はすごいな」

「僕はコレでラノベ作家になりましたから」

　照れ笑いするキノシタ。

　こいつの代表作「フーリッシュ・ハイスクール」は召喚魔法を題材にした学園もののラノベだ。

　それを書くために、自力で会得したらしい。勉強熱心な男である。

　自分の能力を使って、異世界で魔王にまで成り上がる。

　これぞ今時のラノベにありがちな展開ってやつだな。

「ですが……彼女は」

　俺もキノシタも奧さんたちも、全員がＪＫを見ている。

　彼女は自分の手を見ながら震ふるえていた。








第20話　最初の最後の手段






　今まで気にしていなかったわけじゃない。

　ただ〝無む双そう〟と〝ハーレム〟、それに二つの大陸の争いやキノシタの事など、他に面白そうな事こと柄がらが立て続けに頭に入ってきたので、つい意識の外に追いやっていた。

「なぁアミューさん。そもそも〝魔法〟って何だ？」

　魔王城の客室。

　俺とアミューさんとキノシタだけだ。

　幸いケガ人は出なかったので工場はすぐに復旧し、魔法陣と呪じゆ文もんのミスをチェックしてから再びモンスター召喚が行われる事になった。

　ＪＫは検査中だ。

　この世界は機械の代わりに魔法を使う。

　心電図やＣＴスキャンの代わりも魔法だ。それでＪＫを診みてもらっている。

「魔法っていうのは、私たちの国だと、第六、第七の感覚って言われてるヨ！」

「第六感って奴か」

「身体からだの中に魔ま力りよくがあって、その力を使うノ！　でも説明は難しいヨ……」

「ああ、それは分かる。手の動かし方なんて、他の人に口で説明しろっつっても難しいだろうし」

「魔力を持ってる人は生まれつき決まってるカラ、魔力のない私だとチョット……」

「てことはＪＫも魔力を持ってるのか」

「いえ、そうとは限りません」

　口を挟はさんだのはキノシタ。

「僕にも魔力はありませんが、召喚魔法が使えます」

「ああ、そういやそうだな。どういう事だ？」

「そもそも召喚魔法は魔力を必要としません。外部から魔力に近いパワーを持ってくる魔法なんです」

「ウン！　私も初めて見たヨ！　この世界の魔法じゃないよネ！」

「はい。これはこの世界でも、僕らがいた世界のものでもありません。まったく別の世界の魔法を、僕がダーケスティアの魔ま導どう士しに伝授したんです」

「お前、異世界の技術をそう簡単に──！」

「待ってください先輩。今はそれどころじゃないでしょ」

　確かにそうだが、キノシタのやった事はマナー違い反はんだ。後で糾きゆう弾だんするぞ。

　しかし今はＪＫだ。

「どこの世界の魔法でも、見ただけで一発で使える能力……か」

　口に出したらとんでもないスキルだ。

　なんでＪＫがそんなもの使えるのだろう。

　ていうか、なんでアイツに魔力があるんだ。

　俺もキノシタも魔力がないって事は、この世界の人間じゃ無理って事なのか。

　じゃあ──

「失礼します」

　扉とびらが開くと、全員が立ち上がった。

　そこにはキノシタの奧さんである赤髪のお姉さんと──ＪＫがいた。

「キノシタの奧さん。こいつの身体に何か異状はあったのか？」

「いえ……異状というほどのものはありません。病気もなければ、寄生虫や寄生植物の類たぐいもありません。誰だれかに魔法をかけられた痕こん跡せきもありません」

「じゃあ……普ふ通つうって事か？」

　俺の問いに、赤髪の奧さんは首しゆ肯こうする。




「はい。普通の──この世界の人間です」




　おい、言い間ま違ちがってるぞ。

　それを言うなら「あちらの世界の人間」じゃないのか。

　だって「この世界の人間」って──

「彼女の肉体は、異世界人のものではありません。ダイアランかディルアランかは不明ですが、魔力を持ったこの世界の人間です」

　奧さんの言葉に、ＪＫがビクッと震えるのが見えた。

　すぐにいくつもの可能性が脳を駆かけ巡めぐっている。

　だけど結論を急がせたくない。

「ＪＫ……お前」

「ち、違うよ。あたし、あっちの世界の人間だよ。日本人で、東京生まれで、小こ金がね井い市で育って、子供の頃ころからマンガとかラノベが好きで、そうだよ、あざの耕こう平へいさんや成なり田た良りよう悟ごさんのファンで」

　自分の身体を抱だきしめて震えるＪＫ。

　目に涙なみだを浮かべる彼女に、俺は質問をしなければならない。

「いいか。一から質問するぞ。お前は本当に日本人なんだな？」

「そうだよ！」

「この世界の人間になった──魔力を持った理由に心当たりはないのか？」

「それは──」

　心当たりがあるんだな。

　俺たちとは明確に違う、ＪＫだけの理由があるんだ。

　なら、俺に考えられる原因はこれしかない。

「お前、どうやってこの世界に来た？」

「え……!?」

「俺はＫＡＤＯＫＡＷＡのツテを辿たどって、正規のルートでここに来た。お前はどうなんだ。どうやってこの世界に来たんだ？」

「う……！」

　俺の言っている事を理解したのだろう。ＪＫは口ごもる。

　彼女が答えるまで、たった数秒。

　しかし俺には何時間にも感じられた。

　やがて観念したのか、ＪＫは小さな声で告白する。




「トラックに……轢ひかれて」




　やはりそうか。

　トラック転生──最近アマチュアの間で流行している、異世界転移法だ。

　やり方は簡単。トラックに撥はねられるだけ。

　別にトラックでなくてもいい。セダンでもいいし、バイクでもいい。高いところから落下してもいいし、刃は物もので刺されてもいい。

　とある大おお御ご所しよ女流マンガ家は、爆ばく発はつなどの死の危険を伴ともなう火に焼かれるとタイムスリップする体質だと聞く。おそらく現代のトラック転生はそれに近いやり方だ。

　そのお手軽な方法が話題を呼び、異世界に行きたがるアマチュア作家は激増した。

　だがそのやり方は危険なんだ。

〝転生〟と呼ばれるくらいだから、トラックに轢かれた身体は普通死ぬ。

　だが奇き跡せき的な確率で異世界に転移する事ができる。

　そんな〝特とく殊しゆ能力〟に恵めぐまれた、本当に一部の選ばれた人間だけが可能な荒あら技わざなのだ。

　あまりに危険なので、今はＫＡＤＯＫＡＷＡだけでなく、全ての出版社が「絶対にマネをするな」と警告している。運送業者や清せい掃そう業者にも迷めい惑わくがかかるしな。

「なんでそんなマネした？」

「…………あたし」

「答えろ」

「……あたし、ラノベが書きたくて。ラノベ作家にどうしてもなりたくて」

　怯おびえながらも、ＪＫは答える。

「あたしオタクだし、頭も顔も良くないし、友達より優れてる部分なんて全然ないんだよ。だけどラノベ作家になれば、あたし、少しは……マシになるかなって」

　分かるよ。

　ただ面白いモンが書きたいだけじゃ、ラノベ作家なんて目指さない。

〝面白いラノベを書いて誰かに喜んでもらいたい〟って気持ちは、言い換かえれば、〝誰かに自分の能力を褒ほめてもらいたい〟って事だもんな。

　承認欲よつ求きゆうって、人間の成長を示すものだしな。

　けど──それでトラックに轢かれるのはナシだろ。

「トラックに轢かれて、それでどうなった？」

「あんまり覚えてない……神様って名乗る人が、生き返らせてくれるって」

　転生者は大たい抵てい、〝神〟とかいう奴やつに生き返らせてもらうと聞く。

　しかし俺たちの業界で〝神〟と呼ばれる存在は、〆しめ切きりをブッチしても笑顔で許してくれる編集者の事を指すのだ。

「お前、〝チート能力〟を持って転生したんだな」

　俺の言葉に、ＪＫ本人も納得したようだ。

　転生に成功した者は、そういう能力を持つケースが多いと聞く。

　ＪＫの場合もそうだろう。「一度見ただけで魔ま法ほうを覚える能力」を持ってこの世界に転生した。だから魔法が使えるのだ。

「せんせ……怒おこってる？」

「たりめーだ」

「だよね。ズルしてこの世界に来ちゃったんだもん」

「そうじゃねぇっ！」

　俺は怒いかりにまかせてゲンコツをＪＫの頭に落とす。

「単純に危ねぇからだよ！　なんでトラック転生が禁止されてんのか、考えろ！　失敗したら死ぬからだよ！」

「…………！」

　俺は殴なぐったＪＫの頭を撫なでる。

　ちゃんと感かん触しよくがする。生きてる証しよう拠こだ。

「だからもう二度と危ない事はすんな。死んじまったら、二度とラノベが書けなくなるんだぞ。誰もお前の事を『すげぇ』って言ってくれなくなるんだぞ」

「……うん」

　涙目のＪＫの頭を、俺はもう一度撫でる。

「良かったよ。転生に成功して、本当に良かった」

　今はただ、そう思うしかない。

　ＪＫを転生させてくれた、〆切を破っても許してくれそうにない〝神〟に感謝するか。








第21話　それからのこれから






　改めてもう一度ＪＫを叱しかった。

　今度は俺だけじゃなく、キノシタやアミューさんやキノシタの奧さんたちまで全員揃そろって死ぬほど説教した。

　なんとコイツ、今まで実家に連れん絡らくすら入れてなかったのだ。

　しかも実家からの電話番号を着信拒きよ否ひ設定していたらしい。

「だって、何もかも捨てて取材しようと思ったから──」

　そんな熱血じみた台詞せりふを言っても無む駄だだ。

　捨てられる側の気持ちを考えろと怒ど鳴なって、ようやくＪＫは大人しくなった。

「うう……本当にかけなきゃダメ？」

「ダメだ」

　スマホを手にしゅんとしているＪＫ。

　なんでこう高校生ってのは、親や家族の存在を軽視したがるんだ。

　ラノベの影えい響きようか？

　それともエロゲか？　アニメか？

　高校生が主人公の作品は、とにかく親と離はなれたがるものだ。

　海外出張に行っていたり、すでに死去していたり。最近は寮りよう生せい活かつものが多いか。主人公の暮らしにおいて、親というものは邪じや魔までしかないのだ。

　だが、実際は違ちがう。

　育ててくれた親に感謝なんて、ラッパーの業界では常識ではないか。

「はー……」

　とうとう観念して、ＪＫはスマホの電話帳を起動する。

　モンスターを前にした時よりも震ふるえる指でスマホをタップする。

　長い着信音の後、繫つながった。

「……もしもし、お母さん？」

『あんたその声、もしかして花か梨りん!?　何やってんの!?』

「その、あたし──」

『こないだ角川書店の人から電話が来たのよ！　あんた事故に遭あったって連絡あったのに、どこの病院にもいないんだから！』

　そうだった。俺が編集部に連絡を入れていたのだ。

　いつもの調子で「後処理は任せな」って言ってくれたけど、どうやったんだろう。

『今まで家に連絡しないで何やってたの！』

「ご、ごめん」

『それで、無事なの？　どこもケガしてないの？』

「うん」

『そっかぁ……警察から事故に遭ったって連絡来た時はどうしようかと思ったのよ。私もお父さんも、あんたが死んじゃったと思って、本当に心配したんだから』

「うん……」

『良かったよ……本当に良かった』

「ごめん……ごめんね、お母さん……」

『…………本当に良かった……』

「ごめんなさい…………ごめんなさい……」

　涙を拭ふきながら話すＪＫ。

　ほらな、連絡して良かっただろ？

　連絡はマメに取らないとな。

　編集とのやり取りだって同じだ。相手の気持ちをちゃんと知っておかないと、いざって時にすれ違って取り返しのつかない事になるからな。

「ねーねー、センセー」

「ん、どしたアミューさん」

「これからどうしよっカ？」

　そうだな。ＪＫをこのまま同行させるのはまずい。

　本人も交えて相談したかったが、まだ親と通話しているようだ。

「先せん輩ぱい、あっちの部屋で話しましょう」

　キノシタが言うので、隣となりの部屋に移る。

　ＪＫを診みてくれた奧さんに改めて礼を言って、俺たちは今後の予定を決める事になった。

　ちょうどその部屋には世界地図があり、二つの大陸が見える。

　南北アメリカ大陸が線せん対たい称しように二つ並んでいるような感じだ。

　西側が俺たちのいるディルアラン大陸なんだな。

「まぁ、普ふ通つうに考えて、ＪＫをあっちの世界に送り届けないとな」

「そうだネ！　本当は帰らなきゃいけないんだしネ！」

　ＪＫがこの世界に滞たい在ざいを許されているのは、編集部に了りよう承しようを取っているからだ。

　ライトノベルを書きたいから、という理由なら俺も面めん倒どうをみるつもりだった。

　しかし心配する人がいるなら帰るべきだ。

「おそらく学校もサボってるんでしょうね」

「だな。サボりはいかんなぁ」

　キノシタの言葉に頷うなずく俺。

　別に学校で勉強がしたいわけではない。

　ただ、俺たちの年ねん齢れいになると学校のありがたみが分かるのだ。

　だって考えてもみろ。

　ライトノベルの舞ぶ台たいはどこだ。ほとんどが学校だろう。

　高校生はその取材がタダでできるんだ。サボるなんてもったいなさ過ぎる。

　学校や仕事をサボってラノベが書きたい、なんて言う奴がいたらブッ飛ばしてやる。

　それは目の前に裸はだかの女がいるのにエロ本に手を伸のばすような、最高にクレイジーな選せん択たくなのだと叩たたき込んでやる。

「じゃあ、ＪＫは送り届けるという事で」

「ダイアランに戻もどらないとネ」

　アミューさんは世界地図を指さす。

　現在位置から海を渡わたって東へ──ダイアラン大陸の、俺たちが最初に滞在したハラン城下町付近のゲートまで行かなくてはならない。

　あそこはＫＡＤＯＫＡＷＡが用意してくれた、異世界を繫ぐ扉とびらがある。

「だけどもう一度海を越こえる必要がある。来た時はベルゲルさんの鳥だかエイだか分からないモンスターに乗せてもらったけど……」

「帰りは船しかないネ」

「高速で進める船のひとつでもあればいいんだけど。キノシタ、持ってる？」

「なんだ、そういう事なら僕に任せてください」

　手を叩いて、キノシタは微笑ほほえむ。

「僕の召しよう喚かん魔ま法ほうで、飛べるモンスターを呼びますよ」

「それはありがたいけど、俺たちでも操縦できんの？」

「いいえ、できません。召喚獣じゆうは召喚者の命令しか聞きませんから」

「じゃあどうやってＪＫを送るんだよ」

「僕があの子をゲートまで送り届ければいいんですよ」

　何バカな事言ってるんだ、この男は。

　自分の立場分かってるのか。

「お前、魔ま王おうだろうが！　勝手に城あけて、ダイアランまで行けるわけないだろ！」

「ダイアラン大陸には勇者がいるんだヨ!?　危ないヨ！」

「そうですね。リスクは高いですよね。でもやりますよ」

　キノシタは笑顔で続ける。

　こいつ、本気なのか。

「ついでにあっちの世界に帰ろうかな。久々だし、編集さんとも話したいし」

「なっ……!?」

「今、あっちのアニメで面白いの何があります？　マンガでもいいですけど」

「何言ってんだ！　今、この国は戦争してんだろ!?　ダイアランと！　勇者と！　王様がいきなり抜ぬけたらどうなると思ってんだよ！」

「抜けたらどうなるのか──それを見届けるのも、取材になりますよね」

「奧さんはどうするんだ!?」

「そうですね……ま、僕がいなくてもやっていけるでしょ」

　肩かたをすくめて、キノシタはこう締しめくくる。

「なんか、飽あきちゃったんですよね、魔王」

　どうしたっていうんだ。

　本当に魔王に飽きて、何もかも捨てて元の世界に帰る気なのか。

　国も、妻も、今まで自分を慕したってくれた人全てを捨てて帰れるのか。

「お前っ！」

　俺はキノシタに摑つかみかかる。

　しかし──

「召喚サモン」

　床ゆかから生えた紫むらさき色いろのキノコ。

　その笠かさから胞ほう子しが飛んだ。

　吸ったらまずい、と頭では認識していても、すでに遅おそかった。

「キノシタ……！　お前……なんで…………!?」

「ダメ……だヨ……！」

　イスから転げ落ちるアミューさん。

　俺はキノシタの足を摑もうとするが、もう身体からだに力が入らない。

　目の前が真っ暗になる。

　薄うすれゆく意識の中、キノシタは俺の耳元でこう囁ささやいた。

「あなたがいけないんですよ、先輩」








第22話　最悪の目覚め






「んぁ……」

　目が覚めて、すぐに時計を確認する。

　一時間くらい眠ねむっていたようだ。

　俺に覆おおい被かぶさるようにして、アミューさんも熟じゆく睡すいしている。

「おいアミューさん、起きろ」

「ンー……もっと食べル……」

「アミューさん、しっかりしろ！」

　ほっぺたをつねっても起きる気配がない。

　アミューさんの強さからして、毒などの薬物に耐たい性せいがあると思っていたが、そうでもないらしい。それともあのキノコの胞子は、獣じゆう人じんによく効くのだろうか。

　仕方ないのでその場にアミューさんを寝ねかし、すぐに部屋を出る。

「誰だれかいないのか!?　キノシタ！　ＪＫ！　奧さん！」

「あら、起きたんですか」

　すぐに現れたのは、黒くろ髪かみの奧さん。

　外は明るいが、眠そうにしている。そういえばディルアランでは夜行性なんだっけ。

　だが、今は眠ねむ気けなど関係ない。

「奧さん、キノシタとＪＫは？」

「ええ、さっき出発しましたよ」

「マジかよ……！　キノシタは俺たちの事、何て言ってた？」

「魔王様が言うには、あなた方は今後の予定を集中して考えたいから、誰も入れるなと……まずかったでしょうか」

「あいつ本人については？」

「い、いえ、特に……『すぐ帰る』とだけ」

　本当に誰にも何も告げずに行ったのか。

　この国を捨ててあっちの世界へ帰る気なのかよ。

「あの……魔王様がどうしたんですか？」

「あんた、心配はしてないのか？」

「していません。魔王様ならダイアラン大陸に行こうとも、必ず生せい還かんしてきますわ」

　ああ、そうか。奧さんはそっちの心配をしていたのか。

　敵の巣そう窟くつであるダイアラン大陸は危険がいっぱいだ。

　だから、まさかそこを抜けて、自分だけ別の世界へ行くとは考えなかったのか。

　愛する人が自分を捨てるなんて、夢にも思わなかったのか。

　そりゃそうか。

　彼女にとって、キノシタは主人公なんだ。

　主人公がヒロインを裏切る展開なんてありえない。

　そんなストーリーは彼女の中に存在しないんだ。

「キノシタは──魔王は」

　真実を言いかけて、俺は努めて明るい顔を作った。

「あの野や郎ろう、大事なモン忘れていきやがったんだよ！　そいつを忘れたら、ゲートに辿たどり着いても意味がないんだよ！　ホンットにドジだよなー！」

　噓うそは言っていない。

　大事なモンを忘れていったのは事実だから。

「まぁ、それじゃ追いかけないと」

「ああ、すぐにでも追いたい。だけどダイアラン大陸はあんたたちにとって危険な場所だ。だから俺とアミューさんだけで行く。できるだけ速い移動手段が欲しい」

「そう言われましても……召喚魔法で呼び出したモンスターは、本人でないと操れないんです。あなたが召喚魔法を使えれば話は別ですが──あ、でも……」

　何かを思い出した奧さん。

　しかしすぐに首を横に振ふる。

「いえ、それはダメだわ。危険すぎる」

「何でもいい。教えてくれ。手段があるなら、すぐにでも使いたい」

「ですが、召喚魔法より危険です」

「いいから！　頼たのむよ！　キノシタが危ないんだ！」

　気がつけば奧さんの肩に手を置き、顔を近づけていた。

　そんな俺の顔は彼女にどう映ったのか。

　いいや、気にしている場合ではない。本当にキノシタとＪＫと、この国のピンチなんだ。時間がないんだよ。

「……召喚魔法で呼び出したモンスターは使えません」

「それはさっき聞いた」

「ですが、召喚魔法で呼び出していない者なら……つまり、野生の動物を操ればいいんです」

「馬か？　馬なら乗れるけど、大陸を越こえるとなると」

「はい。高速で海を渡わたれる生き物が、ディルアラン大陸にいます。もしもそれを手て懐なずけて操る事ができれば、もしかしたら」

「なるほど……さすがディルアランだ。珍めずらしい生き物がいっぱいいるんだな」

　絶対に操れないモンスターよりは、まだ可能性があるってわけか。

　動物の懐柔テイムか。

　昔、動物ものを書いた時に少し習ったことがあるが、俺はどうも動物に好かれない体質らしい。犬、猫ねこ、ウサギ、虫、あらゆる生き物に嚙かまれた経験があるぞ。

「懐柔テイムなら任せテ！」

　バーン、と扉とびらを開いて現れたのはアミューさん。

「絶対に追いついてみせるヨ！　キノシタもＪＫも守るヨ！」

「アミューさん……！」

「動物を操る方法なら、ウチの部族に伝わる秘術がいっぱいあるヨ！　どんな獣でも、大たい抵ていはなんとかなるハズだヨ！」

「おお、頼もしいぜ！」

　獣人族には俺が知らない特とく殊しゆな技がいっぱいありそうだ。

　やっぱりガイドさん、頼たよりになるぅ！

「じゃあ奧さん、その生き物の住すみ処かを教えてくれないか？　すぐに手懐けて、海を渡ってくるからよ」

「ええと、本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫だって！　アミューさんを信じろ！」

「は、はい……それでしたら、この城からもっとも近い生息地ですと、このあたりになるのですが……」

　奧さんが地図の一部分を指し示す。

　なんだ、わりと近い場所にあるんだな。

　これは山かな？　それとも森かな？

「その山は昔からドラゴンの生息地でして。野生のドラゴンがたくさんいるんです」

「……ドラゴン？」

「ええ」

「ドラゴンって、あの鱗うろこがあって火を噴ふいたりする、あのドラゴン？」

「はい」

　俺はアミューさんを見る。

　誰とも視線を合わせようとしない。

「アミューさん、いけるよな？」

「……えっと、ほら、ドラゴンは獣じゃないジャナイ？」

「時間がないんだ。行くぞアミューさん」

「ちょっと待っテ！　私、獣しか懐柔テイムできないヨ！　無理無理無理ッ！」

「無理でもなんとかしてもらうぞ。ガイドの意地、見せてもらおうか」

「ヒィーッ！」

　他に手段がないのだったら、こうするしかない。

　逆に考えれば、まだ手段が残されているんだ。その幸運を喜ぶべきだろう。

　竜りゆうを殺すのではなく、手懐ける。

　ラノベ作家としては、面白い展開じゃないか。








第23話　ＪＫとキノシタ






　ディルアラン大陸とダイアラン大陸を結ぶ海。

　西側からは〝白の海〟、東側からは〝黒の海〟と呼ばれている。要するに、双そう方ほうにとって邪じや悪あくなイメージの色を名付けたのだ。海の向こうからは悪あく魔まがやってくると伝えられているのである。

　その海の上空を、一羽の巨鳥が飛んでいた。

「すみませんキノシタさん、わざわざ送ってくださって」

「ハハハ、いいのいいの。先せん輩ぱいのお弟子さんだからね」

　鳥の背に乗っているＪＫは、手た綱づなを握にぎるキノシタの前に座っていた。

　馬と同じように、騎き手しゆの前にタンデムする形の鳥なのだ。

　ベルゲルが操っていたエイのようなモンスターに乗っていた時は、高所が怖こわくて手すりに摑つかまっていただけだが、今度は違ちがう。

　自分の目で世界を見てみようと思った。

　──きっとあの人なら、恐きよう怖ふ心すらネタにする。

　そう思って、ＪＫはスマホすら構えずに眼下の海を眺ながめていた。

「別に弟子ってわけじゃないです。たまたま助けてもらっただけで」

「あれ、そうなんだ。先輩の作品に憧あこがれてついてきたのかと──ああ、そういや先輩がボヤいてたっけ。『名めい刺し渡しても思い出してもらえなかった』って」

「そうですよ。あんなマイナーな作家さん、知るわけないじゃないですか」

「そんなにマイナーじゃないでしょ」

「マイナーですよ。一〇年も前にデビューした作家さんなんて、ほとんどの人は忘れてます。アニメ化もしてないし、ジャンルだってありきたりだし、なのにたまに鬱うつな話書くし、かと思えば今時の流行を狙ねらって爆ばく死しするし」

「知らないって言うわりには、詳くわしいね」

　びくっと身体からだを震ふるわせるＪＫ。

　周囲に誰だれもいないのを確認して、ＪＫは頷うなずいた。

　確認するまでもなく、この場にいるのはキノシタと巨鳥と大空だけなのだが。




「……噓。ホントは、知ってた」




　赤くなった顔を見られないように、口元を押さえるＪＫ。

「ずっと前から知ってた。せんせーの小説、全部読んでた。だけど知らないフリしてた」

「どうして？」

「あたしね、この世界で誘ゆう拐かいされかけたところを、せんせーに助けられたの。本当はすごく嬉うれしかった。だけど、あまりにもできすぎてるじゃん」

　誘拐された時の絶望は、いまだに覚えている。

　異世界に転生し、ようやく辿り着いた人間のいる町で起きた事件。

　力強い腕うでに抱かかえ上げられ、何人もの男がいる家に放り込まれた恐怖。

　リーダーのような大男に「商品価値が下がるから犯しはしない」と言われた時、もっとひどい未来が待っているのだと思った。

　そんな時に助けてくれた、冴さえない男。

　雑誌のインタビューで見た時より、少しだけ老けていた。

「好きな作家がピンチに駆かけつけてくる──理想的な展開だね」

「そんな状じよう況きようで、『ずっと前からファンでした』なんて言える？　恥はずかしくて言えないよ。あたしもせんせーも絶対に気まずいって」

「言えばよかったのに。絶対にあの人、喜ぶよ？」

　無責任に言い放つキノシタ。

　そう思って彼の顔を見たが──

　キノシタは笑っていなかった。

「それに──そういう展開があるから、ラノベは面白いんじゃないか」

　キノシタはＪＫの頭に手を置いた。

「思いがけない出会い。予想外の素敵な展開。ご都合主義だと言う人もいるかもしれないけど、都合のいい夢を見せるのが僕たちの仕事だ。先輩はちゃんと仕事をしたんだよ」

「そう……ですね」

「それに、先輩に会えて嬉しかったのは君だけじゃない。僕だってそうだ」

「キノシタさんも？」

「久しぶりに先輩に会えて、本当に嬉しかった。僕は先輩に言いたい事がたくさんあったんだ」

「ああ、お酒飲みながら話してましたもんね」

「あんなんじゃ足りないよ。まだまだ先輩には言いたい事が山ほどある。あの人はすごい人なんだ。なのに──誰も先輩のラノベの素晴らしさを分かってくれない」

　キノシタは険しい顔をする。

　何に対して怒おこっているのか。

「キノシタさん……？」

「先輩ですらそうだ。あの人は、あんなところで何をやって──」

　そこまで言いかけた時、視界が少しだけ変わった。

　水平線が徐じよ々じよに大きくなっている。線だったものが面に──陸地の形を作っている。

　ダイアラン大陸に辿たどり着いたのだ。

「もう着いた！　この鳥、速いんですね！」

「一番いい奴やつを呼び出したからね。苦しくなかったかい？」

「全然！　そういえば、凄すごく速かったのに空気抵てい抗こうとか感じませんでした」

「モンスター本体が特殊な魔ま法ほうのフィールドを出しているんだ。そうしないとこの子の羽が痛んじゃうからね」

「なるほど。魔法って便利ですね」

「便利だよ。便利すぎるから〝魔〟の〝法〟って呼ばれるんだ」

　あの人が言っていた。ＪＫは一度見ただけで何でも覚えられるチート能力を持っているのだと。

　だとすると、この空気抵抗をなくすフィールドも使えるんだろうか。

　そんな事を考えていると、見覚えのある砦とりでが視界に入った。あれは前に勇者が無む双そうしていたカンティオ城じよう塞さいではないか。

　大地が真っ黒に染まっているのは、勇者が殺した野生の動物の死体のせいだろう。モンスター以外にも、魔ま王おう軍は動物を操る魔法も持っているのだとか。

「そういえば勇者くん、どうしてるかな──」

　ＪＫが呟つぶやいた直後。

　目の前に、人がいた。

　高さ四〇〇メートルほどの上空をゆっくりと歩いている人が。

　彼が足を動かすたびに、黒い靴くつから魔法の足場が出現し、床ゆかや階段のように体重を支えている。

　風にはためくコートを着た人物は──

「……やれやれ。まさか魔王自らおでましとはな。いいぜ、決着をつけようか」

　勇者ミュータスの声が、心臓に届く。

　彼が剣けんが抜ぬき放ったのが見えた、次の瞬しゆん間かん──

　二人を乗せた巨鳥は、まるで粘ねん土ど細工のように両断された。








第24話　ドラゴンと呼ばれて






「あ、ＫＡＤＯＫＡＷＡさんですか、どうもいつもお世話になっております──すみませんがファンタジア文庫編集部のアリマさんを……ええ、お願いします…………もしもし」

『おう、なんだよ。やっとプロット書き上がったか？』

「いや、それはもうちょっと待ってください」

『あぁ!?　んだとこの野や郎ろう！　テメェ誰の金で取材旅行してると思ってんだ！』

「それどころじゃないんだよ今！」

『こっちは一日中それどころじゃない状況と戦ってんだコラ！　逃にげる作家を追いかけて追い詰つめるのも仕事だボケが！』

「いいから黙だまって質問に答えやがれ！　ドラゴンの生態についてだ！」

『あ？　ドラゴン？』

　ドラゴンにも様々な種類がある。

　西洋と東洋に分けても、大きく分かれている。例えば西洋の竜は宝を守る巨きよ大だいな爬は虫ちゆう類るいをイメージしているのに対し、東洋は川や池の化身として君臨する空飛ぶ蛇へびという趣おもむきが強い。どちらもドラゴンであり、畏い怖ふの対象となる。

　キノシタの奧さんが教えてくれた山には、様々なドラゴンが生息しているのだという。

　西洋風、東洋風、どちらにも属さないもの──とにかくありとあらゆるドラゴンが住んでいるとの事で、少し楽しみだった。

『おう、ドラゴンなら任せろ。なんたってこっちはドラゴンマガジンを発行してるファンタジア編集部の──』

「いいから教えろ！　ドラゴンの弱点とか、なんかそういう役に立つ情報だよ！」

『……ていうかお前、今どこで何してんだ？』

　が、現実はどうだ。

　俺は珍めずらしい生き物を見られると興奮していたが、アミューさんは終始怯おびえていた。

　そりゃそうだ。だってドラゴンだぞ。

　この世で最も強い架か空くうの動物だぞ。

　人間なんてアリと同じだ。視界に入ればプチッと潰つぶされて終わりだ。

「センセー！　来てる！　こっち飛んできてるヨ！」

「ちっ！　アリマさん、一いつ旦たん切るからドラゴンの弱点とか送っといてくれよ！」

『はぁ!?　おい、本当に生きて帰ってこられるんだろうなオイ！』

「帰ってやるよ！　あ、それからファミ通編集部に言っといてくれ！　二〇〇万用意して待ってろって！　賞金首捕つかまえて帰るからな！」

『賞金首？　ドラゴンの作家なんて知らねーぞウチは！　二人くらいしか！』

　ダーケスティア西方の山、通つう称しよう〝竜りゆうの巣〟。

　その山の麓ふもとで最初のドラゴンに遭そう遇ぐうしたのだ。

　大きさは──二メートルくらい？　身体はそれほどでもないのだが、とにかく翼つばさが大きい。プテラノドンに似た皮ひ膜まくのような翼を広げると、三メートル以上の横よこ幅はばになる。

　さて、どうやって懐柔テイムしようか考えていると、いきなり襲おそわれた。

　俺が乗ってきた馬に、いきなり嚙かみついたのだ。

　そして、その牙きばは一いつ瞬しゆんで馬を絶命させ、背中の肉を食いちぎった。人間よりずっと大きくて、逞たくましい馬の背中をだ。

　俺たちの世界の重機だってそんなマネできないぞ。

　あれを人間が喰くらったらどうなるか想像したら、逃げるしかないじゃないか。

「ダカラ言ったじゃないノー！　ドラゴンなんて操れるわけないヨ！」

　岩いわ陰かげに隠かくれながら怒ど鳴なり合っているが、もはや逃げられそうにない。

　馬ですら追いつかれたのだ。この場にバイクがあっても無理だろう。

「センセー！　アレ使って！　なんか黒い小さいノ！」

「銃じゆうはダメだ！　俺たちはケンカをしに来たわけじゃない！　傷なんてつけたら、それこそ総出で襲ってくるぞ！」

「でもこのままじゃ食べられちゃうヨ！」

　アミューさんの言う通りだ。

　しかし山の入口に住んでいるドラゴンですら、こんなに速くて強いのだ。

　頂上にはどんなドラゴンがいるのか、ちょっと気になる。

　どうにかして最速のドラゴンに会う方法は──

「あ、そうだ。コレ使えるかな……」

　俺はリュックの中を探る。

　あったあった。もしもの時のために先せん輩ぱいから借りたんだ。

　俺はそれを掲かかげると、勢いよく叫さけんだ。

「待て止まれ！　話があるっ！」

『ん？　なんだお前は？』

　ドラゴンが止まった。

　それどころかこちらの言葉を理解して返事をしたではないか。

「アミューさん、ちょっとそこにいてくれ！」

「今の何!?　センセー、どうやったの!?」

　俺は手に持ったそれをドラゴンに見せた。

　なんの事はない、それは腕うで輪わにしか過ぎない。

　しかしこの腕輪、妖よう怪かいや怪かい物ぶつなどと会話ができる〝呪じゆ具ぐ〟だ。

　こっちの世界では言葉が通じない可能性があると思って、先輩ラノベ作家に借りてきたんだ。呪具に詳くわしい先輩がいて、本当に良かった。

『お前は人間だろう？　それとも人間じゃないのか？』

　着地したドラゴンがゆっくりとこちらに歩いてくる。

　その声は、バリトンをさらに低くしたような重圧感がある。

「俺は人間だ。頼たのみがあってここに来た」

『ドラゴン語を理解できる人間が、なんの用だ』

「……もしかしてあんた、けっこう偉えらい竜なのか？」

『偉いというほどではない。俺は人間の言葉で言うなら、〝門番〟のようなものだ。山に不ふ審しんな者を近づけないように、それなりの強さを持った者が選ばれる』

　なるほど、強さが全ての社会だと、門番も雑魚ざこには務まらないわけか。

　てことは、このドラゴンもかなりの強つわ者ものと考えていいんだな。

『して、何用だ人間よ。用件だけなら聞いてやる』

「ちょっと急ぎでダイアラン大陸まで行きたい。ドラゴンがこの世界で一番速い生物だと聞いた。だから乗っけてってくれ」

『本当に用件だけサラリと言ったなお前』

「急いでるって言ったろ」

　ドラゴンには悪いが、礼を尽つくしているヒマなんてないのだ。

　一刻も早くキノシタに追いつかないといけない。

『その声から察するに、噓うそではないようだ。本気で俺たちを使役しようというのか』

「ああ。力ずくでもやるぜ」

『やれるものならやってみろ──』

　翼を広げるドラゴン。

　俺は腰こしのホルスターを意識しつつ、ドラゴンの目を見る。

　目を逸そらしてはダメだ。

　威い圧あつされたら、その時点で交こう渉しようも戦いも終わる。

『と、言いたいところだがな。別に我らを使役しなくても、ドラゴンで大陸を渡わたる方法はあるぞ』

「本当か!?」

『お前、刃は物ものは持っているか？　俺の身体からだに傷をつけてみろ』

　俺は言われるがまま、ポケットから十じつ徳とくナイフを取り出すと、ドラゴンに近づく。

　触ふれてみると、冷たい。変温動物だからか。

「本当にいいのか？」

『構わぬ。そんな小さな刃物なら、傷にも入らぬ』

　軽い挑ちよう発はつに乗せられて、俺はナイフを思い切りドラゴンの肌はだに突つき刺さした。

　冷れい凍とう肉に真上から包丁を突き立てたような硬かたさ。

「いってぇ……！」

『刺したか？　刃を見てみろ』

　ナイフを見ると、先せん端たんに赤い血がついている。

『その血を飲んでみろ』

「こうか？」

　したたる血を舐なめてみる。

「センセー！　それダメっ！」

　背後からアミューさんの悲鳴。

　だが、もう遅おそい。

　タバスコの数倍の辛からさ──違ちがう、単純に電気のような刺し激げきが舌から全身に伝わる。

　辛いし、苦い。ドラゴンの血ってこんな味なのか。

　おおお、それどころか全身がカッカしてきたぞ。

　血液が熱い。心臓の鼓こ動どうも速くなり、股こ間かんもビンビンだ。俺の体内のあらゆる機能が倍速になっているような気分だ。

「がぁ……っ！」

　全身が熱で赤くなっていく。

　手や足の血管が浮うき出ているが、それが青白く光っている。

　なんだ……俺の身体、どうなってるんだ？

『はははははは！　飲んだか、人の子よ！　何も疑わずに飲んだか！』

「な……俺、どうなっちまうんだ？」

『竜の血には強力な呪のろいが備わっている。人の子が体内に取り込めば、呪いによって我らの一族に名を連ねるだろう！　どうだ、嬉うれしいか!?　貴様が望んでいた世界最速の生き物が手に入るのだぞ！』

　つまり……俺、ドラゴンになっちまうのか？

　そういう呪い、か──

「なぁ……あんた……ドラゴンの門番さん…………！」

『怖こわいか？　人の姿を捨てるのが？　だがもう遅い。お前は我らの一族となり、二度と俗ぞく世せでは暮らせないぞ』

「俺……ドラゴンになったら…………飛べるのか？」

　手に鱗うろこのようなものが生えている。

　触さわってみると、やはりざらざらしている。

　全身が熱くて、身体の違い和わ感かんに気づかない。まるで燃やされているようだ。溶よう鉱こう炉ろで溶とかされた鉄を鍛きたえ直しているように、俺の身体が再構築されている気分だ。

「センセー！　センセー！　しっかりして！」

「アミューさん……離はなれてろ…………！」

　駆かけ寄ってくるアミューさんを手で制し、俺はドラゴンを睨にらむ。

「なぁ……どうやって飛ぶんだ……？　翼を動かせば……いいのか？」

『なに？』

「空気抵てい抗こうとか……どうなってんだ…………？」

『お前、今それを気にしてどうする？』

「あと、オシッコとかどうやってするんだ……？　生せい殖しよく器きとかついてるのか……？　メシって何食ってんだ……？　馬も食べてたけど、ドラゴンって雑食……？」

『いや、それは』

「なぁ、この手でキーボードって打てるか？　できればスマホも使えると嬉しいんだけど、タッチパネルに爪つめって反応しないよな？　それから今、俺の声ってどうなってる？　声帯も変わってたら、編集さんと電話する時に不便なんだけど」

『な、なんなんだお前！』

「なんだって言われても──ラノベ作家だよ。ちょっとドラゴンになっただけだろ」

『ど、どういう神経をしているんだ……信じられん……人間とは思えん……』

　失礼な奴やつだな、と思ったが、ここはディルアラン大陸だ。俺の常識で悪あく趣しゆ味みなのだとしたら、こっちの大陸では高こう尚しような趣味なのかもしれない。

「うっうっ……ゴメンね、センセー……人間じゃなくなっちゃっタ……」

　涙なみだを流して俺の手を取るアミューさん。

「そんな顔するなよ。せっかく可愛かわいいのに」

「でも、センセーがドラゴンになったら……私、ガイドなのに、お客さんの安全を守らないといけないのに……センセーにも自分にも申し訳ないヨ」

　自分の職務と、俺の身体、両方を心配しているんだな。

　真ま面じ目めなアミューさんらしい。

　でも、泣く必要なんてないんだ。

「ゴメンね、センセー……」

「だから本当に大だい丈じよう夫ぶなんだって。これでダイアラン大陸まで飛べるようになったんだし、儲もうけモンだぜ」

「そんな場合じゃないデショ！」

　アミューさんが珍めずらしく怒ど声せいを発し、俺の肩かたを摑つかんだ。

　彼女の手が温かい。いや、俺の肌が冷たいのか。

　全身ドラゴンになったせいか、誰だれかに触れられている感かん触しよくも違う。

「ドラゴンの呪いは強力なんだヨ！　人間の祓ふつ魔ま師しでも簡単に取り除けないヨ！　センセー、もうずっとドラゴンの身体なんだヨ！　人間じゃないんだヨ！」

「うん、心配してくれてありがとう。でもな、アミューさん」

　俺は自分の身体を見る。

　全身が鱗に覆おおわれた、醜みにくいドラゴンの姿だ。

「大丈夫、治るから」

「へ？」

『……な、なんだと？』

　アミューさんだけでなく、ドラゴンも面食らった顔をしている。

「このくらいの呪いだったら、俺の先せん輩ぱいにもらった呪具で解けるよ」

「……ホント？」

「ああ。先輩の呪いに対する知識は凄すごいんだ。こないだなんか、神話クラスの呪具でも手て懐なずけちゃったんだぜ？　その人にもらった、呪い除よけの道具があるんだ」

　俺はリュックからお札を取り出す。

　何の変へん哲てつもない、どこの神社でも手に入りそうな札だが、あらゆる魔ま術じゆつ的な呪いをはね除のける効果がある。

　噓じゃない。俺は実際にこの目で見た。

　先輩作家が呪いそのものを飼い慣らしている姿を。

　様々な形態に変化する拷ごう問もん器具や、血を見るまで鞘さやに納まらない刀──

　その先輩は呪じゆ術じゆつに詳しかった。

　こと〝呪具〟に関して、彼の右に出る者はいない。

　あらゆる呪いをはね除ける──そういう能力を持った先輩作家がいるのだ。

「……その先輩から〝ダークエルフ〟の写真と引き替かえに、最強の魔ま除よけグッズを手に入れられたわけだ。門番のドラゴン程度の呪いだったら、すぐに解けるさ」

『馬ば鹿かな！　人間如ごときにドラゴンの呪いが解けるはずがない！』

　狼狽うろたえまくるドラゴン。

　まぁ、実際に試してみないと分からないけどな。

「センセーのお友達って、変な人多いネ」

「ラノベ作家だからな」

　他の作家仲間にも様々な協力をしてもらっているが、どれも無理難題を押しつけてくるクソ野や郎ろうばかりだ。先輩の頼たのみ事なんて、まだ可愛い方なんだぞ。

「ところでアミューさん、コスプレって知ってるか？」

「なにソレ？」

「俺たちの世界での、遊びの一種だよ。後で協力して欲しいんだけど」

「よく分かんないケド、いいヨ！　それでセンセーが元に戻もどるナラ！」

　俺が言うのもなんだが、本当にいいのか。そんなに安やす請うけ合いして。

　ああ、俺を見る純じゆん粋すいな瞳ひとみが刺さる。

　だけどすまんアミューさん、ドラゴンの姿のままじゃラノベが書けないんだ。

　先輩、報ほう酬しゆうは必ず用意します！

　そんな邪よこしまな考えを読んだかのように、ポケットのスマホが振しん動どうした。

『おう、ドラゴンマガジン編集部に訊きいてきたぞ。ドラゴン退治に有効な本をAmazonで取り扱あつかってるそうだから、今からURL送るわ』

　クソの役にも立たねぇな編集！








第25話　ただ、書きたくて






「キノシタさん！　しっかりしてよ、キノシタさん！」

　生きているのが奇き跡せきだと思った。

　勇者によって乗っていた鳥を殺された後は、ただ落下するのみ。

　そんなＪＫをかばったのか、キノシタは落下しながら召しよう喚かん魔ま法ほうを使ってくれた。風船のような膜まくが二人を包み込み、緩ゆるやかに落ちた。

　だからＪＫにはダメージはまったくない。

　ただ、キノシタは違った。

「大丈夫……大丈夫だから……」

「噓うそつかないでよ！　どう見ても死にそうじゃない！」

　おそらく海岸に近いのだろう、潮しお騒さいが聞こえる。

　前に勇者が大量のモンスター相手に無む双そうしていたカンティオ城じよう塞さいに近い場所だろう。

　その草原に一本だけ生えた大木の根元に、キノシタは寝ねていた。

　彼の右みぎ腕うでは失われていた。

　勇者によって鳥と一いつ緒しよに斬きられたのだ。

　それと腰こしも深く抉えぐられていた。大量の血が芝しば生ふを真っ赤に染めている。

「んんん……治れ……治れっ！」

　一度見ただけの治ち癒ゆ魔法を使おうとするＪＫ。

　しかし集中力が乱れているせいか、うまくいかない。満足にできないので、余計に焦あせってしまい、どんどん魔法が霧む散さんしていく。

「召喚サモン」

　キノシタは落ち着いて召喚魔法を唱える。

　空中に穴が空き、そこから細い機械の腕うでのようなものが何本も飛び出した。

　その機械はキノシタの患かん部ぶにレーザー光線のようなものを当てる。

「治ち療りよう用の召喚獣じゆうだ……君も見ておくといい……きっと創作の役に立つ……」

「キノシタさん……」

　実際、キノシタの召喚獣は迅じん速そくに彼の身体からだを治療している。出血を止め、血の代わりに良く分からない液体を注射し、縫ほう合ごうしている。それらを自動でやってくれるのだから、本当に機械のように頼もしい。

　ＪＫはその様子をじっと眺ながめている。

　彼の言う通り、この召喚魔法を覚えれば、誰かの役に立つと思ったからだ。

「心配してくれて、ありがとうね。このまま少し休めば大丈夫だ」

「ごめんなさい。私、何もできなくて──」

「気にしないで」

　泣きそうな顔のＪＫの頭を、キノシタは優しく撫なでる。

「これは僕のわがままが招いた事だから。君は何も悪くない」

「でも……」

「それに、このモンスターは優ゆう秀しゆうなんだ。一時間もこうしていれば、動けるようになる。必ず君を送り届けるからね」

　傷は完全に塞ふさがっているが、まだキノシタの顔は青白い。血液が足りないせいか。

　失われた血と体力が戻るまで、ここで休んでいる方が得策だろう。

　ＪＫも頷うなずき、キノシタに治癒魔法を使おうとするが──

「一時間もそのまま放っておくと思ったのか？」

　低い声に振ふり返る。

　そこには光る剣けんを持った男が立っていた。

「捜したぞ、魔ま王おう」

「……勇者か。まいったね、こんな時に」

　勇者ミュータスはゆっくりとこちらに歩いてくる。

　その目は魔王キノシタから逸そらさない。殺意に満ちたオーラが、ＪＫにも感じられる。よほど深い恨うらみを持っているのだ。

　それはそうだ。ＪＫから見れば師し匠しようの後こう輩はいだが、勇者から見れば大陸の平和を乱す悪の親玉なのだから。

　かと思いきや、ＪＫを見て驚おどろく。

「お前っ……!?　確か作家の……？　な、なぜこんな所に……？」

「キノシタさんに送ってもらうところだったんだよ！」

「な……ま、魔王に送って……？　お前、まさか魔王とデキてるのか……！」

「へ？　なんでそんないきなり飛ひ躍やくするわけ!?」

「だ、だってお前、送られるような仲で、そんな──」

　自分の中ですら理論が構築できないほど動どう揺ようしている勇者ミュータス。どうしてそこまで慌あわてているのか、ＪＫには分からない。双そう方ほうにとって悲しい事に。

「あー、勇者。大丈夫、この娘こはただの知り合いだよ。第一、あの人のお弟子さんに手なんか出せるわけないだろう」

　あまりの慌てっぷりに魔王がフォローするほど。

「あの人……そうか、あの作家とも知り合いなのか……！　他の軍勢はどうした？」

「……来たのは僕と彼女だけだ」

「何をしに？」

「ラノベを……書くためかな」

「んだと……お前、ふざけてんのか？　アイツみたいな事を言いやがって」

「ふざけてなんかいない」

　キノシタは手を伸のばし、掠かすれる声で呟つぶやく。

「召喚サモン」

　空中に出現した剣は、そのまま静止する。

　──ＪＫを狙ねらって。

「キノシタさん!?」

「そのまま動かないでくれ。動けば、この娘を殺す」

「てめぇ……！」

　歯ぎしりしながらも、勇者は脅きよう迫はくの通りに足を止める。

「キノシタさん……噓ですよね？」

「ごめんね。本気だ。僕はどんな手を使ってでも生き延びなきゃならない。生きてあっちの世界に帰らなきゃならない」

　青白い顔のまま、キノシタは立ち上がる。

　失った右腕には、先ほどの機械の腕がまとわりついている。あの腕も修復するつもりなのだろう。

「ラノベが書きたいんだ。面白いラノベが」

「魔王……？　もしかして小説を書くためにあちらの世界に行くのか？」

「そうだよ。君としても本望だろう？　何もしなくても憎にくい魔王が消えるんだ。だから僕を行かせてくれよ」

「何……言ってんだ……！　意味わかんねぇ！」

　勇者ミュータスは激げき怒どするが、ＪＫを人質に取られているので動けない。

　しかし今にも飛びかかりそうなほどの憎ぞう悪おが膨ふくれ上がっている。これではどちらが魔王か分からないほどだ。

「全てを放って異世界に逃にげて小説を書く!?　お前の国はどうなる!?　今までの戦いはどうなるんだよ!?」

「だから……もう全部終わりにしよう。良かったな、ダーケスティアに攻せめるチャンスだ」

「キノシタさん……!?」

　ＪＫも目を剝むいている。

「だって、奧さんやベルゲルさんは……」

「ああ、そうだな。次の魔王はベルゲルがいい。彼は優秀だ。僕の妻たちも面めん倒どう見てくれるに違ちがいない」

「何言ってんの!?　全部見捨てるつもりなの!?」

　ＪＫも怒ど鳴なり、次に心から呆あきれた。

　今まで築き上げてきた国を、守ってきた人たちを、こんなにあっさり見捨てられるのか。それが人のやる事なのか。

「ふざけんなよ……いくら魔王は悪っつっても、そういうんじゃないだろ……魔王ってのは、もっと……王として…………わかんねぇ……なんだよコイツはっ！」

　ミュータスも面食らっている。

「なんなんだよ……なんでそんなクズみてーな事ができるんだよ……」

「だから……言ってるだろう。ラノベが書きたいんだよ」

「なんなんだよ〝らのべ〟って!?　そうまでしても書きたいもんなのかよっ!?」

「そうさ」

　キノシタは即そく答とうする。

「面白い話を思いついたら書かずにはいられない。可愛かわいいキャラを考えたら妄もう想そうせずにはいられない。熱い展開を思いついたら台詞せりふを考えずにはいられない。それがラノベ作家というものだろう」

　その理念は、どのラノベ作家も持っているものらしい。

　ＪＫにはまだ分からない世界だが、文章を書く人間の思考はみんなこうなのか。

　──あの人も、必要があれば全てを捨てるのだろうか。

「だからって、国を捨てる事ないじゃん！　せんせーだったら、絶対にそんな事しないよ！」

「ああ、そうだね。先せん輩ぱいなら見捨てたりしない。だけど悪いのはあの人だ」

「せんせーが……？」

「あの人に会うんじゃなかった。楽しいラノベの話なんかするんじゃなかった。おかげで僕の平へい穏おんな生活が崩くずれたんだ。あの人が──僕の心にもう一度火をつけたんだ」

　顔をしかめるキノシタ。

　そんな表情、魔王城では一度も見せた事がなかった。

「あの人は自分の価値が分かっていないんだ。先輩のラノベがどれだけ面白いのか──誰だれも分かっていない」

「そうなの……？　だってキノシタさんの方が売れてるのに」

「売り上げなんて！」

　歯をむき出して怒鳴るキノシタに、ＪＫが怯おびえる。

「売り上げなんて指標のひとつだ！　たとえ売れていなくても、読んだ人の心に強きよう烈れつな一いち撃げきを残すラノベがある！　それが先輩の書くラノベだ！　抉ってくるんだよ、僕の心を！　売れないくせに──打ち切られてるくせに──！」

　ああ、そういう事か。

　原動力だ。

　あの人の作品を読んで、彼は思ってしまったんだ。




「僕の方が、先輩より面白いラノベを書けるんだ！」




　全てを捨ててでも書きたいと思うほどの創作意い欲よく。

　一度火がついたら止まらないんだ。

　ＪＫはこれ以上キノシタを責められない。自分もラノベが書きたくて、命まで捨てようとした人間なのだから。

　目的やきっかけはどうあれ、最終的な目標はただひとつ。

　面白いラノベが書きたい──

　そのためならなんでもするのがラノベ作家だ。

「……もういい」

　勇者ミュータスは剣を構える。

「戯ざれ言ごとだ──戯れ言って、こういう事を言うんだ。お前の話なんか聞きたくない。ここで殺してやる。全部ケリをつけてやる」

「人質がいるんだぞ、勇者。彼女ごと殺す気かい？」

「俺の剣けん技ぎなら、彼女を傷つけずにお前だけ斬きれる」

「本当かい……すごいね、勇者っていうのは」

　このままではキノシタが死んでしまう。

　ＪＫは咄とつ嗟さに止めようとするのだが、なんと言って止めればいいのか分からない。

　キノシタは外道だ。ラノベのためならどんな悪事も働く男だ。

　だけど自分が同じ状じよう況きようになったら、ラノベのために大切なものを捨てないと保証はできない。

「死ね！　ラノベ作家！」

　勇者が剣けんを振ふり上げた瞬しゆん間かん、ＪＫはその剣の前に飛び出していた。

　深く考えた行動ではない。

　ただキノシタが危ないと思って、身体からだが動いてしまったのだ。

「な──!?」

　まさかＪＫが魔王をかばうとは思わなかったのか、勇者も驚いている。

　しかし彼の剣は止まらない。

　全てを断ち切る光の剣が彼女の肩かたを斬り裂さこうとした、その時──

「ちょっと待てぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇいっ！」

　上空から、聞き覚えのある声が降ってきたではないか。








第26話　再会と再開






　なんとか間に合ったぜ。

　キノシタの野や郎ろう、あんだけ派手にケガしてんのに元気だなー。

「アミューさん、降りるぞ」

「ウン！」

　俺は急降下すると、アミューさんを落下の衝しよう撃げきから守るように抱だきかかえながらゆっくりと着地した。

　ディルアラン大陸から、自分の力で二時間。

　異世界最速の生物という触ふれ込みは本当だった。

「な……!?」

「えっ、誰？　せんせー!?」

　キノシタもＪＫも俺を見て驚おどろいている。

　そりゃそうだよな。今の俺の身体はドラゴンなんだ。

　二足歩行で立ってはいるが、髪かみの毛から爪つま先さきまで全身化け物だ。鱗うろこがびっしり生えて、手足の爪つめは鋭するどく伸びている。顔つきは前より精せい悍かんになったかもしれないが、爬は虫ちゆう類るい独特の青白い表情は不気味に見えただろう。

「アミューさん、どこも痛くないか？」

「平気だヨ。センセーの後ろだと、すごく快適だったヨ！」

「そっか。ならいいんだ」

　今、俺の身体は通常よりも巨きよ大だい化しているっぽい。

　身長二メートル三〇センチくらいかな。さらに筋肉も膨ぼう張ちようしており、肌はだも冷たい色になっているので超ちよう人じんハルクのような体型だ。

　そんな俺の背中に乗って、アミューさんを連れてきた。

　意外な事に、自力で飛んだわりには快適な旅だった。

　普ふ通つう、人間が生身で上空を飛んだら死ぬ。

　空気抵てい抗こうや気圧や温度やらで、人間が耐たえられる環かん境きようではない。

　ところがドラゴンの身体だと、それを全て無視できる。

　俺の身体から発せられる魔ま力りよくのフィールドが、背中のアミューさんまで保護してくれたおかげで、まったく痛くも苦しくもなかった。

　つまり、ドラゴンが空を飛べる理由は、魔ま法ほうなのだ。航空力学なんて関係ない。
















　おそらくこの世界の空気中に漂ただよう魔力も関係しているのだろう。

「お、お前……!?　えっ、あの作家か？」

「おう、勇者ミュータス！　お前がキノシタを足止めしてくれたのか！　サンキュー！　おかげで捕つかまえる事ができたよ！」

「何があった……!?　というか、何をしたんだ……？」

「ああこれ？　ドラゴンになってみた」

「なってみたって」

「最近流行はやってるんだよ、俺たちの世界でも。化け物に転生すんの」

　最近じゃ人間が主人公じゃないラノベもちらほら増え始めてきた。

　いや、人外主人公のラノベも皆かい無むだったってわけじゃないんだが、「売れない」と言われ続けてきたんだ。そういや昔、石像が主人公のラノベなんてあったな。

　今の時代は、わりとなんでもアリだ。

　だから俺もなんでもアリの精神でやっていこうと思う。

「そ、そんなドラゴンになってまで、何がしたいんだよ……？」

「ああ、コイツを連れ戻もどしにな。それからＪＫを送り届ける」

　俺は顔色の悪いキノシタを指さす。

　どこでケガをしたのか、大量に出血している。それを機械のようなモンスターが必死に治ち療りようしているようだ。

「てなわけで、悪いな勇者。コイツらもらってくから」

「断る。魔ま王おうはここで俺が殺す。それが俺の生きる目的だったんだ」

　勇者の持つ炎ほのおと氷の剣は、彼の目と同じようにギラギラと魔力の光を放つ。

「そこをなんとか見み逃のがしてもらうわけには」

「いかねーよ。お前がどんな手段を使ってでも小説を書きたいと思うように、俺も魔王を殺すために今まで戦ってきたんだ。そうでないと、俺は今までなんのために生きてきたのか分からなくなる……！」

　職業的な使命と、個人の感情、どちらも捨てられない。

　ミュータスの生き甲が斐いは魔王を殺す事なのだ。

　そのために今まで積み重ねてきたものがある。

　そりゃそうだよなー。

「そもそも何故なぜ魔王をかばう？　コイツは生かしておけない大罪人だ」

「魔王な、俺の後こう輩はいなんだ」

「えっ!?」

「だから先せん輩ぱいとして落とし前をつけさせて──」

「……なるほどな」

　どうしたんだ勇者は。「少年の日の思い出」のエーミールみたいな事言って。

　何事か尋たずねようとしたが、その前に俺に剣を向ける。

「つまりお前も魔王と結けつ託たくしていたわけか」

「はぁ？　違ちがう違う！　確かに俺もコイツもラノベ作家だけど！」

「……言ってたよな。ラノベを書くためなら世界を滅ほろぼすって。あれはそういう意味だったのかよ」

　するとぐったりしていたはずのキノシタが、いきなり身体を起こし、俺の肩をぽんぽんと叩たたく。

　その笑い方は、明らかに俺をハメようとしていた。

「先輩！　僕を助けに来てくれたんですね！　やっぱり魔王軍は先輩がいないとダメなんですよ！　帰ってきてくれてありがとうございます！」

「お前ふざけんなよ！　いつ俺が魔王軍になったんだよ！」

「そのドラゴンの姿が何よりの証しよう拠こじゃないですか」

「このクズ野郎が！」

　俺はキノシタの首を摑つかんで地面に叩きつける。

　が、次の瞬間、俺の翼つばさを剣が掠かすめた。

　勇者の一ひと太刀たちがすぐそこに迫せまっていた。俺が反応しなかったら、キノシタごと真っ二つにされていただろう。

「くそっ……大人はそうやって子供を騙だまそうとしやがる……！」

「待ってよ勇者くん！」

　泣きそうな表情で絶望している勇者の前に立つＪＫ。

　彼女はずっと勇者の事を気にしていたようだ。

「違うって！　誰だれも騙してなんかいないよ！　みんなただラノベを書きたいだけ！」

「お前も……そうなのか……？」

「え？」

「お前もラノベを書いて……世界を滅ぼそうっていうのかよ……！」

「なんでラノベを書く事が世界を滅ぼす事に直結するの!?　落ち着いてってば！」

　しかしＪＫの言葉は届かない。

　ミュータスの視線は俺を射い貫ぬいている。

　抜ぬき放った二ふた振ふりの剣と共に、ゆっくりこちらに近づいてくる。

「許さねぇ……っ！　俺の大切な世界を壊こわそうとする奴やつは、絶対に許さねぇっ！」

　飛びかかってくる勇者ミュータスに対し、俺にできる事はひとつだけだ。

　逃にげ──

　俺の後ろにＪＫとアミューさんがいる。

「おおおおおおおおおっ！」

　生えたばかりの爪を振りかざし、俺は勇者に突とつ撃げきする。

「信じてたのに……アイツだけは違うって信じてたのに……！」

　作家たるもの、何事も経験だ。

　端はたから見るのと、実際に自分がやるのじゃ大おお違ちがい。

　モンスターがいる大陸に渡わたったのも、ドラゴンになったのも、全て作品のためだ。

　じゃあ、今こうして〝無む双そう〟を体現したような男と戦っているのは、何のためだ？

「だから、話を、聞けっつってんだろうが！」

　俺のドラゴンパンチが勇者の顔面に当たる。

　が、勇者は俺の拳こぶしと腕うでごと押し返してくる。丸めた紙でも投げられたくらいの調子で、まったく意に介かいしていない。

　その勢いで繰くり出される剣けんは、俺の翼を切断する。

　めっちゃ痛いてぇ。

　そりゃ身体からだの一部を斬きられたんだ。しかも翼って神経がやたら通ってるから、痛みもハンパないんだ。

　正直、逃げたい。

　あのドラゴンパンチだって、ここに来る前に試したけど、岩なんて簡単に砕くだけるくらい強いんだぞ。

　竜りゆうの血ってガソリンか何かでできてるんじゃないかってくらい身体が熱くなって、アミューさんの身体も小指で持ち上げられるくらいパワーが身についたんだ。

　なのに勇者に全然効かないでやんの。

　俺は確かに〝無双〟の勉強に来た。

　だけどこれじゃ、〝無双〟のやられ役の勉強じゃないか。

　それでも、もうちょっと──確かめたい。

　あいつの強さの源、強さの秘密を。

「おい勇者！　てめぇいい加減人の話を聞けやっ！」

「もう喋しやべんなっ！　大人の噓うそにはうんざりなんだよっ！」

「今までどんだけ騙されたんだよお前……」

「ああ騙されまくったよ！　だからもう俺は迷わねぇんだっ！」

　最近人気の主役って、だいたいそうだよな。

　敵や味方のウジウジしたエピソードに一ミリも揺ゆらがず、自らの信念を通す。

　その一いち途ずでブレない姿に読者は共感を覚えるのだ。

　だけど、それは主人公が正しかった場合の話だ。

　誤解してる時はどうすりゃいいんだよ！

「俺がこの世界に来たのは取材のためだ！　キノシタがいるなんて思わなかったんだよ！　ＪＫもそうだ！　アミューさんにいたってはダイアランのガイドじゃねぇか！」

「だから、それも全部噓だったんだろ！」

「違うって言ってんだろ！」

　ああ、くそっ。証明できるものがあればいいんだが……。

　キノシタと俺は無関係じゃない。それだけは事実だ。

　だけど魔王軍との繫つながりがない──

　待てよ。本当にそうか？

　本当に俺は魔王軍と無関係なのか？

「待て勇者！　ホントにちょっと待て！　俺に喋らせろ！」

　それでも斬りかかる勇者の剣を見切り、俺は彼の両りよう腕うでを取る。

　腕を下げさせ、二振りの剣を一いつ瞬しゆんだけ地面に刺さす。

　そのスキに俺は勇者に顔を近づけ、こう言った。

「あのな、俺、魔王軍の将軍に頼たのまれてたんだ。この戦争を終わらせられないかって」

「戦争を……終わらせる？」

「ああ。異世界人の俺なら、なんとかできるかもしれないって」

　まったく別方向からの攻こう撃げきに、勇者の手が止まる。

「お前も平和の道を目指してるなら、俺の言いたい事が分かるな？」

「俺は……！」

「お前がやりたい事はなんだ？　ディルアランの殲せん滅めつか？　それともダイアランの平和か？　どっちなんだ？」

「お前が……それを言うのかよ！」

　炎の剣が地面から抜かれ、俺を斬り裂さこうとする。

　しかし今度は遅おそい。俺を引き離はなそうとするために、あえて大おお振ぶりにしたようだ。

「俺たちの……二つの大陸の歴史なんて、全然知らねぇくせに！」

「ああ、少ししか知らねーよ」

　チラリとアミューさんを見るが、彼女は申し訳なさそうに照れ笑いしていた。

　いや、いいんだけどさ、可愛かわいいから。

「確か、千年以上も戦ってるんだろ？」

「そうだよ……悪の大陸を滅ぼすために……どっちの大陸も……そうやって今までやってきたんだ……！」

「俺はディルアランに行ったけど、そんな事なかったぜ」

　どちらの大陸に住んでいたのも、人間だった。

　多少趣しゆ味みの違いはあれど、優しい人ばかりだった。

「あのな勇者。あっちも好きで戦ってるわけじゃないんだぞ？」

「何言ってやがる……！」

「んなことねーって。内臓はともかく、死を崇すう拝はいしてる文明はすぐ廃すたれるんだ。今、ここまでディルアランが発展してるのは、みんな仲間想いの優しい人だからだよ」

「そんな……こと……！」

　揺れるミュータス。

　少しは俺の話を聞いてくれるようだな。

　このまま説得すれば、剣を収めてくれるだろう。

「……その話、本当なのかよ魔ま王おう」

　ミュータスはそう言ってキノシタを見る。

　が、そこにキノシタの姿はなかった。

「いねぇぞ!?」

「あの野や郎ろう、どこ行きやがった！」

　さっきまで木こ陰かげで休んでいたはずなのに。

　俺と勇者が戦っているスキに逃げ出しやがったのか！

「センセー！　大変！　ＪＫもいないよ！」

　アミューさんが叫さけぶ。

　まさか、キノシタの野郎、ＪＫをさらって逃げたのか！

　なんて卑ひ劣れつな奴だ。

「おいラノベ作家」

「今度はなんだ!?」

「あれもお前の仲間じゃない……のか？」

　勇者が見上げる上空。

　先ほどまで晴天だった空は、真っ黒に染まっていた。








第27話　ちょっと待って






　曇どん天てんに見えたそれは、雲ではなかった。

　まるで大量の羽虫やイナゴが発生しているかのようだ。

　空を埋うめ尽くすそれは、モンスターの群れ。

　それがゆっくりとダイアラン大陸に近づいているのだ。

「ミュータス！　手を出すな！」

「はぁ!?　何言って……」

「いいか、絶対にやるんじゃねぇぞ！　俺の客だ！」

　強く言い含ふくめて、俺はモンスターたちに手を振ふる。

　するとその中の一体がゆっくりと地上に降りてきた。

　見覚えがある、空飛ぶエイのモンスターだ。

「やぁ！　追いついたようだな！」

　エイの上に乗っているのは、ベルゲル将軍。

　それに──キノシタの三人の奧さん。

「奧さんまで！　なんで来たんですか!?」

　ベルゲルの部下に手を引かれて、エイの背中から降りる奧さんたち。それを見届けた後にベルゲルもひらりと地上に降り立った。

「ベルゲル……！」

「やめろミュータス、今は襲おそってこない」

　飛び出そうとする勇者を手で制しつつ、俺はベルゲルを見る。

　なんでこんなタイミングでやってきたんだ。

「魔王様がこの大陸に単独で渡わたったと聞いてな。心配で駆かけつけたのだ」

「すみません、でしゃばりなのは分かっていますが、魔王様の事を考えたら心配でたまらなくなって……」

　ベルゲルも奧さんたちも申し訳なさそうな顔をしている。

「お前ら……魔王を心配してここに来たのか……？」

　勇者の身体から力が抜ぬけていくのを感じた。

　彼にとって、ディルアランの人間が誰だれかを心配するなどありえないのだ。

「しかし勇者がここにいるとは、ちょうど良い。ここで勇者を倒たおせばディルアラン大陸に平和が訪れるやもしれん」

　召しよう喚かん魔ま法ほうで何もない空間から剣けんを取り出すベルゲル。

　彼に倣ならって奧さんやベルゲルの護衛たちも武器を召喚する。

「やめろ！　戦うな！」

　まったく、俺は叫んでばっかりだ。

　こういう時、勇者の〝声〟が欲しくなるぜ。

　こいつみたいに、人の心にスッと入り込める魔法のボイスがあれば、もうちょっとやりやすいんだけどな。

　そんなものを持ち合わせていない俺は、誠心誠意、真心でぶつかるしかない。

　ただし──キノシタが逃にげ出した事は言えない。

　ベルゲルや奧さんの前で、主君が人質とって逃げたなんて伝えようものなら、本当に軍が崩ほう壊かいしてしまうだろう。

「ベルゲルさんも、ちょっと待ってくれ！　今は戦ってる場合じゃない！」

「邪じや魔まをするのか？」

「今はそれどころじゃない。魔王が姿を消したんだ」

「ええっ!?　なぜだ!?」

「あー……えっと、そもそもアイツは、ＪＫを元の世界に送り届けるためにこの大陸に来たんだ。そこで勇者と鉢はち合あわせしてしまってな」

　なんとか上手うまい言い訳を考えているうちに、勇者が俺の前に出てこう言った。

「魔王は……コイツの弟子を送り届けている最中だ。無関係の彼女を戦いに巻き込むわけにはいかないから、送り届けた後で戦おうと──」

　ミュータスは歯を食いしばり、憎にく々にくしげに言葉を紡つむぐ。

　俺の言葉を頭では理解しているのだが、感情がついてこないのだ。

　あと、ＪＫを戦いに巻き込みたくないというのは本音だろう。

「……そう、彼が提案した」

「なるほど……慈じ悲ひ深い魔王様らしい」

「だから……待て。魔王の命令なしに戦ったら、叱しかられるだろう」

「むっ……確かに！」

　顔をしかめるベルゲル。

　しかし、勇者はもっと辛つらい表情をしている。

　そりゃそうだよ。宿敵が目の前にいるのに、殺せないんだから。

　積年の恨うらみもあるだろう。

「あのな、俺は別に戦争自体を止めるつもりはねーんだ」

　俺は勇者とベルゲルたちに言い含める。

「長い歴史がある大陸同士の争いだ。俺個人がどうこうできる問題じゃねーし、どうこうしちゃいけないと思ってる。ただキノシタは別だ。あいつは魔王だけど俺の後こう輩はいだ。色々と責任をとってもらう」

　世界に干かん渉しようしたのであれば、最後までやり続けるのがスジってものだろう。

　途と中ちゆうで投げ出すのはナシだ。

　魔王なら魔王らしく、最後まで勇者の敵でいなくては。

「てなわけで、俺は魔王を連れ戻もどしてくる。それまで待っててくれ」

「え、待つって……ここで、か？」

「ああ」

　勇者は信じられないものを見るように俺に問いかける。

「え……本気か？」

　ベルゲル将軍も阿あ呆ほうを見るような目で俺に尋たずねる。

「すぐ戻るからさ。それまでお茶でもして待っててよ」

　俺は破れかけたリュックからお茶とお茶菓が子しを取り出す。

　お茶は玉ぎよく露ろの粉末。お茶菓子は〝東京ばな奈〟の残りに〝東京スカイツリークッキー〟に〝雷かみなりおこし〟、それからヨックモックのシガールだ。

　もうこれでリュックの中の土産もカラッポ。

　ラノベ作家はなんでもできる。

　だけど今の俺にできる事は、時間稼かせぎくらいだ。

「納得なんて……できねぇよ」

　二本の剣を鞘さやに納め、大きくわざとらしいため息をつくミュータス。

「けど、俺は今、ベルゲルと……魔王軍の幹部と話をして、戦いを止めた。こんなの生まれて初めてだ。俺の中の価値観が崩くずれてる……なんだよ……なんなんだ、もう」

　頭を押さえ、ミュータスは座り込む。

　彼にとっては害がい獣じゆうが人間と同じ言葉を喋しやべったような驚おどろきなのだろう。

　今までだって言葉は通じていたはずなのに、ずっと届かなかったのだから。

「勇者よ、それは私も同じだ」

　ベルゲルが頷うなずく。

「私も──奥方様たちも、魔王様と出会って異世界の価値観を少しだけ学んだ。魔王様や彼が書く物語の中には、もっとこじれた戦争状態の国同士が仲良くなる話もあった」

「ベルゲル……お前もなのか」

「無論、逆もある。平和だった世の中がたったひとつのきっかけで戦乱の世に変わる物語もある。全ては変えられる──それを学んだのが、異世界の書物だ」

　そうだ。

　キノシタは良い事をした。

　勇者より先に、ディルアランをほんの少しだけ変えてくれた。

「ライトノベルというものは──そういう力がある書物なのかもしれん」

　大きな力じゃない。

　人の心の中に、ほんの少しの火を灯ともす。

　たったそれだけの、小さな文庫本だ。

　だが、時としてそれは大きなうねりになるかもしれないんだ。

「じゃあミュータス、ベルゲルさん、行ってくるぜ。キノシタを連れて戻ってくるから」

　気まずい雰ふん囲い気きの中、俺は翼つばさを広げる。

　さっき勇者に斬きられた部分がめちゃくちゃ痛い。

　だけどキノシタのためだ。痛みをこらえて空を飛ぶ。

　すると──

「先せん輩ぱい、何してるんですか？」

　キノシタがいた。

　召喚した鳥型モンスターにＪＫと一いつ緒しよに乗っていた。

　ＪＫの身体からだには鎖くさりのようなものが巻き付いている。あれもキノシタが召喚したモンスターだ。縄なわのように伸のびて、あらゆるものを拘こう束そくする生きたロープ。

「おま、キノシタ！　逃げたんじゃなかったのか！」

「そのつもりだったんですけどね。状じよう況きようが変わりました」

　キノシタは下を見る。

　そこには魔ま王おうの帰き還かんを喜ぶベルゲルたちと、憤ふん慨がいする勇者がいた。

「ベルゲル！　ありがとう！　僕を助けに来てくれたんだね！」

「はっ、魔王様のためなら当然でございます！」

「うん。じゃあ、もう一働きしてよ」

「なんなりと──」

　そしてキノシタは、信しん頼らいする部下に命令する。

「勇者が目の前にいるじゃないか。殺していいよ」

　その言葉を待っていたかのように、魔王軍が雄お叫たけびを上げた。

　大きな音の中心で、立ち尽くしているのはベルゲル。

「まこと……でございますか？　今この場で勇者を？」

「そうだよ？」

「ですが、この者たちは話せば分かってくれると……先ほどこの作家殿どのが証明してくれたのです。戦う必要はないのでは……」

「ん？　戦いたくないの？」

　キノシタは首をかしげ──次にニッコリと笑った。

「じゃあいいや。ベルゲルはもういらない。さあ、他のみんな、勇者を殺しておくれ！」

「魔王様ぁっ！」

　全てのモンスターが叫さけびながら勇者に突とつ撃げきする。

　牙きばを剝むき、爪つめを立て、槍やりを構え、舌を出し、あらゆる攻こう撃げき手段をたったひとりの人間にぶつけようと走り出す。

「……やれやれ、やはりこうなるのか」

　勇者ミュータス・ランダーは立っていた。

　俺と目が合う。

　ため息をついて──再び剣を抜く。

「作家全てが悪いとは思わねぇ。だが、あいつは魔王クズだ。それに──降りかかる火の粉は払はらう主義なんでな」

　ミュータスが二刀流の構えを取ると、二ふた振ふりの剣が強く光る。

「さぁ、全面戦争の始まりですよ！　先輩、戦記モノって書きませんか？　大軍がぶつかるこの臨場感、いつか見てみたいと思ってたんですよ！」

　鳥の上で高笑いしているキノシタ。

「キノシタよ……じゃあ、何か？　お前、ただラノベの参考にしたいからって理由で、わざわざ戻ってきて全面戦争させたのか？」

「そうですよ？　他になんの理由があるんですか？　あ、だけど実際には使えないかもしれませんね。ほら、僕、ラブコメが専門ですから──」

　ラノベ作家は面白いラノベを書くためならなんでもする。

　人だって殺す。

　世界だって滅ほろぼす。

　だとしたら、この行動もラノベ作家としては正しいのだろう。

「キノシタァァァァァァァァァァァァァァァッ！」

　だったら、俺の中で爆ばく発はつするこの怒いかりはなんだ。








第28話　蒼そう天てんの決戦






　ドラゴンだけでなく、この世界の空を飛ぶ生き物には魔ま力りよくが備わっていると思う。

　風の感じ方で分かる。

　翼によって揚よう力りよくを得るだけでなく、さらに魔力を翼でかき分ける事により、こちらの世界とは異なる推進力を得ているのだ。

　つまり、魔力の反応の仕方によってスピードが変わる。

　だから今、怒りで全ての魔力を乗せた俺の身体は、時速五〇〇キロ以上の猛もうスピードでキノシタを殴なぐろうとしていた。

「召喚サモン」

　鳥の上からキノシタが召喚したモンスターは、鉄球の形をしていた。

　トゲのついたその生き物が俺に飛んでくるが、関係ない。

　俺は空中で腕うでを振ふると、鉄球を押し返すように殴った。キノシタまで飛ばし返すつもりだったが、俺の拳こぶしは予想よりも強かったようだ。粉々に砕くだけ散ってしまった。

「危ないなぁ。先輩、この子に当たったらどうするんです？」

　キノシタはこちらに手を向けて笑っている。

　しかしもう反対側の腕はＪＫをがっちりと押さえていた。縄状のモンスターによって縛しばられた彼女は、キノシタを睨にらみ付けている。

「卑ひ怯きよう者が……！　人質とか、サイテーすぎるな！」

「僕が最低のクソ野や郎ろうだってのは、あなたが一番良く知ってるでしょう。僕はどんな手を使ってでもラノベを書きたくなったんですよ」

「だからって、魔王軍をけしかける事はなかっただろうが！」

「言ったでしょう？　僕にインスピレーションをくれればいいんですよ」

「てめぇっ！」

　殴りかかろうとするが、キノシタはさらにモンスターを召喚する。

　無む尽じん蔵ぞうに出てくるモンスターは、俺を狙ねらって次々に攻撃をしかけてきた。飛べるモンスターは体当たりをしかけ、刃は物もののようなモンスターは回転しながら俺を斬ろうとする。

　３Ｄプリンタ魔ま法ほうとはよく言ったものだ。

「本当にこれでテメーの書きたいラノベが書けるのかよっ！」

「書けるか書けないかじゃないんです！」

　キノシタの手が伸びる。

　彼の周囲に穴が空き、そこから無数の雷が伸びた。

　いくら速く飛べても、雷を避よけられるわけがない。

　やばい、と思った瞬しゆん間かんには全身を激痛が駆かけ巡めぐっていた。

「僕は書きたいんですよ！　あなたよりも面白いラノベが！」

「…………！」

「面白いだけじゃない！　売り上げを伸ばして、アニメ化もされて、それで嫉しつ妬とした奴やつらにネットで叩たたかれまくるような、そんな大ヒットラノベを書くんだ！　あなたのラノベよりもずっと心に残るような傑けつ作さくですよ！」

「キノ……シタ…………！」

「そんな僕の欲よつ求きゆうを邪じや魔ますると言うなら、先輩だって容よう赦しやはしませんよ！　なんならドラゴンキラーの取材もしてみようかな！」

　飛べ、俺の身体。

　いいや、やっぱり飛ばなくていい。

「ＪＫ！　手伝えっ！　俺を落とすな！」

「や、やってみるっ！」

　すると繫つながれたままのＪＫが俺を見て叫ぶ。

「召喚サモンっ！」

　空間に穴が空き、そこから飛び出してくる一羽の巨きよ大だいな鳥。

　その背中に飛び乗ると、俺はキノシタめがけてさらに跳ちよう躍やくする。

「あ、あたし、できた！　縛られてても召しよう喚かん魔ま法ほうって使えるんだ……」

「サンキューな！」

　礼を言いつつ、俺は拳を構える。

　もうキノシタたちが乗っている鳥まで肉にく薄はくしている。

　あとはこいつを引きずり降ろして──

「召喚サモン」

　そう考えていた俺の背中に、巨大な剣けんが突つき刺ささっていた。

　ジャンプしている俺の真下から召喚したらしい。

　太くて角張った剣は俺の腹から背中に飛び出し、空中で静止する。

「せんせぇっ！」

　ＪＫの悲鳴。

　そんな泣きそうな顔するなよ。

「……すみません先せん輩ぱい。僕はどうしてもラノベが書きたいんです。先輩を殺してでも、向こうの世界に帰りたいんです」

「別に……この世界でも…………ラノベは書けるじゃねぇか……！」

　喋しやべるたびに内臓と喉のどの奥がぎしぎし音を立てるようだ。

　そうか、胴どう体たいを刺されるとこんなに痛いのか。

　痛いっていうか、力が傷口から漏もれていく感覚だ。

　へー、こうなってるのか……。

「確かにここでも小説を書くことはできます。だけど僕はあっちの世界で、またラノベ業界に触ふれたいんです」

「……一度捨てたくせに…………調子のいい事言いやがって……！」

　刺さった剣を抜ぬきたい。

　しかし空中に真下から生えている刃はは、どうやっても抜けてくれない。そもそも柄つかに手が届かないほど巨大なのだ。

　だから俺の身体は、まるで磔はりつけのように宙に留とどまっている。

「安心してください。彼女は無事に送り届けますよ。先輩の事はどうでもいいですが、ラノベ作家志望の子を無下にはできませんから」

「冗じよう談だんじゃないっ！　誰だれがあんたなんかに！」

　ＪＫが激しく罵ば倒とうするが、キノシタは涼すずしい顔だ。

　反はん撃げきの手段はいくつかある。

　しかし彼女が人質に取られている以上、あいつを攻撃できない。

　せめてＪＫさえ取り戻もどせればなんとかなるのだ。

　そして、その時間が迫せまっている。

　奴は俺に夢中で気づいていない。

　先ほど俺が乗っていた巨鳥に乗って、あいつの背後から迫る仲間に。

「ほっ！」

　鳥のモンスターに乗ったアミューさんがナイフを投とう擲てきする。

　鋭するどいナイフがキノシタの腕に刺さり、捕つかまえていたＪＫを取り落とす。

「なっ!?」

　鳥から落下するＪＫだが、その身体からだはアミューさんが乗っていた巨鳥が受け止めた。

　さすがチート能力持ち、もうモンスターの使い方をマスターしてやがる。

　召喚したモンスターは本人しか操作できないんだったな。

　だからアミューさんを乗せた後、自分の背後まで誘ゆう導どうできたんだ。

「ナイス！　アミューさん！」

「えっへへー！　たまには役に立ったデショ!?」

「サイコー！　アミューさん素敵！」

　鳥の上でアミューさんに抱だきつくＪＫ。

　おい、その役代われ。俺もアミューさんに抱きつきたいほど嬉うれしいんだぞ。

「人質がいなくなればこっちのもんよ！」

　そして俺は翼つばさをはためかせ、キノシタに向けて飛びかかる。

　ドラゴンの血のパワーを全て推進力に代えて、まっすぐに飛ぶ。

　もちろん、腹に剣は刺さったままだ。

　翼は切られてるし、腹は刺されてるし、思考はめちゃくちゃだ。

　だけどキノシタを叩き潰つぶすという目的だけは忘れていない。

　今の俺の中の優先度は、痛みよりもキノシタなんだ。

「キノシタァァァァァァァァッ！」

「召喚サモンっ！」

　キノシタが召喚魔法を唱えるが、遅おそい。

　空中に穴が空く前に、俺の両手がキノシタの首を摑つかむ。

　そしてそのまま巨鳥から転げ落ちた。

「おらぁぁぁぁぁぁっ！」

　キノシタを摑んだまま、俺は落ちる。

　というか、もう飛べない。

　痛みで翼も動かせない。かろうじて空気のバリアを張れるくらいだ。

　だが、それも張らない。

「は、離してください先輩っ！」

「俺と一いつ緒しよに地じ獄ごくへ堕おちろやぁぁっ！」

「何……バカな事言ってんですかっ！」

　首を摑まれたまま、キノシタも叫さけび返す。




「僕たちラノベ作家なんて、とっくに地獄の住人でしょうがっ！」




　そうして、俺たち二人は地面に落ちた。

　勇者と魔ま王おう軍が戦っているまっただ中に。








第29話　ライトノベルができるまで






　これまで数々のピンチに出会ってきたが、高度一〇〇メートル以上から腹を刺された状態で男二人抱だき合ったまま落下するという経験はしたことがなかった。

　まーどんな気持ちか描びよう写しやするのであれば、〝痛い〟しかないわ。

　最強最速の生物であるドラゴンの肉体を持っても、クソ痛い。

　何もかも放って帰ろうかと思えるくらい痛い。

　こういう時、ラノベの主人公なら骨が二、三本折れたくらいじゃ怯ひるまないけど、実際は激痛っていうのは身体の機能のほとんどを止めるんだ。

　痛いっていうのは、身体の警告であって、本能的に動かしたらまずい状態っていうのを教えてくれる機能なんだ。

　だから痛い時に動いたら危険なんだよ。

　それは分かってるけど──

「キノシタ……！」

　自分の痛みを自覚しつつ、俺は地面に叩きつけられたキノシタの服を摑む。

「せ、先輩……！」

　魔王の名を冠かんしてはいるが、人間のキノシタ。すでに奴の身体は召しよう喚かんしたモンスターが治ち癒ゆを始めている。

　俺とキノシタの血はボタボタと地面に落ち、絨じゆう毯たんのように真っ赤に染まる。

「魔王様！」

「先生！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　戦っていた魔王軍と勇者も、その手を止めてこちらを見ている。

　勇者は俺が心配だろうし、魔王軍も魔王が心配だろう。

「……なんで…………なんで、そこまで……先輩は……」

「あぁ……？」

「先輩は…………僕が邪魔なんですか……？　僕がラノベを書く事が…………そんなに嫌いやなんですか……」

「誰も……そんな事言ってねぇだろが……！」

　俺は立ち上がる。

　すでに腹を刺していた剣は抜け、どこかに転がっている。多分、落下の衝しよう撃げきで抜けたんだろうな。

　腹の傷は徐じよ々じよに修復されているが、それでも治りが遅い。

　血が足りないのだ。

　目の前がクラクラする。

「ラノベ……書けよ。お前の帰りを待ってる読者のひとりだよ、俺も」

「なら……！」

「だけどよ……落とし前はつけてけ。魔王として、ちゃんと引き継つぎしろ。この世界に関わったのなら、最後までやり通せ……」

「…………けど、僕は今すぐ書きたくて……！」

「魔王もやり遂とげられない奴やつが、ラノベ一冊最後まで書ききれると思ってんのか？」

「……くっ」

　最後までやり遂げる事の意味、ラノベ作家なら分かるだろう。

　まずは一冊書き終える。

　その後はシリーズをきちんと終わらせる。

　打ち切りだろうが、読者を納得させるエンディングを用意する。

　それが自分を信じてくれた者への、作家としての仕事じゃねーのか。

「……分かり、ました」

　がっくりとうなだれるキノシタ。

　もう奴に抵てい抗こうする気力は残っていないだろう。

　そして手を上げて部下たちにこう命令する。

「みんな……すまない。この場は退いてくれ。無茶な命令を出して悪かった」

　そしてキノシタは大の字になって再び倒たおれた。

「魔王様！」

　すぐに三人の妻たちが駆かけ寄って、キノシタを抱き起こす。

　その間もモンスターたちがキノシタの治ち療りようを続けている。きっとアイツはすぐに治るだろう。

「……これで良かったのか？」

　剣けんを納めた勇者がこちらに歩いてくる。

　魔王軍があんなテンションなのだから、勇者も戦う気力が失せたようだ。

「今は、これでいいんだ。少なくともこの戦いは、誰も望んでない」

「今は、ね」

「戦争そのものをなくす事はできねーよ。これから先の事は、お前たち次第だ。少なくとも、きっかけくらいにはなるだろ」

「……やっぱり色々考えたんだけど、俺はアンタが一番許せない」

　唐とう突とつに俺を睨にらむ勇者ミュータス。

「ディルアランの人間も家族を想う気持ちがあるって、俺に教えやがって」

「なら、悩なやめよ。それも若者の──主人公の役目だ」

　最近のラノベの主人公は絶対悪をバンバン殺すから好かれているという。

　だけど、人間らしく悩んだっていいじゃないか。

　戦う相手が誰なのか、きちんと判断した上での〝無む双そう〟だから読者に好まれるのだ。

　さっきのミュータスみたいに、誰だれ彼かれかまわず殺そうとするのは〝無双〟ではなく〝殺さつ人じん鬼き〟と呼ばれる存在だ。

「せんせー！」

「センセー！　大丈夫!?」

　鳥に乗ったＪＫとアミューさんが近づいてくる。

　よかった、二人とも無事だ。

　俺は彼女たちに手を振ふった。

　次の瞬しゆん間かん、口から大量の血を吐はいた。

「あ……？」

　なんか全身の傷口が一気に開いて、血が流れ始めたぞ。

　ああ、そうか。

　さっきまでキノシタをぶん殴なぐる事に全力を注いでたから、筋肉に力入れてたんだ。

　ＪＫとアミューさん見たら安心して、全身の力を抜ぬいちまった。

「せんせー！」

　視界が狭せばまってくる。

　めちゃくちゃ眠ねむい。

　反対に痛みはどんどんなくなっていく。

　あ、これ、死ぬ。

　ドラゴンの身体からだだろうが、死ぬ時は死ぬよな。

　ああ、でも、満足感はある。

　キノシタに言う事聞かせられたし、ＪＫはアミューさんが送り届けてくれるし、勇者と魔王軍もちょっとだけ止まってくれたし。

　もうやり残した事は──

「ざけんな……！」

　倒れた。

　土と血の匂におい。

　俺は拳こぶしを握り、立ち上がろうともがく。

「死ねるか……！　俺はまだ……やらなきゃ…………書かなきゃいけないラノベがあるんだよ……！」

　なんのためにこの世界に来たと思ってるんだ。

　死ねない。

　死ねるわけがない。

　こんな場所で──




「死ねない……！　ライトノベルを書くまで……！」




　この世界で体験した事、出会った人──

　楽しかった事、辛つらかった事、ワクワクした事──

　それらを形にするまで──




「待ってるんだ……読者が、編集が…………俺自身が」




　死ねない。




「叫さけびたくなるような熱い展開…………胸が苦しくなるような萌もえキャラ…………」




　書きたい。




「最高のイラストに、最高の編集、最高の営業に最高の書店が揃そろった、俺史上最高のライトノベルができるまで、ここで死ねるかよぉぉぉぉぉっ！」




　書きたい。




　面白いライトノベルが、書きたい──








第30話　夢の中の夢がない話






　俺は暗い場所にいた。

　光がまったく届かない、一面の闇やみ。

　だけど自分がそこにいる事は分かる。

　ゆらゆらと水に浮ういているような、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんと共に。

　──あー、死んだのか、俺。

　真っ先にそう感じた。

　死後の世界を取材したいと思っていたが、まさかこんな形で行く事になるとは。

　問題はそれを作品に生かせるかどうか。

　帰れるのかなぁ、俺。

　などと考えていると、闇の中に一条の光が輝かがやく。

　眩まぶしくて目を開けていられない。

「ようこそ……」

　光の中から声がする。

「誰だれだ？」

「私は──あなた方の概がい念ねんで言うなら〝神〟と呼ばれる存在。二つの大陸の監かん視し者にして、世界の行く末を案じる者」

「神？」

「ええ。あなたを連れてきたのも、私です」

　女性の声だ。

　若く透すき通る声だが、顔が見えないので年ねん齢れいを判別しづらい。

「本当に神様？」

「ええ」

「ドリフのコントとかじゃなく？」

「すみません、その概念は良く分からないのですが……」

　困ったような声の神様。世代じゃないのかな。

　だが、彼女の言葉が噓うそでも本当でも、いい機会だ。

　神様にインタビューできるチャンスじゃないか。

「ＪＫを転生させたのも、あんた？」

「はい。本来ならば、あの少女に役目を負わせる予定でしたが、わずかに狂くるいました」

「役目だと？　何させるつもりだったんだ？」

「この世界を救ってもらおうと思いました。長きにわたって続く戦争を終結させ、世界の守護者になってもらおうと」

「ああ、だから転生させてくれたのか」

「誰彼構わず無む償しようで復活させていては、生命のバランスが崩くずれてしまいますから」

　なるほどね。

　生き返らせる代わりに、世界を救う〝真の勇者〟になれって事か。

「異世界って人材不足なのか……？」

「というより、特異な才能を持った方が、あなた方の世界にたくさんいたものですから」

「ああ、キノシタとかもそうか」

「彼も世界を救う力を持っていたのですが……残念ながら、ディルアラン大陸を救うだけに留とどまってしまいました」

「残念だったな、神様。そう思い通りにはいかねーよ」

　そもそも、なんでも神様の思おも惑わく通りに動くんだったら、俺たちの世界の人間を転生させる必要なんかないんだよな。

　どうやらこの世界の神様は、万能ではないらしい。

　こう言ってはなんだが、ベテランラノベ作家の方が世界をどうこうできるんじゃないかと思えてくる。

「でも、あなたはやってくれました」

「俺？」

　はて、俺が何かしたか？

　キノシタをブン殴ったくらいだぞ？

「二つの大陸の者たちに、良い心証を与あたえてくれました。あの戦いは、今後の二つの大陸の和平に繫つながるでしょう」

「そうなの!?　だって俺、何もしてないぜ!?」

「それはあなたの感想です。あなたと魔ま王おうの戦いを見て、双そう方ほうの心に何かが生まれたようです。それは目には見えない傷のようなもの」

「……なるほど」

「ライトノベルでも、そういう事ってあるでしょう？」

「詳くわしいんスね」

「だって神様ですから」

　笑う神様。

　事実、彼女の言う通り。

　一冊の本が誰かの人生を変える事だってある。

　心の傷とは、そういうものだ。

「戦争を止めるほどのラノベ、俺にもいつか書けるかな」

「どうでしょうね。あなたの行動は素晴らしかったですが、ライトノベルに関しては二流ですし」

「なんだと」

「だってあなたの作品、女の子も少ないし、テーマに一いつ貫かん性がないし、すぐ打ち切られますし……」

「知ってんのかよ神様！」

　怖こわっ！

　神様って本当になんでもお見通しなんだな。

　それだけ見通せるのに、なんで世界の未来は見通せないんだよ。

　見るだけかよ神様。

「改めて、お礼申し上げます。世界を〝ほんの少しだけ〟救ってくださって、本当にありがとうございました」

「……別に礼を言われるような事じゃないですって」

「そうなのですか？　ささやかな礼として、肉体の修復と呪のろいの除去をしようと思っていたのですが──」

「ぜひお願いします。ガンガンお礼してください」

「かしこまりました。それでは、そろそろお目覚めになってください」

「目覚め……？」

「これは夢の中の話。目が覚めた時には、全部忘れていますよ」

　なんだ、もったいない。

　せっかく神様にインタビューできたのに。

「あ、じゃあ、どうせ忘れるなら、最後にひとついいスか」

「なんでしょう？」

「面白くて売れるラノベの書き方、神様なら知ってるんじゃないですか？」

「それは──」

　神様は少し悩なやんだ後、こう答えてくれた。

「私にも分かりません」








第31話　知ってる天てん井じよう






　すげー嫌いやな夢を見た気がする。

　口だけは達者だけど何も具体的なアドバイスをくれない最悪な読者に延々説教されたような、不快な気持ちだ。

　そんな苦々しい気持ちを払はらおうと、目を擦こすって身体からだを起こす。

　ベッドの上だった。

　見覚えのある部屋──そう、クェスティアのハラン城下町にある宿屋だ。

　俺たちが最初に泊とまった部屋のベッドだ。

　シーツをめくると、全ぜん裸らだった。

　自分がどういう状じよう況きようでベッドに入ったのか思い出す。

　確か、そう、ドラゴンになって、キノシタを殴なぐって──そこからの記き憶おくがない。

　今は人間の身体に戻もどっている。ヤチ先せん輩ぱいの呪い除よけが効いたのだろうか。

　だけどドラゴンの身体になった時、服のほとんどが弾はじけ飛んでいたんだ。そんな状態で人間に戻ったから、全裸のままなのも納得できる。

　さて問題は、誰が俺をここまで運んでくれたのか──

　部屋の中に着き替がえがあったので、クェスティア風の衣服を着る。白い布製の服は涼すずしくて動きやすい。装そう飾しよく品の類たぐいはないので、部屋着か寝ね間ま着きなのかもしれない。

　それを身につけてから、宿屋の主人に会う。

　俺がどういう状態で運ばれたのか尋たずねたいのだ。

「いや、アンタは眠ねむってたから知らないだろうけど、すごかったんだから。勇者ミュータスがこの町に来て、アンタを泊まらせてくれってさ。もうウチの宿屋にすっごい人が集まっちゃって、騎き士し団が出動する騒さわぎになってたよ」

　三日前に起きたという事件を楽しそうに語る宿の主人。

　その時は大変だったが、今となっては笑い話なんだそうだ。

　勇者や他の連れはどうしたのか尋ねると、

「お連れさん？　なんか二人で毎日出かけてるぜ？　〝取材〟とか言ってたっけな……クェスティアを飛び回ってるんだとか」

　ああ、そういう事か。アミューさんがＪＫを案内しているのだろう。

　プロのガイドと一いつ緒しよに異世界取材──

　それって、俺がやりたかった事じゃねぇか！

　なんでアイツだけアミューさんと二人っきりなんだよ！

　しかもガイド料なんてアイツ持ってねぇだろ！　俺持ちじゃねーのか！

　ＪＫへの妬ねたみと嫉そねみで叫さけびそうになった時──

「せんせー！」

「センセー！」

　宿屋に帰ってきた二人が、俺を見る。

　二人とも驚おどろき、次に俺に飛びついてきた。

「良かった！　生きてるよ！」

「傷も消えてるヨ！　死んでないヨ！　元気に歩いてるヨ！」

「生ぎでだぁ～！」

「ワ───ン！」

　涙なみだと鼻水を垂らして俺にしがみつく二人。

　あの、気持ちは嬉うれしいんだけど、そろそろ離はなれてもらえないだろうか。

　宿屋のお客さんは俺たちだけじゃなくてな、普ふ通つうに利用している方々が変な目で俺を見ているんだ。

「と、とりあえず、部屋に戻ろう！　な！」

　俺が促うながすと、二人は顔をぐしゃぐしゃにしたまま頷うなずいていた。

　そんなにひどかったらしい、俺の傷は。




　　　　＊




「えっとね、これがお城でしょ。それから川。あとね、これが山。野生の動物の死体。アミューさんのガイド仲間。町を上から撮とったとこ。あと勇者くんのコート。こっちが騎士の鎧よろい。それから魔ま術じゆつ学校の入口に──」

　宿屋の部屋で軽食をつまみながら、俺はＪＫが撮ったスマホの写真を見ていた。

　使えそうなものがあったら送って欲しいので、ＬＩＮＥのアドレスを交こう換かんする。

　今度は俺の取材の役に立つかも、という事で、編集部や実家にもちゃんと連れん絡らくして許可を取ったそうだ。その点はちゃんと褒ほめた。

　俺が復活する事を信じて、取材をしてきてくれたそうだ。何が使えるか分からないので、とにかく異世界っぽいものを片かたっ端ぱしから調べてきたという。

「ゆっくり見ると、面白いね、異世界！　あたし外国の延長だと思ってたけど、やっぱり文化が全然違ちがうよ！　ディルアランほどじゃないけど！」

「景色だけでも違いが分かるよな。多分、歴史が違うせいなんだろうけど」

　ＪＫのスマホにはダイアラン大陸だけでなく、ディルアラン大陸の写真もあった。

　これは前に撮ったものだろうが、小物や服などを細かく調べているのが分かる。俺は風景や人の顔を多く撮っていたので、こういうところで違いが出るのは面白い。

「そういえばキノシタはどうなった？」

「あのネ、ダーケスティアの王位を譲ゆずるんだッテ！　最初はベルゲル将軍に頼たのんだらしいんだケド、辞退したノ。で、今は三人の奧さんががんばってるヨ」

「そっか。じゃあ、キノシタ本人は？」

「まだダーケスティアの魔王城に住んでるヨ。そこで小説を書くんだっテ」

　王位は捨てたが、まだ捨てられないものはあるようだ。

　編集部もキノシタの居場所と連絡先が分かれば、必要なものを送ったりできるはず。

　そういやあのＤＥＡＤorＡＬＩＶＥの賞金ってどうなったんだ。

「ＪＫ、後で編集部に電話しとけ。キノシタの賞金もらってこうぜ。二〇〇万だからラノベの新人賞よりもらえるぞ」

「えー、あたし、新人賞の賞金が欲しい」

「だったら両方ゲットしろよ。そのくらいの意気込みで行かないと喰くわれるぞ」

「それもそうだね。じゃあ三人で山分けだ」

　嬉しそうに笑うＪＫだが、アミューさんは苦笑する。

「私、ソッチの世界のお金もらっても意味ないヨ」

　そうだ。アミューさんはこの世界の人間だ。

　俺たちとは違う世界に生きているんだ。

　そんなアミューさんと、もうすぐ別れなくてはならない。

　多少無知なところはあったものの、俺の無茶な行動に全て付き合ってくれた。

　優しくてカッコ良くて、決めるところは決めてくれる凄すご腕うでのガイド。

　だけど、ガイドとしての技術よりも、その笑顔が好きだった。

　アミューさんが脳天気に笑っていると、俺も元気が出るんだ。

「センセーも元気になったし、そろそろ元の世界に帰らないとネ」

「ん……そうだな」

「楽しかったヨ、センセー。死にかけたけどネ」

「ごめんな、大変な行程になっちまって。だけどありがとう。本当に感謝してる」

「楽しい小説、書けるといいネ！」

　二人とも笑って済ませようとする。

　アミューさんは良い仕事のパートナーだ。

　それで終わりだ。

　また異世界に来る事があったら、必ず世話になろう。

「さて、じゃあそろそろ帰るか。ＪＫも帰り支度はできてるか？」

「う、うん」

「明日には迎むかえが来るように連絡するから。忘れ物のないようにな」

「せんせーこそ、忘れ物はないの？」

　忘れたくないものならたくさんあるんだけどな。

　置いてかなきゃいけないものも、同じくらい。

「じゃあ、今日はゴチソウ食べヨ！　ダイアランの宮きゆう廷てい料理の取材だヨ！」

「おう、いいな！　どうせ出版社の金だ！　すっげぇ高いメシ食おうぜ！」

「わーい！」

　大げさに喜ぶ俺たち。

　別れの辛つらさを隠かくしているのは、全員分かってんだよ。








第32話　月が綺き麗れいだから






　元の世界に帰る前日の夜。

　宣言通り、夕飯は豪ごう勢せいなものを注文しまくった。

　城下町で一番うまいと評判のレストランで、メニューの上から下まで全部注文してやった。取材費は編集部が持つと言ったので、値段など一切気にしなかった。

　評判通り、全てのメニューが極上の味わいで、オードブルの野菜から唸うなるほどの美味おいしさだった。

「なにこれ、うまっ！」

「美味しい！　なんだかよく分からないけど、美味しい！」

　しかしメインの肉料理になると、聞いた事もないような動物に聞いた事もないソースが出てきて、それらをアミューさんに尋ねるたびに俺とＪＫの顔が青ざめた。

　だって一番美味かった肉料理、巨きよ大だい昆こん虫ちゆうの肉だったんだぜ。

　最初に聞いた時はびっくりしたけど、人間、美味いもんには勝てないわ。虫だって分かってても手と口が動いてしまう。

　最初は俺もＪＫも料理の写真を撮りまくっていたが、途と中ちゆうからそれも忘れて一心不乱に食べ続けた。再びスマホに手を伸のばしたのは、満腹になってからだ。

　もちろん、料理だけではない。酒も極上だった。

　俺たちの世界と似ている酒もあったが、果実を使った酒は独特の渋しぶみがあって珍めずらしかった。そして昆こん虫ちゆうのエキスと混ぜた酒も格別で、いくらでも飲めてしまう。

　なんだか虫ばかり食べている気がするが、こちらの世界でも昆虫は栄養価が高いのだ。見た目と味さえガマンできれば非常食になる。

　おそらくこちらの世界の住民もそれらをガマンした結果、昆虫食が発展したのだろう。

　ＪＫも最初は嫌いやがっていたが、最終的には全部残さず食べていた。

「うぉぉ……さすがに飲み過ぎた」

　あまりにも美味なものばかりだったので、酒が進み過ぎた。

　俺としたことが情けない。

　トイレのついでに、少し夜風にあたる事にした。

　貸し切り状態のレストランのテラスに、心地よい夜風が吹ふいている。

　二つほどテーブルがあるが、今夜は俺だけが占せん領りようする。

　イスもあるのだが、フラついてうまく座れない。倒たおれるようにして、テラスの手すりにもたれかかった。

　見上げると、月。

　この世界の月は、二つある。

　まるで寄り添そう父母が、子供であるこの星を見守っているようだ。

「センセー、だいじょぶ？」

　頰ほおに冷たいものがあたる。

　アミューさんが水の入ったグラスを持ってきてくれたのだ。

「ああ、ありがとうアミューさん」

「どういたしましテ！」

　そしてアミューさんも俺の隣となりに座る。

　俺と目が合うと、彼女は屈くつ託たくのない笑顔を見せてくれた。

「月、見てたノ？」

「ああ。俺たちの世界じゃ、月はひとつだけだからな」

「ふーん」

　アミューさんも一いつ緒しよに夜空を見上げる。

「でも、面白いネ。そっちの世界にも月があるんだネ。星もあるノ？」

「もちろんあるさ。二つの世界は似てるんだ」

「なんで似てるんだろネー」

　首をかしげるアミューさんに、俺は笑ってこう答えた。

「たまたま似てるわけじゃない。無数にある世界の中から、俺たちの世界に近い生態系と文化を持った世界を選んで転移したんだ」

　ラノベの異世界ファンタジーは現実世界の延長みたいな世界観だ、という批評がある。

　そりゃそうだ。現実世界の延長みたいな異世界を取材しているのだから。

　あまりにも俺たちの世界とかけ離はなれた世界に行くと、逆に取材ができないのだ。

「じゃあ、センセーの世界やこの世界と似てない世界もあるんだネ」

「ああ。人間が住めないどころか、生命の定義すらあやふやな世界もある。そういうところに取材に行く作家もいるんだけど、やっぱり失敗する可能性が高いんだ」

　特にＳＦ作家などは、迷ったり死んだりするどころか、観測や存在すらできない世界に行く事がある。

　中には現地で肉体や概がい念ねんを作り替かえられるケースもあるという。その世界によって、適応させられてしまうらしい。

　だから取材に成功して帰き還かんしても、今度はこっちの世界に馴な染じめずに消しよう滅めつしてしまう人もいるとか。

　安全で文化が似ている異世界を取材する作家が多いのも当然だ。

「それに文化や道徳が似ていれば、読者も共感しやすいしな」

「ウンウン」

「だから逆に、アミューさんが俺たちの世界に来ても、わりと上手うまくやっていけると思うんだよ」

「ホント？」

「マジだよ。だから俺と一緒に来ないか？」

　──しまった。

　酔よった勢いで何を言ってるんだ俺は。

「センセー……」

「アミューさんは優ゆう秀しゆうだから、あっちでも仕事あると思うんだ。ＫＡＤＯＫＡＷＡの編集さんに言えばビザの発行だってやってくれる。住むところが見つからないなら、俺の家に来ればいい」

「ま、待ってセンセー」

「このままお別れなんて、やっぱり嫌だ。一緒に来てくれよ」

　ああ、最悪だ。

　このバカな口を誰だれか止めてくれ。

　酒のせいじゃない。俺の自制心がおかしいんだ。

「──そんな簡単には、行けないヨ」

　困り顔のアミューさん。

　そんな顔して欲しくなかった。

　時を戻もどせるなら、戻して欲しい。そんな魔ま法ほう、この世界にはないのかよ。

「私は、この世界が好きだし、ガイドの仕事も楽しいモン」

「……ああ」

　そうだよ。

　俺が好きなのは、この世界で明るくガイドをしてるアミューさんなんだ。

　そんな彼女を、俺のエゴで連れていけるわけがない。

「センセーの気持ちは嬉うれしいケド、私はガイドだから」

「……そうだな」

「ごめんね」

「謝るこたぁないさ。俺の方こそごめん」
















　こんな話するべきじゃなかった。

　笑顔で別れたかったのに。

　しばらく、気まずい時間が流れる。

　取り繕つくろう事もできない。

　このまま別の話題を振ふる事もできない。

　そんな嫌な沈ちん黙もくを破ったのは、アミューさんの方だった。

「でもね、センセー」

　うずくまる俺の肩かたに、アミューさんの手が触ふれる。

「作家さんって、どんな手でも使うんでショ？」

「……ん」

「面白い小説のためなら、なんでもするって言ってたヨ？」

　──そういえば、そうだった。

　こんなの、俺らしくない。

　そう考えた瞬しゆん間かん、俺の中でスイッチが切り替わった。

　肩に触れたアミューさんの手を、俺は握にぎる。

　どんな手段を使ってでもハッピーエンドを作る。

　それが作家の仕事だったな。

「ありがとな、アミューさん」

　冷たい手を引き寄せると、アミューさんの顔が近くにあった。

　いつも俺を支えてくれた、優しいガイドさん。

　笑顔の素敵な、大きい目の女の子。

　その唇くちびるに、俺の唇をそっと重ねる。

「ン……」

　月だけが見ている、長いキス。

　ゆっくりと流れる時間の中、俺はアミューさんをずっと抱だきしめていた。

「──アミューさん。逃にげようと思えば、逃げられるぞ？」

「そうだネ」

　彼女は笑って、こう言った。

「私も酔ってるせいカナ」

　知ってるぞ、アミューさん。

　獣じゆう人じん族はどれだけ飲んでも酔わないんだ。








最終話　ライトノベルを書こう






　異世界から帰って、半月が過ぎた。

　こっちに戻ってきてから、まずやったのがプロットの作成。

　ライトノベルの設計図を書いて、担当編集に叩たたきつけるところから始まる。

　編集者はそのプロットを会議に出して、編集部全体で話し合う。

　この話で物語を作り、イラストを付けた場合、どれだけの売り上げが見込めるか。ＯＫならばどうやって売り出すか。ダメだったら、どこを改善すればいいか。

　もちろんプロットの状態で面白さの全てを理解できるわけがない。だけど作家は理解させないといけない。

　作家だけでなく、編集者も同じ気持ちだ。絶対に面白いラノベを作らないといけない。

　そこで両者の戦いが起きるわけだ。

　なんとかプロットを企き画かく会議で通してもらい、俺は今、本編を執しつ筆ぴつしている。

　普ふ段だんは行きつけの喫きつ茶さ店てんでノートＰＣと睨にらめっこするのだが、今は自宅だ。

　足の包帯がいまだに取れないのだ。

　あの編集、まさか銃じゆうまで持ち出すとは思わなかった。

　足の甲こうを撃うち抜かれて動けないのに、手と頭だけは無傷だ。さすが編集者である。

　だが、プロットを通しちまえばこっちのもんよ。

　プロットとは計画書のようなもの。

　行程において計画がズレるなんてのは、どの業界でもよくある話。

　結果として面白けりゃいいんだよ。

　どんだけ脱だつ線せんしようが、最終的に編集を納得させられれば──

　おっと、電話だ。

「あーい、もしもし」

『おう、俺だ』

　ドスの利いた低い声。

『ちゃんと書いてんのかオメー。プロットが通ればこっちのもんだから、後は好き勝手書こうなんて考えちゃいねーだろうな』

「まさかそんなわけないじゃないですか」

『せっかく会社の金で取材行ったんだから、無む駄だにするんじゃねーぞ』

「分かってますよ」

　そう、取材をしたら終わりというわけではない。

　取材というのは、料理でいうなら〝食材調達〟のようなもの。

　どれだけ上質な食材を手に入れたとしても、料理人の腕うでが未熟なら完成品もそれなりにしかならない。

　ここからがプロの腕の見せ所なのだ。

　想像力、構成力、文章力、そして体力と魅み力りよく。

　あらゆる力を駆く使しして書き上げる。

「で、何の用スか。俺は今ノリにノってるんで邪じや魔ましないで欲しいんですけど」

『おう、お前がこないだ紹しよう介かいしてくれた城じよう島しまさんなんだけどよ』

「……ああ、ＪＫですか。アイツの作品、どうでした？」

『高校生なのにかなりいい線いってるぜ。だからいくつかアドバイスして、次の新人賞に出すように言っといた』

「へー、そんなに見込みあるんですか」

『若いのに大したもんだよ。文章から情熱が伝わってくる。荒あら削けずりなのは当然だが、最近のヒネたガキにありがちな、斜はすに構えた雰ふん囲い気きがないんだ。まっすぐな物語を書いてくる、いい子だよ』

　滅めつ多たに褒ほめないこの人にそこまで言わせるんだとしたら、本当にすごい事だ。

　俺と同じ世界で同じものを見たＪＫがどんな料理を作ったのかは、とても気になる。

　まぁ、おそらく来年には読めるだろう。

　新人賞を獲とって、改かい稿こうを重ねて、書店に並ぶのが今から楽しみだ。

　ならば俺も負けていられない。

　新人より面白い話を書き続けるのが現役プロの使命だ。

　あの体験を元にして、読者に夢と希望を与あたえる最高のライトノベルってやつを書こうじゃないか。

　今の俺のテンションなら、一週間もあればいける。

　見てろよ編集、ＪＫ、まだ見ぬ読者よ。

　一刻も早く本を届けてやるからな！




　　　　＊




　さらに半年が過ぎた。

「やっほー、せんせー」

「ようっ」

　秋も深まった、とある日の夕方。

　新宿駅の東口改札で、久々にＪＫと会った。

　いつもＬＩＮＥなどで連れん絡らくをとっていたが、直接会うのは二週間ぶりくらいだ。

　あっちの世界ではパーカーに制服というヘンテコな格好だったが、今はブラウスにスカートという、おとなしい服装だ。

　こうして見ると、普ふ通つうの女子高生……いや、中学生だな。

　並んで歩いていると、俺が警察に職務質問されそうなくらいだ。

「先に言っとくけど、受賞おめでとう」

「ありがと。せんせーのおかげだよ」

　ＪＫの小説は新人賞で奨しよう励れい賞を取り、今は俺と同じ編集さんの指導のもと、デビューの準備を進めている。

　最近では高校生の受賞は珍めずらしいので、それを宣伝材料にするのだとか。

　ＪＫは嫌いやがっていたが、使える武器は全部使えと俺が説得した。

「アリマさんも、話してみると意外といい人だね」

「そうか？　女には甘いんだなあの野や郎ろう」

「でも編集長さんは怖こわかったわ……」

「あの人に逆らえる作家やイラストレーターはこの世にも異世界にも存在しないからな」

　そんな話をしつつ、俺たちはとある居酒屋に向かう。

　飲み会という名目だが、実際は祝賀会のようなものだ。

　駅から五分のその店に入ると、すでに主しゆ賓ひんがいた。

「やー先せん輩ぱい！　お久しぶりです！」

「おうっ」

　キノシタだった。

　それから編集者が二、三人。あと、俺が知らない人が何人か。

　おそらくキノシタの仕事繫つながりの人間だろう。

「二人とも、今日は来てくれてありがとうございます。みなさんにはどうしてもお礼がしたかったものですから」

「なんだか今日は礼を言われてばっかりだな俺。何もしてないっつーの」

「まぁまぁ、せっかくのお祝いですから、いっぱい飲んでってくださいよ」

「はいよ」

　今日、この店に集まったのは他でもない。

　アニメ化が決まったのだ。

　──キノシタが書いたライトノベルが。

　俺やＪＫと同じように、異世界を旅した冒ぼう険けん譚たんを書いたキノシタの新作は、瞬またたく間まに売れて一気に累るい計けい三〇万部を突とつ破ぱした。

　それで、まだ二巻しか出していないのに、すでにアニメ化が決定したのだ。

　現在はアニメ会社と打ち合わせをしながら、三巻の執筆に取り組んでいるのだとか。

　俺ももちろん読んでいるが──おもしれーんだ、これが。

　あいつのデビュー当時のパワーが再び蘇よみがえったようで、読んでいて身体からだが熱くなってくるんだ。俺も書かずにはいられないほどに。

「キノシタさん、おめでとうございます！　『フリスク』以来の快挙ですね！」

「ああ、ありがとう！」

　ＪＫがお祝いの品を渡わたすと、キノシタは嬉うれしそうに笑った。

「君のこともキャラのモデルとして書かせてもらったよ」

「え、そうなんですか？　そんなキャラいたっけ……」

「ほら、二巻から登場したヒロインの──」

「え、もしかしてあの暴力女ですか!?　あたしそんなキャラ!?」

　ショックを受けるＪＫに、俺たちみんなが笑う。

　それをきっかけに、飲み会が始まった。

　本来なら飲むには早すぎる時間だが、ＪＫの帰宅時間を考えるとこのくらいがちょうどいい。どうせＪＫが帰った後も飲み続けるんだろうが。

「そういやキノシタ。お前、まだ魔ま王おう城に住んでんの？」

　一いつ杯ぱい目のビールを飲み干した後、俺はキノシタに尋たずねる。

「ええ、城とこっちの往復で暮らしてます。ネットも繫がるから、意外と問題ありませんでした」

「ディルアランの戦争はどうなってんだ？」

「今は停戦してます。牙きばを研いでいるというか、先輩が来てからムードが変わってきてますよ。この分だと、数年は戦争しないんじゃないかなぁ」

「ふーん」

　なんでもかんでも俺のせいにしやがって。

　俺はただ取材旅行に行っただけだっつーの。

　俺は時計を見ながら、つまみのサラミを嚙かむ。

　もう六時を回ったか──

「大だい丈じよう夫ぶですよ先輩」

「何がだよ」

「もうすぐ来ますから」

「あぁ？」

　キノシタが居酒屋の入口を見る。

　ばたばたと走ってくる、黒い人ひと影かげがいた。

「ゴメーン！　お仕事で遅おくれちゃったヨ！」

　アミューさんだった。

　サマーセーターにジーンズという、現代風の格好。

　耳は大きな帽ぼう子しで隠かくしている。

「おお！　アミューさんじゃねぇか！　ささ、こっちに来な！」

　誰だれよりも編集さんが笑顔になって、彼女にイスを勧すすめる。

「久しぶりだねセンセ！　一週間ぶりかな？」

「だな」

　自然と俺の隣となりに座るアミューさん。

「むー……」

　かと思いきや、なぜかＪＫが俺とアミューさんの間に割って入って座り直した。

　何考えてんだコイツは。

「いつも助かってるぜ、アミューさん！　あんたがこっちに来てくれたおかげでかなり儲もうかったって、ウチの営業とアニメ会社の人が言ってんだ！　ささ、とりあえず一杯どうぞ！」

「アリガト！」

　コワモテの編集がもの凄すごくにこやかな笑顔になってアミューさんにビールを注ぐ。

　そう、彼女はこちらの世界に住んでいる。

　職業はガイドだ。

　なんと異世界の人間を案内する仕事をしているのだ。

　きっかけは俺の言葉だったらしい。

　二つの世界は似ているから、アミューさんならこっちでもやっていける、と。

　俺たちがあっちの世界に行くように、向こうの人間もこっちの世界の事が気になっていたんだ。

　だからアミューさんは現地ガイドとして、異世界の人間にさまざまな文化を教えている。

　観光だけじゃなく、技術や法律など、異世界にはないものを知る事で、戦争続きの二つの大陸の未来が変わろうとしているらしい。

　こないだも勇者ミュータスがこっちに来て、様々なものを勉強して帰っていった。彼のお気に入りは時代劇だったそうだが──

「アミューさん、本当に助かってますよ。僕のアニメが成功するかどうかは、あなたにかかっていると言っても過言じゃない」

　キノシタもそう言って彼女を褒める。

　こいつが書いたラノベも異世界が舞ぶ台たいなので、アニメ会社としても絵の資料が欲しい。そこでアドバイザーになってもらっているのだとか。

　さらにアニメがヒットした暁あかつきには、〝聖地〟としてグッズを売り出す計画も立てているらしい。さすがに巡じゆん礼れいはできないだろうが……。

「また三人で遊びに行きたいネ！　渋しぶ谷やとか秋あき葉は原ばらトカ！」

「うん、今度の休みヒマだからさ、またせんせーと三人で行こうよ」

　ＪＫもそんな感じである。

　未成年を遅おそくまで連れ回すのは良くないので、大たい抵てい俺が送り迎むかえをしている。

　ちょくちょく三人で遊ぶようになったが、全員が全員の保護者みたいな雰ふん囲い気きである。

「先輩、まだアミューさんと進展してないんですか」
















「うるせぇなキノシタ。ＪＫが邪じや魔まで二人っきりになれねーんだよ」

「でもあなた、あの子が一いつ緒しよじゃないとアミューさんに会えないチキンじゃないですか」

「やかましいわ」

　そんな事はない。

　次は二人で会えるよう、なんとか努力している。

　きっとＪＫ抜ぬきでも会えるさ。多分。

「遊んだりイチャつくのも結構だけどよ」

　そう言って俺の肩かたを叩たたく編集。

　こないだ俺が顔につけた傷きず跡あとがまだ残っている。

「そろそろ次の話考えようや。オメーこないだの新作全然売れなかったじゃねーか」

「……お、おう」

「俺もそろそろ本当にエンコ詰つめなきゃいけなくなるぞオイ。どうすんだよコラ」

「そうッスね、また取材に」

「あぁ!?　取材だぁ!?」

　傷だらけの顔を近づけるな。怖い。

　ていうか売れなかったっつっても、ここ最近出した本の中じゃ結構売れた方だぞ。

　キノシタのと比べんなよ。

「次はどこ行くんだよオイ。学園ラブコメの異世界か？　異能力バトルの異世界か？　いっそパニックホラーの異世界もいいな。ゾンビだらけの世界とかよ」

「ゾンビの世界は……もうコリゴリです。あそこめっちゃ臭くさいんですよ」

「じゃあまたファンタジー異世界か？」

「あ、ファンタジーならあたしも行きたい！」

　ジュースのグラスを手に、とびきりの笑顔を見せるＪＫ。

「受賞作の二巻の取材もしたいし！　いいでしょ!?」

「ああ、城島ちゃんがそう言うなら、またファンタジーの異世界もいいな。お金の心配ならしなくていいぞ。おじさんが出してやるから」

　なんでＪＫにだけそんなデレデレの態度なんだよこのロリコン野や郎ろう！

　ていうか金出すのは出版社だろうが！

「そしたらガイドは任せテ！　どこにでも連れていくヨ！」

　手を振ふるアミューさん。

　すごく嬉しいんだけど、またＪＫと三人旅になるのか。

　悲しいけど──ま、それもいいか。

「しょーがねぇ。じゃあ、また取材に行くか」

「うん！」

「ワーイ！」

　今度は何を調べてこようか。

　ドラゴンも直接見たのは門番だけで、他の種族を調べていなかった。

　ダイアランとディルアランの戦いの行方ゆくえも気になる。

　魔ま法ほう学校の中にも入ってみたい。

　なんだ、異世界はまだワクワクするようなネタでいっぱいじゃないか。

「見てろよ。次こそは誰もが納得する、絶対に面白いライトノベルを書いてやる！」

　その日が来るまで──いや、来たとしても。

　俺たちはライトノベルを書き続ける。

　死ぬまで面白いものを探し続ける探求者。

　それがライトノベル作家という職業なのだ。








あとがき






　どうも皆みなさん、田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです。

　このたびは「異世界取材記」を読んでくださって、ありがとうございます！




　もともとこの話は、ネット小説投とう稿こうサイト「カクヨム」で連れん載さいしたものが編集さんの目に留まり、様々な紆う余よ曲きよく折せつを経て出版に至りました。

　つまり、最初から出版を目的として書いた小説ではなかったのです。

　ネット小説を投稿する理由のほとんどが「あわよくば出版」だと思うのですが、今作の場合、本当に出版の事は考えていませんでした。

　最近は異世界ファンタジーものとネット小説が流行はやっているので、勉強のために書こうと思ったのがきっかけでした。

　それに加えて、今まで編集さんの言いなりになって書いていた部分が大きかったので、一度全部自分の手で、自分の責任で最後まで書いてみたらどうなるのか──という実験的な欲よつ求きゆうもありました。

　ネット小説は全て自己責任、実力主義の世界なので、すでにネット小説界かい隈わいで活かつ躍やくしている先せん輩ぱいや友人などに教えを請こいながら、ビビりつつ始めてみたのです。




　それで好きなように書いてみたら──とにかく、楽しい！

　誰だれにも邪じや魔まされず、全部自分の手で小説を書くのが、本当に楽しかった！

　俺はデビューして一〇年以上経たつのですが、デビュー前の投稿者時代に戻もどったかのように生き生きとライトノベルを書くことができました。小説を書くのって、こんなに楽しいのかと改めて実感できました。

　別に編集者が要らないとか、流行に乗るのが悪いとか、そういう事ではないです。

　ただ、まず最初に「自分が書きたいものを書く」という基本理念を忘れない事が大事なんだと思いました。

　これから小説家を目指す人や、今すでにクリエイターとして活躍している方も、まず自分が楽しいと思えるような執しつ筆ぴつをされてはいかがでしょうか？




　完全に自分の趣しゆ味みと勉強のために書いたこの独りよがりな小説を、どうにかして出版までこぎつけてくれた富士見ファンタジア文庫の有あり馬まさんをはじめ、出版許可をくださったＫＡＤＯＫＡＷＡの皆みな様さまには、いくら感謝しても足りません。

　この本に関わった全ての皆様に、最大の感謝を。

　そして、この本を書き上げた俺に最大の感謝を！

　がんばったな、俺！　楽しかったぞ、俺！

　みんなも楽しくラノベを書こう！




　それではまたお会いしましょう！





田口　仙年堂










田口仙年堂

●たぐちせんねんどう



千葉県出身。あらゆる出版社を渡り歩いていたつもりが、いつの間にか異世界をも渡り歩くようになっていた。金と暴力が支配するラノベ業界で、希望の炎となるべく奮起し、日夜編集者と血みどろの戦いを繰り広げている。面白いラノベのためなら命も投げ出す、そんなどこにでもいる普通のラノベ作家。


















カバー・口絵・本文イラスト／東西

カバーデザイン／ＫＯＭＥＷＯＲＫＳ










異い世せ界かい取しゆ材ざい記き




～ライトノベルができるまで～
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